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溺愛過多～天敵御曹司は奥手な秘書を逃さない～










週末の夜、バーの攻防




　ここは、都内でも指折りの超高級ホテルの最上階にある展望ラウンジ。

　視界を阻むものもなく、東とう京きょうの夜景をぐるっと三百六十度一望できるのが売りだという。

　煌きらびやかな夜景が堪たん能のうできるため、特に金曜日の夜は、仕事帰りのデートで、最後の行き先として人気があるそうだ。

　需要への供給か、ラウンジの照明はグッと抑えられていて、ムーディーな空気が漂う。

　優雅にお酒を楽しんでいるのは、どこから見てもセレブっぽいカップル客ばかりだ。

　そんな中――。

　私、平ひら川かわ茉ま帆ほは、遊び心も色気もない、仕事中と同じ堅苦しいスーツ姿で、窓辺のカウンター席にいる。

　隣に並んで座っている、白いワイシャツにスリーピースのベスト、ブルーのストライプのネクタイ姿の男性は、私が勤務している会社の若き社長。

　そして私は、彼の秘書。つまり、周りの客と同じセレブなのは彼だけ。

　もちろん、カップルじゃない。ただの〝ボスと部下〟それだけだ。

　社長がカウンターに頬ほお杖づえをつき、スコッチグラスを揺らしながら、小首を傾かしげてこちらを見遣ったのが、目の前に広がる窓ガラスに映り込んだ。

「まさか、君。俺が、気付いていないとでも思った？」

　いたぶるような目つきと質問に、私はゴクッと唾を飲んだ。

　カシスオレンジが三分の一ほど残ったグラスに手を添えたまま、思い切って彼に顔を向ける。

　日中は綺き麗れいにセットしてある前髪が、午後十時ともなるとちょっと乱れていて、形のいい額に下りている。

　一筆で書いたような、なだらかに上がった凛りんとした眉に、スッと通った鼻筋。

　斜めの角度から私を見上げる瞳は、お酒のせいか、どこかしっとりしている。

　いつも柔らかい笑みを湛たたえている、すっきりと切れ長の目元がやけに妖よう艶えんで、恋人ではなく業務上の関係でしかない私たちの間の空気を、艶なまめかしく濃密なものに変えていく。

　それなのに、私を射貫く深い海のように黒く澄んだ瞳は、獲物を捕らえた鷹たかの如ごとく鋭く、圧倒的な光を放っているから、嫌でもドキッとしてしまう。

「まあ、あまりにも綺麗になってて、四月に社長室で会った時は、確かに目を疑ったけど」

　早鐘のような鼓動と、この事態への混乱で声が出ない私の手に、彼は自分の筋ばった大きな手を重ねてくる。

「っ……」

　とっさに手を引っ込めようとしたけれど、それより一瞬早く、カウンターの上でギュッと握りしめられた。

　心臓が跳ね上がり、呼吸まで止めた私を、彼はわざわざ身を乗り出して覗のぞき込む。

「まさか、緊張してる？　社内の男から高たか嶺ねの華と崇あがめられ、引く手数多あまたって耳にしてる。こういうベタな誘いも慣れっこなんじゃない？」

　自分のうるさすぎる心拍のおかげで、彼の言葉は私の耳に断片的にしか届かなかった。でも、意地悪なことを言っているのは、目尻が好戦的に上がったのを見れば、よくわかる。

「あの時は、キスだけで震えてたっけ。今の君じゃ、もうあんなウブな反応は見られないのかな。……残念だな」

　皮肉交じりに揶や揄ゆする男らしい薄い唇が、私の目の前で動いている。

　そう、驚くほど近くで……。

　その時やっと、ものすごく至近距離にいることに気付いた。

「っ」

　慌てて顔を背け、距離を取ろうとする。

　だけど、ここでもまた、私の行動は先回りされた。

　頭の後ろに彼の手が回ったかと思うと、強い力でぐいと引き寄せられ――。

「っ、やっ……！」

　私の短い叫びは、唇を塞ふさいだ温かく柔らかい感触のもので、消し去られた。

　隣の席との間隔はかなり広く取られていて、他の客に私のくぐもった声は届かない。

　仄ほの暗ぐらいラウンジのカウンター席で、ふたつの影がひとつになったことにも、誰も気付かない。私たちがキスしているのも、かなり近付かないとわからないだろう。

「んっ……ちょっ！」

　慌てて首を捻ひねって逃げようとしたものの、後頭部をがっちり押さえられていて、身動きできない。それでも、彼の舌が唇を割って入ってこようとするのを阻止すべく、グッと奥歯を食い縛った。

　私の足あ掻がきが伝わったのか、

「……おい」

　社長が眉間に皺しわを寄せて、薄く目を開ける。

　至近距離から目が合うのを避けようとした私は、無我夢中で手を動かし――。

「うわっ……」

　彼が怯ひるんだ様子で、私から離れていく。

　温もりが遠ざかるのにホッとして、私は手の甲で唇をゴシゴシ擦った。

「い、いきなりなにす……」

　当然の抗議をしようとして、ハッと息をのんだ。

　こちらに身体の正面を向けた彼の右肩から腕にかけて、濃赤色に染まっている。

　私の左手には、空になったグラス。

　自分がなにをしでかしたかは、この状況がすべて物語っている。

「すみませ……！」

　条件反射で、背の高い椅子から床に飛び降りた。

　直角に腰を折りかけたものの、謝罪をのみ込む。

「あ、謝りません。今のは、社長が無礼すぎます」

　ぐんと胸を反らし、やや高飛車に言って退のける。

　でも、この気まずい空気に耐えられず、私はとっさに荷物を手に取った。

「今夜の食事代とクリーニング代は、後日請求してください。今日はこれで失礼します」

　社長を置いて先に席を立つ無礼には頭を下げ、心の動揺を見抜かれないよう、そそくさと立ち去ろうとした。

　ところが。

「ちょっと待て」

「えっ」

　後ろから肘を引いて止められ、反射的に振り返った。

　社長が、ゆっくり椅子から立ち上がる。

「いくらなんでも、これじゃみっともなくて帰れない」

　頭ひとつ分高い位置からボヤくように言われて、不覚にも言葉に詰まった。

　だけど。

「う、上着は無事じゃないですか」

　虚勢を張って返すと、社長は眉尻を下げて深い溜め息をついた。

「梅雨明けしてから、連日の猛暑。このくそ暑い熱帯夜に、ビシッとスーツで帰れと？」

「日中は、いつもビシッと着てらっしゃるじゃ……」

「日中は仕事だろ。プライベートのディナーの後で、なんでこんなもの着て帰らなきゃいけない」

　揚げ足を取って返す私に、ふんと鼻を鳴らす。

　さすがに私も口ごもり、視線を揺らした。

「俺が誘ったんだ。食事代を負担させる気はないし、クリーニング代もいい。それより、染み抜きしてくれないか」

「え？　そ、それは……でも、ここで？」

　腰を引かせて聞き返すと、彼は私の肘から手を放し、腕組みをしてにっこり笑う。

「一緒に来てくれ」

　みっともない、と言ったわりには、上着は肩から背中に提げるだけ。

　濃い赤に染まったシャツを隠しもせずに私の横を通り過ぎ、スタスタと歩き出した。




　そして、展望ラウンジを出てからほんの数分後――。

「えっ!?」

　私は豪華なキングサイズのベッドに組み敷かれ、ひっくり返った声をあげた。

「ちょっ……なんで」

　焦って辺りを見回す私を見下ろし、社長がふっと吐息を漏らした。

「言っとくけど、最初からこうするつもりで、部屋を取っていたわけじゃないから」

　私の思考回路を先回りして、ネクタイを緩めながら目を細める。

「俺、ここで生活してるんだ。新築で購入したマンション、竣工遅れて、引き渡しが済んでなくてね」

「!?」

　ここは、先ほどの展望ラウンジから、五階分下りたフロア。

　この超高級ホテルでも、最高ランクのエグゼクティブスイートルームだ。

　最初からこうするつもりではないと言われても、自分が仮住まいにしているホテルに食事に連れてきた時点で、相当タチが悪い。

　いや、そもそも……。

「ビシッと上着を着て帰っても、全然暑くない距離じゃないですかっ」

　ネクタイをシュッと首から引っこ抜き、ベストを脱いでワイシャツのボタンに指をかけた彼に、上擦った声を挟んだ。

「とにかく、退いてください。早く染み抜きを……」

「ああ。シャツはルームランドリーに頼む。けど、これはもう無理だろうな」

　社長は緩く口角を上げ、豪快にシャツを脱ぎ捨てる。

「っ……」

　スラッとしたスレンダーな見た目からは想像もできない、引き締まった逞たくましい胸板を披露されて、私は息をのんだ。

「ワイシャツ代金だと思って、大人しく……ん？」

　彼は乱れて額に落ちた黒い前髪を、ブルッと頭を振って払ってから、私を見下ろしてくる。

「そんなに見つめられると、照れるんだけど」

　からかい交じりにニヤッと笑われ、私は弾かれたように顔を背けた。

「見つめてません。私はワイシャツ一枚程度の価値かと、腹立たしく思っただけです」

　ドッドッと、太鼓の乱れ打ちのような拍動を繰り返す胸を手で押さえ、必死に虚勢を張って憎まれ口を叩たたく。頭上で、「ふん」と鼻で笑う声がした。

「君は以前、俺に無償で抱かれようとしたじゃないか。忘れたとは言わせないよ？」

　私の反応を面おも白しろがっているのか、妙に楽しげに弾んだ口調。

　さすがに、グッと言葉に詰まる。

　私は、首が捩ねじれるくらい顔を横に向けて、奥歯を噛かみしめた。

　わざわざ記憶を抉えぐって掘り返されなくても、恥ずかしすぎて忘れたくても忘れられない、私の人生最大の黒歴史だ。

「こっち、向け」

　尊大な命令と共に、顎あごを掴つかまれた。

　強引に正面を向かされ、私を跨またぎ、長い四肢で囲い込んでいる彼と、バチッと目が合う。

　男らしく隆起した喉仏も、首筋から鎖骨にかけてのシャープなラインも、壮絶な男の色香が匂い立つ。

「っ！」

　顔はがっちり正面に固定されているけど、なんとか黒目を動かして視線を外した。

　視界の端に、社長が不服そうに眉根を寄せる様が映り込んだ。

「ずっと、聞きたかった。どうして君、俺に頼んだんだ？」

　わざと一語ずつ区切って、私の意識に質問を刻みつける。

　それでも、私がきゅっと唇を結んだままでいると。

「初めての相手に、俺を選んだ理由は？」

　私の髪を一房掴み、自分の口元に持っていった。

　彼が髪に唇を落とす様にどぎまぎしながらも、返答を拒否して唇を噛む。

　返事を待つようなわずかな間の後――。

「……そ。じゃあ、先に進めてるから、返事、よ～く考えて」

　不ふ遜そんな言葉と同時に、社長が私のスーツの襟えりに手をかけた。

「っ、え？」

　聞き返す間に両側に開かれ、条件反射でまっすぐ彼を見上げる。

「ちょっ、なにを」

「こんな時間にノコノコ男の部屋に来ておいて、『なに』はないだろ。子供じゃないんだから」

　皮肉げに上がる口角を目にして、私はごくりと唾を飲んだ。

「なあ。なんでそんなに綺麗になった？」

　ボヤくような口振りで、私のブラウスのボタンに手をかける。

「っ、社長っ」

「さっきキスした時も、やっぱりあの頃の可愛かわいい反応は見られなかったし。……残念だな。随分と男慣れしちゃって」

　反射的に止めようとして彼の手を掴むと、やけにねっとりとした口調で問いかけられた。

　侮ぶ蔑べつを感じて、私は彼を睨にらみつけた。

　ここにきて目力を強める私に、彼はちょっと虚を衝かれた表情を見せたものの、

「そろそろ、ひとつくらい、質問に答えてほしいもんだけど」

　どこか満足げに目を細め、傲ごう慢まんに言って退けた。

　そして――。

「っ……！」

　展望ラウンジの時とは違う。

　ギラギラと滾たぎるような欲情を憚はばからない、深く濃厚なキスを仕掛けてきた。

「ふうっ……、んっ!!」

　非難も罵声も抗議もなにもかも、熱いキスで封じ込められる。遠慮なくのしかかってこられて、身体の自由がきかない。

　社長の肩に両手を置き、なんとか自分から引き剥はがそうとジタバタしている間に、彼は恐るべき器用さで私のブラウスのボタンを全部外していた。

「んんんっ！　んーっ!!」

　貪むさぼるようなキスにのまれないよう、これ以上肌を暴かれないよう、私は唸うなり声をあげた。死に物狂いで、彼の薄い唇に噛みつく。

「っ、つう……」

　社長が顔をしかめて、唾液の糸を引きながら離れていった。

　少しだけできた空間の中で、私は上体を起こし、足をバタつかせて後ずさった。

　ひとつでも答えたら、無理やり引きずり出された黒歴史を、認めることになってしまう。だけど、貞操の危機に直面しては、そんなこと言ってる場合じゃない。

「り、理由は、あの時ちゃんと言いました！」

「え？」

　聞き返す声は、口元を隠す、彼自身の大きな手に阻まれくぐもった。

「私はあの頃、父の命令で、二十五歳も年上の男性と、結婚することになってました。だから、そうなる前に……!!」

　屈辱的な思いで、言い返した。

　悔しくて、それ以上の羞しゅう恥ちで身を震わせる。

　なのに。

「それは、知ってる」

　社長は素っ気なく言って、口元からゆっくり手を離した。

　下唇に薄い血を滲にじませながら、クッと眉根を寄せると……。

「俺が聞きたいのは、どうして俺だったのか」

「っ、え？」

「どうして、友人でも恋人でもセフレでもない俺に、抱かれたかった？」

　一瞬前とは別人のような、鋭く真剣な瞳に射貫かれ、私はこくりと喉を鳴らした。

『わっ……私を、抱いてくださいっ……!!』

　他の誰でもない、十年前の私が、同じ大学の二年上だった柏かしわ木ぎ奏そう哉やという名の男性に向かって口走った切実な願い。

　なかったことにしたい、抹殺したいほど最悪な黒歴史が、私の胸にまざまざと蘇よみがえってくる。すべてがリアルに再生されるのを、私はブルッと頭を振って阻止した。

　とにかく、今はここから逃げ出さなきゃ。

　そのためには、彼の質問になんでもいいから答えなければならない。

　私は、目まぐるしく思考をフル稼働させ……。

「あ……あなたは、女なら誰でもいい人だと思っていたから」

「は？」

「特定の恋人を作らず、見た目を武器に散々遊んでるって噂うわさ、よく耳にしました。そんな男なら、見た目がアレだった私にも、ほいほい手を出すんじゃないかって」

　最後はギュッと目を瞑つぶって、半分ヤケになって言い放った。

　社長は、なにも反応を返さない。

　私は恐る恐る目を開け、絶句して固まっている彼を真上に見つけた。

　なんだかよくわからないけど、私の返答が予想外で、傷ついているようにも見える。

　そんな彼に、一瞬ギクッとしたものの、今は逃げ出す絶好のチャンス――！

　思考が行き着くと同時に、私は彼の胸を両手で思いっきり突き飛ばした。

「うわっ……」

　狙い通り隙をつけたのか、社長はベッドにドスンと尻もちをついた。

　それを見て、急いで身体を起こす。

　無我夢中でベッドから飛び降り、乱れた胸元をササッと直した。

「質問には、お答えしました。シャツの染み抜きも必要ないなら、私はもう帰っていいですよね？」

　まだ収まらない動揺を誤ご魔ま化かそうと、早口でつっけんどんに言った。

「あ。おい」

　ようやく我に返った様子の社長の呼びかけには耳を貸さず、バッグをひょいと肩にかけ、寝室のドアに走った。そこから一度、キングサイズのベッドを振り返り……。

「今日のことも、昔のことも、お互い忘れましょう。では、また来週。……九ここ重のえ社長」

　一方的に挨拶をして、彼の住まいであるエグゼクティブスイートルームから転がり出た。










暴かれる黒歴史




　熱いシャワーを浴びて、一日働いた疲れと汚れを洗い流した。

　背中半分まであるストレートの茶色い髪は、タオルドライしてから、後ろの高い位置でクルッとひとつにまとめる。

　私はバスルームから出るとキッチンに寄り、冷蔵庫から缶ビールを一本手に取ってリビングに戻った。

　シャワーを浴びる前に、エアコンをドライ設定にしておいたから、湿気は少なく、お風呂上がりの肌にもサラッと快適だ。

　半分脱力気味に、ソファに腰を下ろした。缶のプルトップを開け、グッと呷あおる。

「……ふーっ」

　炭酸で喉を焼かれる感覚をやり過ごし、私は肩を動かして息を吐いた。

　一週間の仕事を終え、週末を迎える金曜日の夜に羽目を外して、ひとりで家飲みを楽しめるようになったのは、三年ほど前、念願のひとり暮らしが叶かなってからだ。

　私は、国内最大手の製薬会社『九重製薬』で、役員秘書の仕事をしている。

　仕事柄早朝出勤や深夜帰宅になることもあり、体力的にも、会社の近くでひとり暮らしがしたかった。

　家を出ることを、両親は賛成しなかったけど、父が選んだハイセキュリティのマンションに住むことを条件に、許可してもらえた。

　オフィス街一等地に建つ本社ビルから電車で三駅という好立地のマンションで、間取りは１ＬＤＫ。勤続八年目、二十九歳のＯＬにはなかなか厳しい家賃でもある。

　でも、私は役員秘書というちょっと特殊職なのもあり、同じ年頃のＯＬと比較して、収入は多少恵まれている。過剰な贅沢さえしなければ、なんとか生活できる。

　ビールを半分ほど飲み干してから、今度はお腹の底から深い息を吐いた。

　ふと目に入った、テレビボードの上のデジタル時計は、0：20と表示されている。

　今夜は、昨年見逃した映画のテレビ放送があったから、まっすぐ帰ってきて、ゆっくりひとり酒しながら鑑賞したかったのに……。

　映画に間に合わなかった残念さもあって、自ら『忘れましょう』と言った、今夜の出来事が脳裏をよぎる。

　私は喉を仰のけ反ぞらせて天井を仰ぎ、無意識に唇を人差し指でなぞった。

　すると、自分の指の感触に引きずられ、九重社長の唇の温もりが蘇ってしまう。

「っ……」

　激しく甘いディープキスのことで、頭の中がいっぱいになり、慌てて指を離した。

　心臓は、ドッドッと騒いでいる。すごい勢いで高鳴る鼓動を抑えようと、肩を動かして深呼吸した。それでも、大きく速い胸の音は、鳴りやまない。

　私は缶ビールをローテーブルに置くと、ソファの上で膝を抱え込んだ。

　膝頭に額を預け、声に出して溜め息をつく。

　私の、人生最大の黒歴史。まさか、社長が私に気付いていたとは。

　十年も経った今になって、暴かれるだなんて――。




　あれは、十年前の七月中旬。

　今日と同じく梅雨明けしたばかりで、ムシムシと蒸し暑かったその日。

　名門私立大学の社会学部二年生だった私は、法学部の四年生だった彼に……。

『わっ……私を、抱いてくださいっ……!!』

　体当たりで、お願いした。

『……は？』

　突然、見ず知らずの女子学生に呼び止められ、最初から訝いぶかしげだった彼の美しい顔が、ますます不審げに歪む。最後は、別の生き物を見るような目つきに変わった。

　前期試験もほとんど終わっていて、夏季休暇目前の広いキャンパスに学生の姿は少なく、日当たりのいい中庭には、私と彼以外に誰もいなかった。

　とはいえ、私のなりふり構わない捨て身の特攻は、彼の意表をついたようだ。

『ええと……平川さんって言ったっけ？　社会学部二年の』

　体当たりの前、ほとんど吐き出す勢いで告げた自己紹介を、ちゃんと耳に留めていてくれた。

『はいっ』

『無駄にいい返事しなくていいから』

　彼は頭痛を抑えるように額に手を遣り、両方の目頭を指でグッと押す。

『自分が、なにを言っているか、わかってる？』

　手を離しながらちらりと視線を流され、私は条件反射でピンと背筋を伸ばした。

『もちろん、わかってます』

　覚悟のほどを見せようと、はきはきと返事をする。

　だけど彼は、サラサラの黒髪に乱暴に指を通し、ガシガシと頭を掻かいた。

『あのねえ。それで、はい、そうですか、なんて、どこの誰が言うんだよ』

『え、っと……』

　呆あきれ果てたような目を向けられ、私も一瞬怯んだ。

　実はまさに、『はい、そうですか』と言ってくれないかと、切願していたから。

　柏木奏哉。

　学祭のビッグイベント、ミスターコンテストで、一年生の頃から連続で優勝している、自他共に認める学内一のイケメンだ。

　成績もトップクラスで、教授だけじゃなく学長からの覚えも目め出で度たい。

　交友関係が広く、彼の周りはいつも人が溢あふれていて、華々しく賑にぎやか。

　だけど、特定の恋人はおらず、来る者拒まず去る者追わず……というプレイボーイとしても有名だった。

　そんな彼だから――。

　身長百五十八センチで六十八キロ。隠しようのないぽっちゃり体型。太めなせいで、中学の頃から胸も大きめ。体育の時間とか、同級生の男子にいやらしい目で見られるのが嫌で、自然と猫背になった。存在自体目立たないように、極力人と関わらずにいたら、性格までどっぷり地味に。

　そんな、誰から見ても冴さえない私でも、プレイボーイの彼なら、頭を下げてお願いすれば頷うなずいてくれるかも、と期待していたのに――。

　想定外の反応に及び腰になったものの、私もここまでして引き返せない。

『不ぶ躾しつけなお願いをしたことは、自覚しています。でも、そのくらい切実なんです』

　悲ひ愴そうに顔を歪めて唇を噛んだ私に、彼はふと眉根を寄せた。

『初対面の俺に、不躾と承知でお願いしてくるほど？』

　どこか胡う散さんくさそうな目で見られ、私は何度も首を縦に振って肯定した。

　彼は、苦い顔をして『ふう』と息を吐くと。

『それなりに理由はありそうだな。詳しく聞かせてもらおうか』

　そう言って、キャンパスからほど近いカフェに、私を連れて移動した。

　万が一にも、知っている人に見られたり、話を聞かれたりしたくないと、キャンパス内で説明するのを拒んだのは、私だけど……。

　大学一のイケメンと、店内の奥まったテーブル席で、向かい合って座っているという非日常。いろんな意味で汗が止まらない。

　額とこめかみ、首筋の汗をしきりにハンカチで拭きながら、グランデサイズのアイスカフェラテで喉を潤し、やっとのことでたどたどしく切り出した。

『実は私、大学を卒業したら、結婚させられるんです……』

　私の父は、厚生労働省の官僚だ。いかにもお役人らしい、昔気質で厳格な人。

　仕事の関係で華やかなパーティーに出席することも多かったけど、家族同伴の時でさえ、私を連れていくことはなかった。太めで冴えない見た目に加え、コミュ障気味で社交性のない私は、ずっと父から疎うとんじられていたからだ。

『茉帆は、人より秀でるものがない。このままじゃ、売れ残るのが関の山だ。せめて若さが武器になるうちに嫁に行って、親孝行しろ』

　昔から念仏みたいに言われ続け、私は大学卒業後に結婚式を挙げる前提で、二十五歳も年上の中堅医薬品メーカーの役員と、お見合いさせられたのだ。

　それが、つい二週間前のこと……。

　何度もつっかえながら、結婚に関する概要を説明すると、彼は私の前でがっくりとこうべを垂れていた。

『……で？　親に勝手に決められた結婚を回避するために、他の男と既成事実でも作ろうと？』

　忌いま々いましげに顔を歪める彼に、私は『いえ』と勢いよく首を横に振って否定した。

　私の返事が予想外だったようで、彼は大きく首を傾げた。

『逃れようなんて思ってません。父の言う通りだとわかってますから、売れ残って迷惑をかけるくらいなら、若いうちに嫁いだ方がいい。でも……せめて一度くらい、ときめきのようなものを知っておきたくて』

　膝に両手を置いて、グッと前のめりになる私に、ちらりと目を向けてくる。

『ときめき？』

『私は、恋人がいたことがありません。その、つまり、恋の……』

『恋愛経験がないのは、わざわざ言われなくても十分わかる』

『う』

　あっさりと見透かされ、その上先回りして答えを遮られ、私は口ごもった。

　妙な気まずさに、無駄に目を泳がせていると。

『……本気？』

『え？』

『本気で、俺に抱かれたいの？』

　彼は先ほどまでの飄ひょう々ひょうとした緩い空気を引っ込め、目力を込めて私をジッと見据えてきた。

　視線で射貫かれるという初めての感覚に、思わずこくりと喉を鳴らす。

　膝の上で握りしめた手は、極度の緊張でじっとりと汗ばんでいた。

　だけど――。

　ここで怖おじ気けづいて、せっかくの勇気を無駄にしたらもったいない。

『はい。お願いしますっ……』

　私は、半分以上自分自身に覚悟を刻みながら、彼に向かって深々と頭を下げた。

『……わかった。じゃ、行こう』

　彼はカフェから出ると、今度は私をラブホテルに連れていった。

　もちろん、私は人生初のラブホテル。男女がいかがわしいことをするための部屋だとわかっているから、心臓が猛烈に拍動を速めた。

　ダブルベッドもガラス張りのシャワールームも、ベッドの前の大きな鏡も……自分の日常からは大きくかけ離れていて、緊張は極限に達した。

　でも、鏡に映る私の姿は、どこまでも現実だ。

　顎を仰け反らさないと隠せない二重顎。大きな胸とぽっこりお腹が目立たないよう、ゆったりとしたチュニックを好んで着ているのもあって、まだ十九歳なのに、客観的に見ても立派な洋梨体型。

　それに引き換え、私の後ろに映っている彼は、誰が見ても完璧な王子様で……。

　今さらながら、身のほど知らずな自分に怯み、及び腰になった。

　なのに。

『じゃ、始めよっか』

　彼は粗末なソファに荷物をドサッと置くと、部屋の真ん中で立ち尽くす私に、随分と軽く声をかけてきた。

『っ、え？』

　心臓が口から飛び出そうなほど跳ね上がり、反応が遅れた。

　振り返る間もなく、後ろからギュッと抱きしめられ……。

『……！』

　条件反射で、息を止める。

　彼のさらりとした前髪が頬をくすぐり、ボッと音が出そうなほど顔が茹ゆだった。

『あっ、あのっ……』

　私は、喉に声を引っかからせた。

『わ、わわわ私っ……すごい汗掻いてて。先に、シャワーを……』

　とにかく自分を落ち着かせたくて、とっさにそんな言葉を挟んだものの、こちらから丸見えのシャワールームが視界の端に映り、途中で詰まった。

　彼は私の提案に、『ああ』と相あい槌づちを打った。

　ところが。

『二時間しかないから、もったいない。俺は別に、気にならないから』

『えっ!?』

　ギョッと目を剥いて振り返った私を、肩越しに覗き込んできた。

　そして、次の瞬間――。

『っ……！』

　しっとりと弾力のある感触に唇を塞がれ、私は大きく目を見開いた。

　キスされている、とわかったのは、彼の綺麗な顔が、焦点が合わないほど近くにあったのと、唇を柔らかく食はまれる、知らない感触のせい。

『んっ……ふあっ……』

　背中の中心をゾクゾクと寒気が走り、私は無意識に唇を引き結んだ。

　彼は薄く目を開け、その黒い瞳で、超至近距離から私を射貫いてくる。

『唇、開けて。呼吸は鼻でするんだよ』

『ふ、ふゎ……』

　頭の中が沸騰して、思考回路が寸断される。

　だけど、彼の大きな手が私の胸に触れ……。

『っ!!』

　ふにふにとやや強めに揉まれる初めての感覚に、なにかが背筋を駆け抜ける。

　脳天を貫いたのは、官能の痺しびれだったか、それとも恐怖だったか――。

『っ……！』

　ビクンと大きく身を震わせ、全身が強張った途端。

『このへんまでにしておこうか』

　彼は拍子抜けするほどさらりと言って、私から唇を離し、手を引っ込めた。

『……え？』

　私は膝からガクッと力が抜けて、その場にへなへなとしゃがみ込んでしまった。

『ど、どうして』

　彼を見上げて、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

『君は恋のときめきを知るより、まず見合い結婚に反抗する方が先じゃないか？』

　彼は黒いデニムのウェストに親指を引っかけて、惚とぼけるように小首を傾げた。

　くるっと背中を向け、ソファから荷物を持ち上げて肩にかけると、私を肩越しに見下ろしてくる。

『そんな横暴な見合い結婚。いくら親でも、人権無視の侮辱だろ。なのにどうして、言われるがまま受け入れようとする？　俺には理解不能』

『っ……』

　無意識に唇を手で押さえた私に、ふっと吐息を漏らして笑うと、

『キスでいっぱいいっぱいのくせに、ただの通りすがりみたいな男と最後までできる？　君には無理だよ』

　それだけ言って、スタスタと歩き出した。途中で、『あ』と思い出したように立ち止まり……。

『ここ、二時間いられるから。ゆっくり考えてごらん。例えば……手始めに、マイナス十キロ目標にダイエットして、見た目のコンプレックスを解消してみるってのはどう？』

『！』

　頭のてっぺんから足の爪先まで一筆で撫なでるように観察しながら、遠慮なくズケズケと言い捨てられ、私は喉の奥をひゅっと鳴らした。

『それから、猫背を直す。姿勢がよくなるだけで、見た目も印象もだいぶ変わる。成功して綺麗になったら、本当の恋、したいと思うんじゃない？　その時は、また出直しておいで。じゃあね』

　軽いひと言だけ残し、ラブホテルの一室にひとり置き去りにされ……。

『見た目……？』

　私は、彼の言葉をぼんやりと反はん芻すうした。

　結局、来る者拒まずのプレイボーイと悪名高い彼でも、私みたいな女は相手にしない。ただの遊びでも、スタイルがよくて綺麗な女の子がいいってこと。

　そのくらいわかりきっていたけど……。

　ラブホテルまで来て、キスしながら胸を揉まれた。相手にしてもらえたと、一瞬でも思った自分が馬鹿みたい。

　彼はきっと、私を面白がってからかっただけだったんだろうに。

『う、うううっ……!!』

　悔しいのか、腹立たしいのか、ホッとしたのか、恥ずかしいのか――。

　いろんな感情が胸に渦巻き、自分の身体を両腕でギュッと抱きしめ、悶もだえ苦しんだ。

　それでも、胸にグサリと突き刺さった彼の言葉は、いつまでも頭の中をぐるぐると回っていた。

　――私と彼の接点は、それっきり。

　その後は、四年生の彼があまり大学に来ていなかったのもあり、キャンパスで会うことは一度もなかった。




　十年前の私は、彼の指摘通り、たくさんのコンプレックスを抱えていながら、それを自分で解決しようとしていなかった。

　父の言いなりになってお見合い結婚するのも、逃れられない運命だと思っていた。

　だからこそ、大事な初めてくらいは、普通だったら絶対に手の届かない王子様みたいな人と――そんな風に、恥ずかしいくらい乙女チックに夢を見た。

　そう、悲劇のヒロイン気取りの、妄想と言ってもいい。

　そして、私が直面したのはシビアな現実。

　女慣れしたプレイボーイだって、結局見た目がいい女じゃなきゃ、手を出さない。

　コンプレックスとかもっともらしい助言も、ホテルまで行ってやっぱりその気になれなかった言い訳に違いない。

　こうなったら、痩せてやる。それで綺麗になっても、出直したりしない。そうじゃなくて見返してやる！と奮起した。

　それから毎日、早朝と夕刻に一時間ずつのウォーキングに励んだ。夜寝る前は、姿勢をよくするために、ストレッチもかかさず行った。

　もちろん、運動療法と並行して、厳しい食事制限も試みた。大好きなお米や麺類は、昼と夜は絶対に口にしない。

　フィットネス目的のゲームソフトにも手を染め……とにかく、世間で効果があると評判のダイエット法は、すべて取り入れる勢いで没頭し、半年後にはマイナス十キロの目標を達成することができた。

　全身を映す鏡の前に立っても、肩を縮めることも、目を背けることもなくなった。

　もう、あの頃の私じゃない。生まれ変わった……と言っても過言ではない、今の私。

　だというのに。

　あの時の太っちょで冴えない私が、彼の記憶に残っていたとは。

　しかも十年も経って、彼が私のボスになって再会するだなんて――。




　今から三カ月前。四月一日付で社長専属秘書に昇格した私の前に、彼は突然現れた。

『本日より九重製薬の代表取締役社長に就任しました、九重奏哉です。よろしく』

　社長室で執務机越しに対面した若き新社長は、名字こそ違うけれど、私が知る柏木奏哉だった。

　私の中の彼の姿かたちは、大学生のまま止まっていた。

　あの頃と変わらず華のあるイケメンで、三十一歳という年齢相応の大人の落ち着きを湛えた彼との再会に、私は激しい衝撃を受けた。

　すぐに挨拶を返せずにいると、彼が怪け訝げんそうな顔をした。

『平川さん？』と名を呼ばれて、ハッと我に返る。

『平川……茉帆と申します。至らない点もあるかと存じますが、どうぞよろしくお願いいたします』

　私は内心ビクビクしながら、目線を外して名乗った。

　私の名前を聞いても、彼の表情は特段動かない。ただ、『よろしく』と繰り返し、手を差し伸べてくれた。

　私のことはまったく覚えていない。そう察して、ホッとした。

　それでも、なにかの弾みで彼の記憶をつついたりしないよう気を引き締めて、意識的に距離を保つ必要があると判断した。

　でも、九重社長は、やっぱり柏木奏哉だった。

　大学一のプレイボーイとして、数多くの女性と浮名を流した、生来の性根は寸分も変わっていないようで――。

『平川さん。今夜ディナーでもどう？　今後はふたりでいることが多くなるし、遠慮はいらない。ざっくばらんに行こう』

　社長就任初日に、私を食事に誘ってきた。

　私には朝から警戒心があったものの、誘いを断ったのは、その日は本当に用があったから。

　だけど、彼の誘いはその一回で終わらなかった。

　九重製薬社長という身分もあり、夜は接待が入ることも多いけど、ほんの時々……午後六時以降の予定がない時はもれなく誘われる。

　どうして？　大学生の頃の私には、その気にならなかったくせに。

　探るまでもない。

　マイナス十キロという目標を達成した後も、無理のない範囲で食事制限や寝る前のストレッチを続けたおかげで、今の私にあの頃の面影はないのだから。

『痩せて見返してやる』という野望が果たせて、自分が誇らしい。

　だからこそ、私のことを思い出されては困る。

　とはいえ、社長の誘いを無下に断り続けるのも、雇われの身としては体裁が悪く――。

　一度だけ。

　一度でも応じれば、彼も気が済むかもしれない。

　そう考えて、再会から三カ月経った七月の今日初めて、九重社長とのディナーに応じた。もちろん、仕事の話に徹して、微み塵じんでもプライベート……特に学生時代の話題を掠かすめたりしないように、自分に強く言い聞かせた。

　超高級ホテルのレストランで食事を始めてからも、かなり慎重に受け答えしていたけれど、拍子抜けするほど、社長はプライベートに触れる話題を仕掛けてこなかった。

　美お味いしい食事に、高級なワイン。

　ウィットに富んだバラエティー豊かな会話。

　思いの外楽しんでしまい、気が緩んだ。

『もう一杯、軽く付き合わない？』と言われ、展望ラウンジに移動した時には、警戒心が解けかかっていた、と言っていい。

『実はね、ちょっと気になってたんだ。君のこと』

　スコッチグラスを揺らしながら、どこか意味深な視線を向けられて、私はその意味を深読みしてドキッとした。

　だけど、彼が私のことを〝気になってた〟のは、これだけ頻繁に誘われれば疑いようもない。

『こ、光栄です』

　もっとうまいかわし方もあったと思うのに、不覚にも心拍数まで上がっていて、私はしどろもどろになってしまった。

　九重社長はカウンターに両肘をのせ、顔の前で指を絡めながら、目を細めてクスッと笑い……。

『理不尽な結婚を、したんだろうか。いや、それとも、親の言いなりにならずに、自分らしく幸せに生きてるだろうか、って』

　一瞬、なにを言われたか理解が遅れたのは、お酒のせいではない。

　言葉の意味を理解するのを頭が拒み、本能でガードをかけたせい。

〝気になってた〟のは、今のことじゃない。

　十年前、ホテルに置き去りにされた後、私が今までどうしていたかだ。

『……え？』

　たっぷり一拍分間を置いて、当惑顔で聞き返した私に、

『まさか、君。俺が、気付いていないとでも思った？』

　彼は、少し悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた――。

「っ……」

　その後のことが頭の中でリアルに再生されて、私はひゅっと音を立てて息をのんだ。

　残像を消し去ろうと、勢いよく首を横に振って追っ払う。

　あんなにはっきり覚えていたくせに、そんな素振りこれっぽっちも見せなかった。

　油断させるだけさせておいて、不意打ちなんてズルすぎる。

　思いっきり詰なじってやりたいけど、月曜からどんな態度を取るべきか、まずそれを考えるのが先決だ。

　私は、社長専属秘書。会社に行ったら、嫌でも顔を合わせることになる。

　関わらずに仕事はできない。

「どうしろって言うのよ……」

　私は両腕を前に投げ出し、うなだれた。










理想と現実と劣等感




　ひとり鬱うつ々うつと考えるだけで週末が終わり、私はじわじわ高まる緊張を誤魔化すために、いつも以上に気合いを入れて出社した。

　午前八時。会社の始業時間は九時だから、一時間も前のこの時間、グランドエントランスを行き交う社員は少ない。

　エレベーター待ちの渋滞もなく、ドアが開いた状態で停まっていた箱にサッと乗り込む。役員室と秘書室がある三十階のボタンを押し、ドアを閉めようとした。

「悪い。ちょっと待って」

「あ、はい」

　閉まりかけたドアの向こうから声をかけられ、私は反射的に指を〝開〟のボタンにスライドさせた。

　再び両側に開いたドアから入ってきたのは、洒しゃ落れた黒いピンストライプのスリーピースに身を包んだ長身の男性。なにげなく、目線を上げて……。

「！」

「あれ。なんだ、平川さん。おはよう」

　緊張の元凶、九重社長が、なんともしれっと挨拶をしてきた。

　ここに来るまでに、『仕事以外の話題は突っぱねる。いつもより、意識して事務的に！』と言い聞かせてきたのに、フロアに着く前に会ってしまうという大誤算。

「おっ……おはようございます」

　私と逆サイドの壁に寄りかかる社長から顔を背け、改めてドアを閉める。

　ふたりきりの箱が上昇を始めると、胸に手を当てて深呼吸して、動揺を鎮めようとした。そうやって、ペースが狂わないよう、自分を落ち着かせようとしていたのに。

「金曜日、無事に帰れた？」

　社長は腕組みをして、なんとも直球で会話を仕掛けてきた。

『忘れましょう』と言ったのに、顔を合わせて一発目の話題がそこ……。

　私は首を縮めて俯うつむき、怒りなんだか悔しさなんだか、なんとも言い難い感情が沸き上がってくるのに耐えた。

　返事をしない私を、彼はジッと見据えていたけれど。

「二十五歳年上の会社役員との見合い結婚。個人的に、回避できててよかっ……」

「わ、忘れましょうって、言いました！」

　性しょう懲こりもなく話題を進めようとするから、私はたまらず声を張った。

　その勢いで、しっかりと顔を上げる。

　咎とがめるつもりでキッと睨みつけると、九重社長も口を噤つぐみ、ひょいと肩を竦すくめた。

「やれやれ。なんでそんなに隠したいの。俺に抱いてくれって頼んできたこと」

　ボヤくような、嘆くような。眉尻を下げて問われても、そんなの当たり前だと思う。

「それ、次言ったら、社長の口、ガムテープで塞ぎます」

　血管が破れそうなほど固く拳こぶしを握り、やや前のめりになって宣告する。

「それで、君の家に監禁しておく？　ちょっと犯罪チックだけど、たまにはそういう趣向も面白いからいいよ。やってみる？」

　どこまで本気かわからない、のらりくらりとした言い回しに一瞬眩暈めまいを感じた後、私の怒りは沸点に達した。

「かっ……からかうの、やめてください！　金曜日のこと、セクハラって……いや、犯罪だって訴えてもいいんですよっ」

　私はこめかみに青筋を立て、本気で捲まくし立てた。

　顔を真っ赤にして怒鳴るなんて、もしかしたら生まれて初めてかもしれない……。

　九重社長は、「おお怖」と、全然怖がっていないのがわかる笑顔で両手を上げ、〝降参〟のポーズをしてみせる。

　私は肩を上下させて、お腹の底から大きく息を吐く。

　少し落ち着いたせいか、ふ、と、社長の唇に意識が向いた。

　薄い下唇の真ん中あたりに、小さな傷が残っている。

　次の瞬間、それが私のせいだと思い出し、

「っ」

　弾かれたように前に向き直った。

「でもねえ……金曜日のことはともかく、忘れたくないなあ。学生時代のこと」

　社長は気にならないのか、顎を撫でながらしげしげと呟く。

　その姿が視界の端に入って、私は無駄にシャキッと背筋を伸ばした。

「私は逆です。むしろ、学生時代のことだけは、記憶から抹殺してほしいです」

「無理かな。惜しいことしたって後悔が強いんでね」

「は？」

　飄々とした社長が胡散くさく思えて、私はほんのわずかに眉根を寄せた。

　不信感を憚らない私に、彼は不快を示すどころか、満足げににっこりと笑う。

「まあ、あの時君を抱かなかったから、今の俺が在ると思えば、正しい選択だったんだろうけど。もったいないことした、抱いときゃよかったってのが本音だし」

「っ、ちょっ……！」

　いくら、エレベーターに私たち以外誰もいないからって、一応ここもオフィスなのに、なんとも赤裸々な爆弾発言。しかも、私に対する欲情のようなものがあからさまに漂ってきて、不覚にも心臓が跳ね上がった。

「九重社長っ。オフィスです。口を慎んでくだ……」

　頭のてっぺんから蒸気を噴射する勢いで、さらに顔を真っ赤に染めた時、軽い浮遊感の後でエレベーターが停まった。

　チンと気の抜けそうな音と共に、ドアが両側に開く。

「そうだね。フロアに着いたことだし、抱く抱かないってのは慎もう」

　社長はさらりと言って、私の横を過ぎ、先にフロアに降り立つ。

「っ、社長っ……」

　大きな歩幅で廊下のど真ん中を颯さっ爽そうと歩く彼を、私も早足で追いかける。

　怒りを煽あおるだけ煽られ、ピークに達したところで肩透かしを食らった気分で、無意識にむくれ顔になった。

　だけど、社長室に到着した社長が、ドアを開けるのを見て、

「あ」

　先ほど言われた言葉が、胸を掠めた。

「さて。じゃあ、仕事始めようか」

　九重社長はそう言いながら、大きな窓を背にした執務机を回り込んだ。

　上着を脱いで、チェアに腰を下ろす。

「社長」

　私は彼の前まで進んで、呼びかけた。

「ん？」

「先ほどの……〝今の俺が在る〟って言葉」

　執務机に両手を置いて、前傾姿勢になる。

　九重社長は、胡散くさいほど優雅に顔の前で両手の指を組み、目線だけ私に上げた。

「社長が〝九重〟を名乗り、突然社長に就任したことにも、関係ありますか」

　そう――。

　私は彼と再会した三カ月前から疑問を抱き、ずっと聞きたいと思っていた。

　私が知っている社長は、〝柏木〟という名字だった。

　彼は学内一の有名人で、どこに行ってもいろんな噂を耳にした。でも、彼が九重製薬の御曹司だという噂は、一度も聞いたことがない。

　だったら、結婚して婿養子になったのかとも考えたけど、身上書を見る限り、彼は独身だ。

　今までは、学生時代の接点を明かせなかったから、訊たずねられなかった。

　だけど、今なら質問を解禁できる。

　気付くと、私は完全に身を乗り出していた。

　私を見上げる社長が苦笑気味なのを見て、慌てて飛び退く。

「す、すみません。立ち入りすぎでした」

　謝罪しながら、本当に立ち入りすぎた、と反省した。

　日本でも有数の名門一族、九重家ともなれば、一般人には想像もつかない〝お家事情〟があってもおかしくない。

　いくらずっと知りたいことだったからって、センシティブな話題。無遠慮すぎた。

　勢いよく頭を下げかけると。

「嬉うれしいね。平川さん、俺に興味持ってくれてるんだ」

　社長はなんとも魅惑的に、にっこり笑った。

「……は？」

　私は中途半端な体勢で固まってから、ゆっくり背を起こす。

「別に、立ち入りすぎってことはない。君は俺と再会してから今まで、聞きたくて聞きたくてうずうずしてたんだろ？」

　九重社長はそう言いながら指を解き、鷹おう揚ようにチェアに背を預けた。

「いえ……いや、はい」

　改めてまっすぐ視線を向けられて、私は言い淀よどんだ。

「……教えて、くださるんですか」

　恐る恐る問いかけてみると、社長はわずかに口角を上げた。

　早速聞けるのかと、無意識に一歩踏み出し……。

「今日の予定は？」

　突如仕事の顔をして聞かれ、思わず拍子抜けしてしまった。

　そして、ハッと我に返る。

「あ、はい。今日は、ええと……」

　出勤したばかりで、まだパソコンで確認できていない。

　私は急いでバッグから業務用のスマホを取り出し、スケジュールを開いた。

「金曜日、退社以降に、リスケがあったかもしれませんが……」

　先に前置きをして、スケジュールの読み合わせを始めた。

　もしかして、はぐらかされた……？

　焦じらされた気分で、彼をチラチラと窺うかがってしまう。

　そうとも知らず、九重社長は長い足を組み、床についた片足でゆらゆらとチェアを揺らしていたけれど。

「今夜は、九時には切り上げられるな」

　ひとり納得顔で、チェアを軋きしませて立ち上がる。

「え？　あ、でも、最後の予定は午後七時から会長との会食で、多分予定にはない二次会が」

「俺の父親だ。そんなもの、どうとでもできる」

　窓辺に立つと、私を見遣ってきた。

「父親……」

　戸惑って視線を返す私に……。

「まあ、金曜日に言えなかったことも、言っときたいし……。人の耳を気にしなくていい場所でなら、教えてやってもいい」

「っ、え？」

「俺の部屋に来い。十時には帰れる」

「……は？」

　なにを言われたのかわからず、ポカンとして聞き返すと、社長がふいと目を逸らし、腕組みをする。

「嫌なら、俺が君の家に行ってもいいが……」

「ちょっ……ちょっと待ってください」

　私は胸に手を当て、スーハーと深呼吸をした。

「なぜ、社長の部屋に行く必要が。人の耳を避けたいなら、ここでいいじゃないですか。私、お帰りを待ってますから」

　至極当然の意見を呈したつもりなのに、「却下」のひと言で一蹴される。

「ここはあくまでも九重の所有物件だから。家に関わる密談はできない」

「え……」

　聞き返しかけて、言葉をのみ込んだ。

　とっさに盗聴器や隠しカメラといった類のものを探して、社長室を見回す私を、彼がクスッと笑う。

「逆に言えば、俺はここで君に手を出せない……ということ。だから、仕事中は余計な警戒しないで、集中して」

「！」

　思いがけない方向から揶揄され、私はカアッと頬を火ほ照てらせた。

「か、からかわないでください。いくらなんでも、仕事中にそんな妙な気起こさないでしょう？」

　腰を引かせながらも毅き然ぜんと応じる私に、彼は「どうだろう？」とうそぶく。

「～～社長っ!!」

「仕方ないだろ。仕事とはいえ、君みたいな魅惑的な女性とふたりきり。俺は健康な成人男子だからね」

　バチッと爽やかなウインクを返され、私はわなわなと身体を戦慄わななかせて絶句した。

　九重社長は悪びれる様子もなく、楽しそうにくっくっと肩を揺らしながら……。

「まあ、それは置いといて。どうする？　話を聞くかどうかも、どっちで会うかも、君に任せる」

　なんとも巧妙に、私の意に委ねる。

　私は彼から目を逸らし、目まぐるしく脳細胞を働かせた。

　正直、ずっと気になっていたから、教えてくれるというなら聞きたい。

　九重家のお家事情ともなれば絶対複雑だろうし、人に聞かれない場所で、というのも理解できる。でも、ついこの間、あんなことをしてきた人と、ふたりきりになったりしていいの……？

　私は、好奇心と警戒心の狭間で葛藤した。

　迷いに迷って、無意識にゴクッと喉を鳴らす。

　質問を撤回しても、むしろ今より気になって、この先ずっと頭から離れないのは目に見えている。金曜日はお酒が入っていながら抵抗できたんだから、変なことをされそうになっても、逃げ出せる自信はある。

　それならば、あとは場所の問題だ。

　私の家に来られたら、いざという時、逃げ場が確保できない。

　逃げるという選択肢があるのは、もちろん――。

「わかりました。今晩、九重社長の部屋にお邪魔します」

　意を決し、胸を反らした私に、社長は一瞬虚を衝かれたように目を丸くした。

　だけどすぐ、好戦的に口角を上げる。

「フロントに言っておくから、中に入って待ってて」

　腕を解き、机に肘をついて身を乗り出した。

「ルームサービスでもなんでも、自由にしてくれていいよ」

　ジッと上目遣いで見据えられて、私は胸元の服をギュッと握りしめた。




　このふざけた社長も、始業時間を回ると真面目になる。

　午前九時。

「じゃ、会議に行ってくる」

　九重社長は表情をビシッと引き締め、寸分の隙もない超エグゼクティブなビジネスマンの顔になった。

「はい。行ってらっしゃいませ」

　私の返事の途中でサッと上着に袖を通し、社長室から出ていった。

　今日は朝一番で研究開発部との新薬開発会議。その後、経営戦略会議。午前中だけで、四つの会議の予定が詰まっている。

　全部社内だけど、次の会議までは、移動時間とちょっとお手洗いに寄るくらいのインターバルしかない。社長室に戻ってくるのは、正午過ぎだろう。帰室しても、副社長とランチの約束が入っているから、身支度してすぐに出かけるはず。

　そして午後は、夜の会長との会食まで、ずっと外出の予定になっている。外出には私も同行するけれど、社長が社内にいる間は社長室でお留守番だ。ゆっくりデスクワークに勤しめるのは、午前中だけ。できる限り、事務仕事は片付けておきたい。

　秘書の仕事は、社長のスケジュール管理や出張手配、外出同行だけじゃない。

　社内の各部署から電子申請された決裁書の回付手続きに、社内報への寄稿の草案作成、医学や薬学の学会論文の調査など、細々とした仕事も山のようにある。

　私はまず、Ｗｅｂで経済新聞の朝刊を検索した。通勤途中に電車内で確認しておいた記事の見出しを、Ｗｏｒｄに箇条書きで入力していく。

『メガバンク三行、今期第一クォーターにおける増収増益を発表』

『〇〇食品、バイオ健康事業への参画を表明』

『△△商事がイギリスの新興アパレル産業と独占販売契約締結。十代から二十代女性を購買ターゲットに』

　他業界のニュースを知るのも、日本の経済産業界の動向を読むために重要だ。

　記事の詳細は必要ないけど、ひと目で概要がわかるよう、見出しを書き出している。

『天あま城ぎファーマライズが、厚労省へ認知症予防薬の認可申請へ』

　このニュースは、興味深い。遺伝が原因要素のひとつと考えられるアルツハイマー型認知症で、家族歴がある人への投与で効果が期待されるそうだ。

　製薬業界に関するニュースは、記事全文を画像にして、ＵＲＬと一緒に貼りつける。

　こうして毎朝、経済新聞のダイジェスト版を作成する。作業中は、学級新聞係になったような気分だ。

　秘書になって三年目の頃、担当していた役員が、経済新聞を読む暇もないと言っていたのを聞いて、新聞記事の内容を簡単にまとめたものをお渡ししてみたら、非常に役立つと喜んでもらえた。

　自分の勉強にもなり無駄にはならないので、それ以来独自に続けている日課だ。

　九重社長にも、毎日業務チャットで共有している。最初に『ご迷惑でしたらご放念ください』と書き添えておいたら、『丁寧にありがとう』と言ってくれた。時々、移動中の車内でニュースの話題を振ってきたりするから、読んでくれているんだと思う。

　レイアウトを整えて完成したＷｏｒｄファイルを、社長宛のチャットに共有する作業をしていたら、メール受信の通知が入った。すぐに開いてみると、来週会食予定の大学教授の秘書から、リスケのお願いメールだった。

　九重社長が応対する相手は、もちろん、彼と同じくらい地位と名誉のある著名人ばかり。お互い多忙なため、先方当方問わず、こういったリスケはわりと頻繁にある。

　そして、秘書の私は、なにを置いても最優先で対応しなければならない。

　メールの後、先方から確認の電話もかかってきた。すぐに調整して折り返しますと告げて、電話を切る。私は早速、スケジュール調整に取りかかった。

　社内の予定を動かすことができるか確認し、関係者に迅じん速そくに連絡しなければ。

　社内といえど、社長の面メン子ツに関わるため、再リスケは極力回避したい。

　ダブルブッキングは、絶対に許されない。社長の信用問題や、対外的評判に直結するからだ。

　かといって、ただでさえ身体がふたつ欲しいほど多忙な社長の、貴重な時間が空くのも困る。業務時間はできる限り予定を詰めておかないと、休暇がまったく取れなくなってしまう。

　そのせいで九重社長のスケジュールは、分刻みで過密になるけれど、彼はいつも涼しい顔でスマートにこなす。学生時代はプレイボーイだったと知っていても、今、ビジネスマンになった彼は、一応尊敬できる。

　十五分かけて、会食のリスケ対応を終えると、私は椅子に背を預けて天井を仰いだ。

　――多忙な社長の秘書。

　もちろん私も、彼のスケジュールに左右されて、同じように忙しい。

　今でこそ、自分の業務を社長に合わせて、効率よく組み直せるようになったものの、新人の頃は、担当役員の予定が変更になるたびに動転していた。

　そもそも、役員秘書なんて、よくも悪くも目立つ上に責任重大な仕事、私には向いていなかった……。

　お見合い結婚が破談になり、私は大学卒業後に就職することを決めた。

　父が厚生労働省の官僚で、縁談のお相手も薬品メーカーの役員だったから、製薬業界のことはある程度勉強して知識を持っていた。

　志望動機を考える際の企業研究にも役立つし、自然に製薬会社を第一志望に据えた。

　就職活動は大変だったけど、国内最大手の九重製薬から内定をもらえた時は、本当に嬉しかった。

　ところが、入社して秘書室に配属され、秘書室長に父の名を出されて気付いた。

　……父が、裏で口利きしていたのだと。

　この会社は私を認めてくれて、実力で内定を掴んだと思っていたから、ものすごくがっかりした。父の力がなければ就職さえできなかったみたいで、自分が惨みじめだった。

〝新人が配属されることはまずない〟という分不相応な秘書室勤務も、官僚である父の威光の特別待遇のように思えて、プレッシャーを通り越して苦痛だった。

　でも、落ち込んで意気消沈している暇はなかった。

　もう学生の頃とは違う。縁故採用、コネ入社であろうと、社会人としてお給料をもらう以上、責任を持って職務に当たらなければ――。

　製薬業界の現状、将来展望だけじゃなく、世界の経済情勢のニュースも欠かさずチェックした。政治や国際問題にもアンテナを張り巡めぐらせ、仕事に役立つと判断すれば、どんな情報でも貪欲に吸収した。秘書としての知識やマナー、振る舞いは、社内の先輩や相手先の秘書からも盗んで身につけた。

　身の回りのあらゆるものから学ぶうちに、服装や見た目を整える必要性を痛感するようになった。大会社の役員秘書ともなれば、日本でも名だたるＶＩＰと接する機会が多い。役員本人がどんなに立派でも、そばに控える私が陰気でもっさりしていては、その役員だけじゃなく、会社の評価にまで影響するためだ。

　もともと太りやすい体質なのもあり、学生時代に〝マイナス十キロ〟の目標を達成した後も、無理のない範囲でダイエットを続けていてよかったと思った。食事に気を遣っていれば、あの頃から二十キロ減った体重をキープするだけじゃなく、健康管理もできるので一石二鳥。

　やがて、先輩たちを見習って、雰囲気を華やかにする努力も始めた。

　余暇にメイクの講習会に行ったり、スキンケアやヘアケアも怠らず、常に人目を、鏡を気にするようになって三年も経つと、誰も私に父の話をしなくなった。

　そして、仕事のために必要に駆られてした自分磨きは、プライベートにも劇的な効果をもたらした。何人もの男性から食事に誘われるようになって、入社四年目の頃、営業部の男性から、人生で初めて交際を申し込まれたのだ。

　誘ってもらえる、好きだと言ってもらえる喜びは、確かにあった。〝恋のときめき〟のようなものを掠めることもできたけど、それが嬉しかったのは最初の頃だけ。

　――やっぱり、女は見た目がものを言う。

　大学時代、九重社長に思い知らされたシビアな現実に、私はここでもまた直面したのだ。

　食事に誘われて応じてみても、私の外側しか見ていない男性に、がっかりした。

　奮発してくれた豪華なディナーの途中、男性の話に耳だけ傾け、私はいつも別のことを考えていた。

　例えば、今この場に魔法使いが現れて、私の時間だけを巻き戻したら――。

　一緒に食事をしている私が、一瞬にして、大学生の頃の太っちょで冴えない私に早変わりしたら、この人はどんな顔をするだろう？

　そんな魔法が起きるはずもないけれど、答えはわかりきっている。

　だって、私を誘う男性はみんな、『平川さん、女優にもなれそう。秘書にしとくのもったいないなあ』とか、『完璧な秘書の上に美人だなんて、神様の申し子みたいだ』……などと、私の見た目ばかりを褒めちぎっていたから。

　高嶺の華――九重社長は私をそう言ったけど、そんな自分になりたくてなったわけじゃない。

　私。

　私は――。

　本当の恋のときめきなんて、きっと一生知ることができない。

　綺麗だと言ってもらえるようになった私は、自分に好意を抱いて近付いてくる男性に、端から興味関心を持てなくなってしまったのだから。










夢も希望もない求婚




　その夜、午後六時四十五分に九重社長を会食に送り出した後、私は残務を片付けて、七時半過ぎに退社した。

　この後、九重社長が住処にしているホテルに行かなければならない。

　彼が帰ってくるのは午後十時頃。一度帰宅して出直す時間は十分あるけど、遅い時間に男性の部屋に行くという、決して褒められない行動に、多分私の覚悟は萎なえてしまう。

　今夜行かなかったら、もう話してはくれないんじゃなかろうか――。

　そんな妙な切迫観念に駆られ、時間になるまで街で過ごす決意をした。

　だけど、東京ど真ん中のオフィス街は、夜になっても、昼間灼しゃく熱ねつの太陽に焼かれたアスファルトから、モワッとした熱気が立ち昇る。人混みとサウナの中を歩いてるみたいな不快感に音を上げ、私はホテルに向かうことにした。

　ロビーやカフェで本を読みながら、社長の帰りを待つつもりだった。

　ところが、超高級ホテルの前まで来て、ハッと思い至った。

　九重社長が、どの出入口を使うかわからない。

　時間を潰す場所を決めてメールをするという手も考えたけれど、彼は社長という職業柄、自分でメールチェックをすることはほとんどない。それは、秘書である私の仕事だからだ。

　会食が終わる頃を見計らって電話をするにも、今夜の相手は会長――つまり社長の父親。終了時刻が読めない相手、ナンバーワンだ。

　読みが外れて、途中で電話を取らせてしまっては、失礼に当たる。

　かといって、もう夜も遅い。ここで社長とすれ違ったら、かえって時間を食ってしまう。用件を済ませたら即退散するためにも、私が彼の帰りを待ち構えているのが一番――。

　私は散々葛藤した挙句、社長の部屋で待つ覚悟を決めた。

　九重社長は、どうやら本当にフロントに話を通しておいてくれたようだ。

　フロントで社長の名前を告げて自分も名乗ると、私は事情の説明も必要なく、彼の住まいであるエグゼクティブスイートルームのカードキーを手にすることができた。

　金曜日は、最上階のラウンジから下りる形で足を踏み入れたフロアに、今日はメインロビーから高層階用エレベーターで一気に上る。

　まだ記憶に新しい広い通路を進み、一番奥の部屋の前で立ち止まった。

　ルームナンバーを確認して、無意識にゴクッと唾を飲む。

　意を決してカードキーを挿し、ドアを開けた。

　普通のマンション並みに長い廊下を進むと、贅沢なリビングルームが視界いっぱいに広がった。

　ここで生活しているとはいえ、九重社長はあくまでも宿泊客。ルームクリーニングは毎日入るだろうし、当然ながら清潔だ。

　ソファカバーに乱れはないし、サイドボードの上のグラスやカトラリーもピカピカ。

　こんなゴージャスな住処、お目にかかる機会はそうそうない。

　私はついつい奥へと進んでしまい、半開きのドアの前でハッと我に返った。

　この先は、ベッドルームだ。ドア口からも、ど真ん中にデンと鎮座しているキングサイズのベッドが見える。視覚が記憶をくすぐり、金曜日の夜、自分がここでなにをされたか、嫌でも思い出してしまった。

　ほとんど飛び退くようにドアから離れ、急いでソファの位置まで逃げる。

　心臓が、ドッドッと激しい拍動を繰り返していた。

　今でもリアルに蘇る唇の感触のせいで、顔が茹るように熱い。

　とにかく、今夜は、金曜日のようなことは絶対にあってはならない。

　急速に怯む自分を自覚して、心の中で『逃げ場逃げ場』と呪文のように念じる。

　この部屋でどこが一番安全か探して、ぐるっと室内を見回し――。




　午後十時。宣言通りの時間に、部屋の主が帰ってきた。

「……おい、平川さん。君、なにやってんだ？」

　九重社長はギョッと目を剥き、開いたドアスレスレのところに、クッションを敷いて正座する私を見下ろす。

「お帰りなさい。会食お疲れ様でした」

　指を揃そろえて……まではしないけど、私は軽く頭を下げて労った。

　社長は、「ああ、どうも」とだけ言って、玄関先で立ち尽くす。

「あ。私が邪魔で中に入れませんね。今退きますから」

　一度立ち上がって、通路を開けようとする私に、

「いやいやいや。なんで、玄関で待ってる。自由にしてくれって言ったろ？　飯食いながら、ソファで寛いでくれてよかったのに」

　呆れ果てた様子でツッコミを入れる。

　私は、一瞬中途半端な体勢で固まったものの……。

「どうぞ。中へ」

　当惑気味に室内に入ってくる彼に構わず、その場に正座し直した。

「だから。俺の話聞いてる？」

　九重社長はリビングルームを背にして、私に向き直って訊ねてくる。

　ゆっくり顔を上げると、腕組みをして見下ろす彼と、真っ向から目が合った。

「話が聞きたいと言ったのは君だ。平川さん」

「はい。だから、話を聞かせてもらったらすぐに帰れるよう、私はここで」

「はーん……中に入ったらなにをされるかと、警戒してるわけだ」

「っ」

　思考回路をあっさり読まれ、私はグッと詰まった。

「……考えるまでもなく、こんな時間に男性の部屋を訪ねること自体、軽はずみでした」

　ここまで来て怯んでしまったのがバレバレで悔しくて、言い訳がましく言ってそっぽを向く。

「私はここで、話を聞かせてもらいます。社長はどうぞリビングへ」

「リビングから、大声で話せって言うのか？　無理に決まってるだろ」

　社長は痺れを切らした様子で言い捨て、私の腕を掴んだ。

「きゃあっ!?　な、なにするんですかっ」

　強引に引っ張り上げられて、素っ頓狂な声を出す私に、

「このホテル、それなりの防音設備は整ってるんだけど。玄関に向かって大声で喋しゃべれば、外に声が漏れる。わざわざここに呼んだ意味、考えてほしいね」

　刺とげ々とげしい口調で言って、グッと背を屈めて睨ねめつけた。

　深く澄んだ黒い瞳から漲みなぎる壮絶な目力に、不覚にも心臓が跳ね上がる。

「早く中に来い」

　九重社長は払うように私の腕を放すと、スタスタと奥に歩いていってしまった。

「っ……」

　掴まれた腕を、もう片方の手で押さえつける。

　逃げ場としては最適だった玄関先。でも、社長の言うことはもっともで――。

　私は渋々、彼の後に続いた。

「平川さん。飯どうした？」

　社長はソファの前に立って、そこに上着を放り投げると、ネクタイを緩めながら私に声をかけてくる。

　私は玄関先からは動いたものの、リビングルームのドア口でピタリと足を止めた。

「お気遣いなく。社長、時間も時間ですし、できれば早速お話を……」

　話をするという距離じゃないのを自覚していながら、勢い込んで促す。

「とにかくこっちおいで。そんなに遠いと、結局声を張らなきゃならない」

　九重社長は、私の言葉の途中でソファにドスッと座り、大きく足を組み上げて、おいでおいでと手招きする。

　私はやっぱり躊ちゅう躇ちょしたけれど……。

「……失礼します」

　溜め息をついて観念した。

　彼の対面のソファに移動すると、ものすごく浅く腰かけた。無駄に隅っこに身を寄せ、肩に力を込める。

　九重社長は、あからさまに警戒する私に、目尻を下げて苦笑した。

「警戒も度が過ぎると、一周回って、なにかされるのを期待してるように見えるな」

「！」

「はいはい、怒らない怒らない。で、なんだっけ。――ああ、俺がどうして九重製薬の社長に就任したか。それだったな」

　いつもと変わらない、のらりくらりとした口ぶりで、悠然と足を組み替える。

　私も、一瞬の憤慨をなんとか抑え、無意識に緊張して答えを待った。

　そして。

「理由はひとつ。俺が九重の御曹司だから」

　想像以上にさらりと言われて、思わず目が点になった。

「……といっても、俺は妾しょう腹ふくでね。父……会長が、住み込みの使用人だった母に手を出して、生まれた子供だ」

「っ……！」

「母は幼い頃に亡くなって、俺は父に引き取られた。でも大学生の頃までは九重を名乗らせてもらえず、母方の柏木姓で過ごしていた。君にはその印象の方が強いか」

　日本でも有数の名門一族、九重家。お家事情がありそうだと思っていたから、ある意味想像通り。でも、さすがにデリケートすぎて、私は返す言葉に窮した。

「本家本元には、腹違いの兄がいる。自分で言うのもなんだけど、能力や資質といった点で、俺が兄に劣るとは思っていない」

　どこか他ひ人と事ごとみたいな、飄々とした語り口調だけど、その表情は冷たく厳しい。

　鋭い瞳は、商機を左右する大事な商談で勝負に出る際に見せたのと同じ……獲物を追い込み、仕留める獣の目だ。

　私は、いやがおうでもゾクリとした。

「一族のヤツらに庶子の俺を認めさせるには、人の上に立つに相応しい能力と、九重のグループ会社全社を牽けん引いんできる力量を示す必要があった。それに時間がかかってね。九重を名乗るのを許されたのは、社会人になった時。三十越えて、ようやく社長の座を射止めることができた」

　憚らない野心からは、今の華やかな姿からは想像もできない、泥臭いくらいの執念が感じられる。私は、ほとんどのめり込むような体勢になっていた。

「納得？」

　小首を傾げて問われ、ハッと我に返って背を起こす。

「あ。はい。……ありがとうございました」

　わりと短時間で、私が知りたいと思っていたことは聞けた。

　でも、どうやって、人の上に立つに相応しい能力と、九重グループを牽引するだけの力量を一族に示したのか、新たな好奇心も湧いてくる。

　私と同じように、長い時間をかけて〝今〟を得た人ならば、なおさら。

　もっと、もっと。

　もっと聞きたい……。

　そんな思いが、無自覚のうちに滲み出てしまったのか。

　九重社長は、クスッと笑った。

「仕事以外の場で話すと、平川さんは考えてることが結構わかりやすいな」

「え？」

「もっと聞きたい、だろ？　俺がどうやってのし上がったのか」

　悪戯っぽい目をしてズバリ言い当てられ、私は口ごもった。

　彼は、私のそんな反応にも満足だったようだ。軽く左腕を持ち上げ、その手首にはめられた、超高級海外ブランドの腕時計に目を落とすと。

「十時十分か。帰りはタクシーで送るから、もう少し話そうか」

「え、そんな。ひとりで帰れます」

　つられて自分の腕時計で時間を確認しながら、私は慌てて辞退した。

「でも、まだ聞きたいんだろ？　君みたいな若くて綺麗なお嬢さんを、こんな時間にひとりで放り出したりしたら、男の沽こ券けんに関わる」

　私とふたつしか違わないのに、九重社長は、いやらしいおじさんみたいな言い方をして、バチッとウィンクをする。

　安定のチャラさに半分げんなりしたけれど、このやり取りを続ける時間ももったいない。諦めて背筋を伸ばし、改めて聞く姿勢を示すと、彼の方もわずかに背を屈めて前傾姿勢になった。

「出自を理由にした文句や言いがかりを、根っこから封じ込められるだけの資質を身につけ、九重の絶対的トップになる。俺は幼い頃からその一点に目標を定め、これでも努力し続けてきた。時には自分を殺してでも」

　九重社長はそう前置いて、その資質とやらを指折り数え上げた。

　九重一族を率いるための、ずば抜けた統率力。人の心を掴んで離さない類い稀まれな求心力を身につけるために、学校行事などは進んでリーダーを務めた。

　中学高校で帝王学に関する書を読み漁あさり、大学生になると長期休暇を利用して、アメリカ、中国、ドイツなどの経済大国で、海外インターンシップ制度に参加した。優良企業から時にはブラックまで、様々な企業を内側から知ることで、経営者としての冷静な判断力や危機管理能力を培った。

　就職して、多くの部署で研修に励んだ。企業活動の最前線で活動する平社員目線に立ち、最新の産業動向を見通すことができたと言う。この経験が、彼の先見の明に直結している。

「もちろん、美しい人徳ばかりじゃ、九重製薬のトップにはなれない。業績や企業利益を追求するには、商談で相手を黙らせる強引さ、駆け引きを仕掛ける狡こう猾かつさと腹黒さ、時代の先をゆく冒険心も大事だ。でも、使いどころを誤ると、ただのワンマンになってしまうから、匙さじ加減が難しいね」

　そうすることで手にした、幅広い人脈。確固たる信頼。圧倒的なカリスマ性を備えた、今の九重社長が在る――。

　言葉で並べ立てるのは簡単だけど、それらすべてのものを身につけるのが、どれほど大変なことか。

　そういう努力なら、私も知っている。

　でも、私と同じ……と言っては、厚かましいと思った。

　社長は、大方自分で言う通りの人だ。人の話を聞くのが上手で、それでいて自分の話に引き込む話術と知略に長たけている。そのため、会議でも商談でも、彼が入ると何事もスムーズに進む。それがまた、社長への信頼と求心力を高める――社内外での社長への評価が相乗効果を生み、彼が就任して以来、我が社の業績はうなぎ上りなのだ。

　彼の言動で、会社の財政基盤が潤う。企業トップとして申し分ない経営能力だ。

「……どう？　知りたい欲求は満たされた？」

　言葉を挟む術もなく、彼の話に聞き入っていた私は、優雅に微笑んで問われて我に返った。

「は、はい。まあ、一応は……」

「一応？」

　無意識の言葉選びの揚げ足を取られ、私はなんとなく目を彷徨さまよわせた。

　知りたかった以上のことを、聞くことができた。

　それでもまだ、引っかかる理由……。

　小さくこくんと喉を鳴らし、

「今の社長に、私はどう関係するんですか？」

　思い切って質問すると、九重社長がピクリと眉尻を上げた。

「学生時代……社長の周りにはたくさんの人が集まった。みんな、惹ひきつけられた。それは社長が魅力的だから。確かに、求心力だと思います」

　私が言い回しを考えながらたどたどしく話す途中で、ふっと目を細める。

「君に褒めてもらえると、素直に嬉しいね」

「遠くから見ても、あなたはいつもキラキラと眩まぶしくて……」

「だから、俺に抱いてくれなんて言った。……ああ、違う。俺が、女なら誰にでも手を出す男だから、だっけ？」

　……そう言えば、あの時私が彼に頼んだ理由を知りたがったくせに、私の答えに目を瞠みはって絶句していたっけ。

　わりと根に持っているのか、随分と意地悪に付け加える。

　私は、グッと詰まったものの。

「そんなキラキラな人にあんなことを頼むなんて、私は身のほど知らずでした。もとから噛み合うはずのない歯車を、無駄に狂わせただけ。だからあの時、なにもなくてよかったんです。社長も、そうしなかったから今の俺が在るって言いましたよね？」

　気を取り直して先を続けると、九重社長はしげしげと顎を撫で、なにか逡巡する素振りを見せた。

　そして――。

「そうだよ。あの時君が俺に抱かれて満足して、すんなり見合い結婚をしてしまっていたら、俺は今ここにいない」

「は？　満足……？」

　言われたことがよくわからず、聞き返した。

「俺に抱かれたいって願いが叶えば満足で、思い残すこともなかったんだろう？」

　確かに、あの時私は、〝結婚前に一度でいいから〟というつもりで、彼に捨て身でぶつかった。その後運よく破談になって、こうして自由に働いている今、一度でも願いが叶えば満足したかどうか、肯定も否定もできない。

　私の返事を待つ社長の視線も、どこか熱っぽく感じられて、落ち着かない。

　結局、私が今の彼にどう関係するのかは、有耶無耶なままだけど……。

「あ、あの」

　私はソワソワと腰を上げ、バッグを手に取った。

「お話は十分聞けたので……。ありがとうございました。これで失礼いたします」

　一方的に頭を下げ、彼の反応を待たずに踵きびすを返すと。

「平川さん。どうして急に破談になったか、知ってるか？」

「え？」

　後ろ手を取られて、弾かれたように振り返った。

　社長も立ち上がっていたから、必然的に顎が仰け反る。

「見合い結婚が白紙になった理由。君は聞いてる？」

　言葉を変えて問われ、ゴクッと唾を飲んだ。

　黙り込んだのが答えだと思ったのか、九重社長は私の頭上で呆れたような溜め息をついた。

「自分のことなのに、無頓着だな、君は。……それじゃ、ここからは、俺の話を聞いてもらおうか」

「は……ひゃっ!?」

　私の手を引いて、ドスンとソファに腰を下ろす。

　おかげで私も引きずられ、彼の隣に座ってしまった。さっきまでは対面で、ちゃんと距離を保てていたのに、今は肩が触れ合うほどの至近距離。

「っ！」

　油断を自覚して、思わず息を止めた。

　そして。

「若わか葉ば薬品工業、執行役員部長大おお浦うら淳じゅん二じ」

　九重社長がさらりと口にした名にギクッとして、全身が強張る。

「君の婚約者だった男性で、間違いないね？」

　改めて警戒心を研ぎ澄ませる間もなく、私は大きく目を瞠った。

　社長は、私の反応に満足げに目を細める。

「どうして知ってるのか……って？　俺は庶子だが、紛れもなく九重一族だ。厚生労働省の官僚と親交が深い製薬会社の幹部を探すくらい、朝飯前だ」

　理路整然とした説明には、疑問を挟む余地もない。

「だったら……ご存じなんじゃ？」

　やや目線を外しながら、質問で返す。

「最初は、大浦さんからの申し出だと聞かされました。やっぱり彼も、二十五歳も年の離れた野暮ったい女子学生を妻に迎えることに、乗り気じゃなかったんだと……」

　私は、意識的に淡々と話すことで、心の動揺を隠そうとした。

　九重社長は、私の返事を聞いて、薄笑いを浮かべる。

「〝最初は〟。今はそうじゃないと、薄々でも感じ取ってる？」

　そう問われて、私は彼に視線を戻した。

　私がどんな解釈に落ち着いたか探る鋭い瞳の前で、一瞬、答えを探して……。

「私が大学四年生になる少し前に、若葉薬品工業の経営不振説が取り沙ざ汰たされました。多分、そのせいなんじゃないかと……」

　うんうんと相槌を打ち、しげしげと顎を撫でる社長に、胸騒ぎがする。

「あの……もしかして、なにかご存じなんですか」

　無意識に胸に手を当てて訊ねる私に、彼は「いや」と顎から手を離した。

「理由がどうであれ結果は同じだ。これで君は、堂々と俺のものになれるんだから」

「は？」

　声のトーンを変えて高らかに言われて、私は狐きつねにつままれたような気分になった。

「これで、やっと本題に入れる。金曜日に逃げられなければ、こんなに待たずに言えたのにな」

　当惑顔の私に、九重社長は胡散くさいほど優雅ににっこりと微笑む。

「俺は、君が好きだ」

「……え？」

　聞こえなかったから聞き返したんじゃない。

　あまりにもさらっと言われたせいで、瞬時に意味が理解できなかったからだ。

　だけど、社長は聞こえなかったと思ったようで。

「君が好きだと言った。君の父親も、俺のところになら、安心して嫁に出せると思うけど？」

　律りち儀ぎに繰り返した上に、〝好き〟から三段跳びで、〝嫁〟なんて言葉を口走った。

　私は、彼ののらりくらりとしたいつもの調子にペースを狂わされ、本気でポカンとしてしまった。

「異論はないか。だったら早速、結婚前提で付き合お……」

「お断りします」

　勝手に話を進められる危機感に、動物的な防衛本能が働き、正気を取り戻した。

「……は？」

　今度は社長の方が呆あっ気けに取られた様子で、目を丸くする。

　その隙をついて、私はソファから立ち上がった。

「あ、もう十時半。お話は済んだので、私、お暇しますね」

　わざとキビキビと一礼して、姿勢を正して踵を返す。

「あ、おい……」

　私を呼び止める声は右から左に聞き流し、超高級エグゼクティブスイートルームから出て――。

「～～っ！」

　エレベーターホールに向かって、一目散に走り出した。




　昨日、最後の予定が会食だったから、九重社長の体調を考慮して、今日のスケジュールはちょっぴり遅く、午前九時半から入れてある。

　とはいえ、私までのんびり出社というわけにはいかない。

　いつもより気持ちゆっくり……始業時間二十分前に、オフィスビルに着いた。

　社長の出社は、多分九時過ぎだろう。それまでに、昨夜退社後に入ったメールや電話を確認しなければ。万が一、今日の予定にリスケがあったりしたら、最優先で対処しなければならない。

　私はまっすぐ社長室に向かい、社長の立派な執務机の袖に置かれた自席に着いた。

　秘書室にもデスクがあるけど、そこを使うのは社長が海外出張などで長期不在の時だけだ。何人かの役員を兼任していた頃は、常に秘書室で仕事をしていたけれど、今は社長専任なので、こちらの席にいる方が圧倒的に多い。

　早速パソコンの電源を入れて、荷物を片付ける。

　ちょうどパソコンが起動したタイミングで、ドアが開いた。

　私はなにげなくドアの方を向いて……。

「っ」

「……おはよう」

　もっとゆっくりの出社だと思っていたから、そこに九重社長の姿を見つけてギョッとした。

　どうしたことか、残念なほどヨレヨレ……。

　いつもすっきりセットされている前髪は、額に無造作に下ろされていて、ところどころ跳ねている。しかもノータイで、シャツの第二ボタンまで開けたまま。

　普段のスマートさがまったくない。

「お、おはようございます。九重社長、その格好、いったいどうされ……」

「昨夜眠れなくて、寝坊した。ネクタイは持ってるから、安心して」

　反射的に腰を浮かせた私を、社長が抑揚のない声で遮る。

「寝坊って。今日最初の予定は九時半ですから、出社もゆっくりで大丈夫と、昨日お伝えしました。ちゃんと身支度してからいらしてくれれば……」

「始業前に、君と話がしたかったんだよ、平川さん」

　社長はツカツカと近付いてくると、私のデスクの前で足を止めた。

　そして、デスクに勢いよく手をつく。

　バンッと、わりと大きな音がして、私はビクッと身を竦ませた。

　社長は構うことなく、やや背を屈めて、私を斜めの角度で睨めつける。

「俺の不眠の原因。自分にあるとは思わないのか？」

「え……」

「え……じゃない。っつーか、即答ってなんだよ」

　不機嫌の的にされて、私は思わず背を反らした。

「君……血も涙もないのか。真剣に『好きだ』と言った男に、理由も言わずに『お断りします』はないだろうが」

「あー……」

　彼がなにに憤慨しているのか合点して、私はきまり悪く目を彷徨わせた。

「つまり……お断りの理由が聞きたい、と」

　たどたどしく訊ねると、九重社長は机から手を離して背を起こした。

「当然の要求だろ」

　そう言って、前髪を乱暴に掻き上げる。

「社内の男どもから引く手数多だって言うから、誘いには慣れてるもんだと思って俺もそのつもりで仕掛けたけど、出方を間違えたことは自覚している。軽い男と思われたなら、弁解したい。俺は学生時代も今も、誰彼構わず、女に手出しまくったりしてないぞ」

　それは昨夜の話を聞いて、私もなんとなく察していた。

　多分彼は、人脈作りが目的で交友関係を広めていただけ。〝来る者拒まず去る者追わず〟という噂は、女性関係まで邪推して誇張されたに過ぎないのだろう。

「他に女はいない。君だけだ。それ以外に理由があるなら言ってくれ。直すから」

　仕事中と同じ真剣な光を湛えた瞳で、見たことがないくらい懸命に、私に乞こう。

　私はパチパチと瞬きをしてから、ごくんと唾を飲んだ。

「必死……ですね」

「茶化してるのか」

「いえ、すみません。そういうわけじゃ」

「本気で君が好きなんだ。無我夢中で必死になって当たり前だろ」

「本気、ですか……」

　彼の言葉を反芻して、私は肩を落とした。

　小さな吐息を漏らす私に、九重社長が怪訝そうに眉根を寄せる。

「……平川さん？」

「社長の本気、わかりました。でも、ごめんなさい」

　私は、彼の顔をまっすぐ見られないまま、腰を直角に折って頭を下げた。

「え……」

　戸惑いに揺れる社長の声を聞きながら、ゆっくり背を起こし……。

「私、ダメなんです。私のことを好きだって言う男の人じゃ」

「……は？」

「そういう男性を、信じられないんです。私に興味関心を向けない男性じゃないと」

　早口で捲し立て、言葉を切った。社長は絶句していて、社長室に気まずい沈黙が漂う。それが、どのくらいの間だったか。

「悪い。よくわからない」

　社長は激しく混乱した様子で、グシャグシャと髪を掻き回す。

　そして、左手首の腕時計に目を落とし……。

「始業時間まで、あと十分あるな。じっくり聞かせてもらおうか」

　そう言って執務机を回り込み、苛いら立だちを隠しもせずに、ドスッとチェアに腰を下ろした。自分を落ち着かせようとしているのか、やけに悠然と足を組み上げる様を横目に、私も脱力気味にストンと椅子に腰を戻す。

「ええと……うまく説明できなかったら、すみません」

　私は自分の膝に目を落とし、重い口を開いた。

　痩せることを決意した大学時代から、九重製薬入社後、そして現在に至るまでの、私の変身の経緯を語る。

　終始黙って私の話を聞いていた社長の顔は、だんだんと難しくなっていき……。

「つまり……仕事のための自分磨きの相乗効果で、君は高嶺の華と崇められ、男から誘われるようになった。だけど、嬉しかったのは最初だけ。見た目だけで寄ってくる男に、むしろ不信感を抱くようになってしまった……と」

　恥ずかしいところをぼかしたり、回りくどい言い回しをしたおかげで、私の説明はかなり支離滅裂だったはず。なのに、九重社長は完璧に要約してくれた。

　私も何度も頷いて、肯定してみせる。

「食事に行くと、皆さん開口一番で、『平川さんって綺麗だよね』って言うんです」

「同じ男として言わせてもらうと、それは会話の切り口として、相手を喜ばせて緊張を解いてもらおうと……」

「見た目を褒められたら、喜ぶんですか？　私は、いつもぼんやり考えてしまいます。今魔法が解けて、私が大学生の頃の姿に戻ったら、この人はどうするかしら？って」

「魔法って……」

　社長は、私を茶化す余裕もないらしい。苦い顔をして、しきりに頭を掻いている。

「私はもともと太りやすい体質なので、油断すればすぐもとの体型に戻ります。そうじゃなくても、二十年もしたら中年太りが始まるでしょう」

「夢も希望もないこと言うなよ」

「それが、私の現実です。今、私に寄ってくる男性と結婚しても、相手は将来、リアルに夢を打ち砕かれます」

「…………」

　最後は、返す言葉も見つからなくなったのか、唇を結んで黙り込んでしまった。

　顎を撫で、床についた足を軸にゆらゆらとチェアを揺らし、私をどう説得しようかと考えているようだ。

　私は、彼から視線を外した。膝の上でギュッと握った手を見つめ、唇を噛む。

「……夢を打ち砕かれるなんて、なんで決めつけるかなあ……」

　九重社長がポツリと呟くのを耳で拾って、恐る恐る彼の方に顔を向けた。

　同じタイミングでこちらに視線を動かした彼と、目が合う。

「いいかい？　平川さん。大学生の頃の君も、今とは違う可愛らしさがあったと、俺は思う」

　想定外の言葉を畳みかけられ、私は虚を衝かれて声をのんだ。

　一瞬、確かにドキッと弾んでしまった鼓動に慌てて、プイと顔を背ける。

「な、なにを言ってるんですか。第一、あの時社長自身が、ホテルまで行ってその気にならなかったじゃないですか」

　私の返しに、社長は「あー……」と呟き、前髪を掻き上げてくしゃっと握りしめた。

「そう思われてたか……ぶっちゃけて言うと、俺、君とキスして胸触っただけで勃たってたんだけど。今さら証明できないしな……」

「た……？　……！」

　彼の言葉を反芻しかけて、私はボッと顔を赤らめた。

「な、なんてこと仰おっしゃるんですかっ」

　焦りを隠して憤慨する私に、社長は構う様子もない。執務机に頬杖をついて、ジッと見据えてくる。

「それに、二十年経って中年太りするのは、君だけじゃない。例えば、普段から贅沢な生活をしてる俺も同じだ」

　好戦的に口角を上げて言われて、私は思わず瞬きを繰り返した。

「しゃ、社長こそ。夢も希望もないです」

　気を取り直し、なぜかムキになって応戦すると、彼は目尻を下げてクスッと笑った。

「とにかく、あの時の興奮を証明できない以上、二十年後の俺が夢を砕かれたりしないことを証明する他ないってことか」

　思案顔で呟き、「ふむ」と頷く。

　そして。

「わかった。じゃあ、こうしよう」

　九重社長はなにか考えついたのか、足を解き、チェアを軋ませて立ち上がった。悠然と執務机を回り込んで、こちらに歩いてくる。

　彼の姿を目で追ううちに、私は椅子を回転させていた。私の横に立った彼を見上げて、喉が仰け反る。

　執務机の後ろの窓から注ぐ陽射しを背にした社長は、輪郭が金色に光って見えた。

　今も昔も変わらない、神々しいほどの美しさに、私の喉がこくっと動く。

「二十年経つか、君の中年太りが始まって今の美貌が衰えた時、俺は正式にプロポーズする」

　キラキラ輝く社長に、少なからず目を奪われていた私は、彼がなにを言い出したか理解できない。

「は？」

　ポカンとして、素で聞き返す私に、九重社長はにっこりと笑った。

「二十年後、どんな君になっても、今と同じ愛を誓う。だから、俺のものになってくれないか」

　そう続けて、スラックスのポケットに片手を突っ込む。

　小首を傾げるその様はどこか緩いのに、私を映す瞳は真剣だ。

「え、っと」

　彼の真意を測りかねて、私は当惑を隠せなかった。口から出た声は、喉につっかえてしまう。

「すみません。やっぱり仰る意味が……」

「今、俺がどんなに本気で君を好きだと言っても、受け止めてもらえないどころか、信じてももらえないのは理解した。だけど、それじゃ俺も諦めがつかない」

　九重社長は私を軽く遮ると、大きく背を屈めた。

　私が座る椅子の肘掛けに両手を置き、グッと顔を覗き込んでくる。

　私はとっさに顎を引いて、シートに深く背を預けた。

「今は、好きだとか愛してるとか、言葉で口説くのはやめる。でも、二十年の間に他の男のものになられたり、逃げられたりしたらたまらない。だから物理的に、今俺のものにしておきたい」

　まさに『逃げるな』と言うように、彼が無理矢理目線を合わせてくる。

　圧倒的な力を湛えた深く澄んだ黒い瞳に射貫かれ、目を逸らしたいのにそれすらできない。

「いいだろ？　君は恋をする気もないようだし」

「っ、恋をする気がないわけでは」

「自分に興味を持たない男じゃないとダメなら、君の恋は端から成就しない。同じことだろ」

　なんとか言葉を挟んだものの、さらりと揚げ足を取って返される。

「男に誘われるのも、最初は嬉しかったと言ったか。ときめきみたいなもの、知りたい気持ちは今もあるようだから、俺が教えてやるよ。二十年かけて」

「しょ、正気ですか!?」

　なんとも気長な提案に、私はギョッとして声をあげた。

「正気、正気」

「社長は九重家の後継者になるんでしょう？　家督を継ぐなら、家庭を築く必要があるんじゃ？」

「ああ。二十年後に、君と築くよ」

「こ、子供っ……社長の跡を継ぐ子が必要でしょう？　万が一、二十年後に結婚したとしても、その頃私は、子供を産める年じゃないですよ！」

　それには社長も、『うーん』と難色を示すかと思ったのに。

「構わない。俺が欲しいのは、子供でも、俺が死んだ後の九重家でもなく、君といる一生だから」

　柔らかく目尻を下げて、とんでもない口説き文句を、呼吸するみたいにさらりと口にする。

「っ」

　不覚にも、私の胸がドキンと跳ね上がった。同時に、頬がカッと染まる。

　九重社長は、私をジッと見つめてから、ふっと口角を上げて肘掛けから手を離した。

　ゆっくり背を起こす彼から目が離せず、私はシートに背を滑らせた。

　椅子からずり落ちそうになり、反射的に肘掛けに掴まった。

「ど。どうして、そんなことが言えるんですか……」

　呆然と質問を繰り出すと、社長は視線を下ろしてくる。

「私にこだわったって、社長にはなんのメリットもないじゃないですか」

「君が俺のものになる。それが俺のメリット」

　九重社長は悪びれずに即答して、眉尻を下げた。

　会話が際どくなっていくのに気付き、私はハッとして社長室を見回した。

　天井や四隅を気にする私に、社長が「ああ」と心得顔で腕組みをする。

「隠しカメラも盗聴器もないから、安心して」

「……え!?　だって、昨日……」

「君を誘い出すための方便だよ。本気で信じてたのか」

　悪戯っぽく瞳を動かす彼に、私は呆気に取られたけれど、気を取り直して椅子から立ち上がった。

「しゃ、社長っ！」

　九重社長は腕組みを解くと、うっすらと口元に笑みを浮かべて、私の額をコツンと小突いた。思わず、両手で額を押さえる私に……。

「今度は、引かない」

　どこか自じ嘲ちょう気味に笑みを引っ込め、瞳に真剣な色を宿す。

「振られる理由は、俺にはない。振った君自身の中にある。それさえわかれば、俺は君を欲しい気持ちを諦めたりしない」

　朝のこの短い時間だけで、私はどれほどたくさんの彼の表情を見せつけられただろう。そのどれも間違いなく魅惑的で、言うことはすべて私を困らせるばかりなのに、ドキドキと鼓動が加速するのを抑えられない。

「平川さん。これから二十年間、俺の一方的な片想いに付き合ってくれないか？」

　何度言葉を変えられても、『君が欲しい』と聞こえる。

　そんな長い片想い、社長が辛いだけだ。応じたら、彼を傷つける。それがわかっているから、私は頷けない。

　なのに、昨夜のようにはっきり『お断りします』とも言えず、喉まで出かかった声をのみ込んだ。

　動揺して、困惑して、心臓ばかりがやたらと騒ぎ立てている。

　九重社長は、私の決断を待ってか、無言でジッと見下ろしていたけれど……。

「……返事、考えておいて。もう始業時間だ」

　唐突に話題を引き取られて、私は弾かれたように顔を上げた。すぐに我に返って、パソコンのデジタル時計に目を落とす。

　仰る通り、あっという間に十分が経過していて、9：01と表示されていた。

「今日のスケジュール、読み合わせようか」

　社長はサッと仕事の顔に戻って、執務机に歩いていく。

「は、はい」

　私も返事はしたものの、彼のように瞬時に思考回路を変換できない。

「こ、この後九時半から、社内で営業統括会議です。十一時に日本医薬品連盟の理事長が来社されます。面談の報告を兼ねて、開発、営業、広報、それぞれを統括する執行役員と、ランチミーティングの予定で……」

　いつものように、キビキビとはいかない。

　自分でもわかるくらいしどろもどろで、その上社長の顔を正視できない。

　それでも九重社長は、最後まで口を挟まずに聞いてくれた。

「午後六時からの新薬企画会議が終われば、今日の仕事は終わりだね。それじゃあ……」

　なにか思案顔で顎をさすり、にっこりと笑うと……。

「早速、今夜デートしよう」

　仕事を始めようと言うのとまるで同じノリで、誘いをかけてきた。










大胆不敵な熱愛宣言




　正午を過ぎ、九重社長をランチミーティングに送り出した後、私も休憩に入った。

　本社ビルの二十階にあり、陽当たりのいい社員食堂。窓際の隅のテーブルに、ラーメンのどんぶりがのったトレーを置いて、私は半分脱力気味に椅子に腰を下ろした。

「はーっ……」

　大きく肩を動かし、溜め息をつく。

　社長のランチミーティングは一時間の予定だ。それが済んだら、東京郊外にある自社研究所を視察するため、外出することになっている。

　午前中は社長と離れてデスクワークを進めていられたけど、午後は、社用車での往復移動も含めて三時間、社長とふたりで行動しなければならない。

「どうしよう……」

　私は両肘をテーブルにつき、顔の前で両手の指を組み合わせて、がっくりとこうべを垂れた。

　今朝の『デートしよう』の後、九重社長は私の返事を聞かずに会議に行ってしまった。早く断らなければ、ＯＫと受け止められてしまう。

　いや、それより。

「そもそも、社長の片想いにお付き合いするのをお断りしないと……」

　そっちが先だ。

　そうすれば、デートも引っくるめて、一回のお断りで済むんだから。

　情け心など持っていたら、昨日や今朝のように、彼のペースにのまれてしまう。

　冷静に、厳しく。毅然と拒否しなければ――。

「…………」

　考えも決意も変わらないのに、私の胸の中で、大きな天てん秤びんがゆらゆらと揺れている。

　あれだけ言われれば、九重社長が本気なのは、疑う余地がない。

　それなのに、〝信じられない〟という理由だけで、これまでの男性と同様、もれなく平等に門前払いしようとする自分が、血も涙もない冷たい鉄の女みたいで、罪悪感がひしひしと湧くのも事実で――。

「あれ、茉帆。久しぶり！」

「っ、え？」

　箸とレンゲを手に、テーブルに沈みそうになっていた私は、頭上から降ってきた声に顔を上げた。

　涼しげなブルーのロングスカートの、ミディアムボブがよく似合う女性が、定食のトレーを持って私の横に立っている。

「あ。彩いろ葉は！　久しぶり」

　彼女は、マーケティング部所属の同期、松まつ宮みや彩葉だ。入社当初からの付き合いで、プライベートでも親しくしている、数少ない友人のひとり。

「前いい？」と、向かいの椅子を顎先で示す彼女には、もちろんと頷いて応じる。

「ありがとう」

　彩葉はトレーをテーブルに置くと、ふっと顔を上げた。

　彼女の目は、私を通り越して後方に流され、私もつられて肩越しに振り返った。

　私たちの視線の先にあるのは、食堂の奥の会議室。ランチミーティングができるよう設けられた部屋で、今、周辺の席には、多くの女性社員の姿が見受けられる。

「今、会議室にいるのって、九重社長？」

　軽く背を屈めてコソッと問われ、私はひょいと肩を上下させた。

　彩葉は訳知り顔で、「やっぱり」とクスクス笑いながら椅子に腰を下ろす。

「社長がランチミーティングしてると、あの部屋の周り、女性社員が群がるもんね。出てくる時に、少しでも姿を拝めないかって」

　ここの会議室は、社長や役員のためのものではなく、一般社員も利用可能だ。ちょっとした懇親ランチなどに使う部署も多い。

　彩葉が言うように、社長が使用している時は、部屋の周りに女性社員が群がりやけに華やぐ。

「まるで、アイドルとか芸能人みたい」

　私がボソッと口にした呟きを、彼女も聞き拾っていた。

「違いないわね。九重社長、神がかり的なルックスだもの。そんじょそこらの平社員と違って、簡単に体当たりできる相手じゃないけど、少しでも目に留まれたら……ってファン心理という点で」

「簡単に体当たりできる相手じゃない……そうよね」

　彼女がさらりと言った言葉を、なんとなく自分で反芻する。

　――改めて、過去の自分の奇行が痛い。

　私は頭を振って、蘇る黒歴史を払い飛ばした。

　無理矢理気を取り直して、せかせかとラーメンを食べ始める。

　彩葉は、訝しげに首を傾げたけれど。

「でも、茉帆は別」

「え？」

「社長秘書が完璧美女なのも、一般女子がおいそれと近付けない一因ってこと」

　頬杖をついて、ニヤニヤと意地悪な目を向けられて、私は当惑した。

「九重社長のそばに控える茉帆を見ると、あまりに理想的な美男美女で、みんな妬ねたむどころか、お似合いって思うみたいよ」

「……ただの仕事関係だし、お似合いなんて言われても」

　レンゲでスープを啜すすってから、眉間に皺を寄せ、溜め息を返す。

「それに、彩葉は知ってるでしょ。私が完璧なんてとんでもない」

　無意識に唇を尖とがらせる私に、彩葉が困ったように眉尻を下げた。

「今の私は、期間限定の仮の姿。いつかは魔法が解けて、もとの冴えない私に戻るのよ……だっけ？」

「そう」

　私は短く答えて、箸で麺を摘まんで口に運んだ。

「茉帆のその、極端に偏った持論を覆してくれる男は、なかなか現れないかあ」

　目の前でしみじみと呟く彼女から目を伏せ、私は黙々と食事を進めた。

　入社当初から、丸七年の付き合い。彩葉は、秘書室に配属された頃のウジウジしていた私も、今の私になるまでの経過もよく知っている。

　初めて男性から食事に誘われた時、『嬉しいけどどうしよう』と、慌てふためいて相談した。

　行ったはいいけど、緊張のせいかあまり楽しめなかった。それでも次のお誘いをいただいてしまい、どう断ればいいか、なんて、ウダウダの悩みも聞いてくれた。

　ふたり、三人と食事に応じるごとに、胸にモヤモヤが広がり、恋をしたい気持ちとは裏腹に、私は及び腰になる。

　数年前まで、そんなことを何度か繰り返し、やがて自分で自分が嫌になった。ぐだぐだに酔っぱらい、〝極端に偏った持論〟に辿たどり着いた時も、そばにいてくれたのは彼女だ。

「……そうなった時、がっかりされたり、よそよそしくされるよりマシだもん」

　――そう。いくら九重社長でも、二十年後、自分の心がどう変化するかまで、正確に見通せるわけがない。彼の誓いを真に受けて、揺れ惑う必要はない……。

　自分を正当化して、言い訳がましくポツリと独り言ちる私を、彩葉はジッと見つめていたけれど。

「ねえ。じゃあ、九重社長ならどう？」

「!?」

　まさに、頭の中を社長でいっぱいにしていたタイミングでさらりと問われ、私は大きく噎むせ込んだ。

「なっ、いろっ、なっ……！」

　慌てて口を手で覆い、ゴホゴホと咳せき込む。

「九重社長ほどの男なら、散々美女を相手にしてきただろうけど……。社長は見た目じゃなく、内面で女を評価する。真の魅力と能力を引き出す洞察力があると思うの」

「ごほっ……」

「ほら、いつも元気な厨房のおばちゃん。『あなたの接客姿勢は非常に好感度が高く、若い営業社員にも見習わせたい』って褒められたんだって。そしたら、それまでに増して朗らかで丁寧な接客をするようになって。きっと、女心を揺さぶられたのね～。利用する私たちも気持ちがいいし、結果ウィンウィン」

　厨房の方を見遣り、わりと真顔で説明する彼女の前で、私はコップの水をゴクゴクと飲み干した。

　なんとか噎せが治まって、慎重に一度息を吐く。

　そして、トレーにグラスを戻し、

「どう？で、簡単に話題にしていい人じゃないでしょ」

　意味もなく目を逸らし、ボソッと呟く。

　彩葉はニヤニヤ笑いを引っ込め、探るように目を細めた。

「まあ、さすがに社長クラスのハイレベルな男になると、茉帆にもなびかないか」

「…………」

　――まさか、二十年後のプロポーズを宣言して、物理的に俺のものになれと口説かれたなんて、言えるわけがない。

　口をへの字に曲げて無言でいると、彩葉はようやく箸を手に取った。汁物で箸を濡らしてから、「あ」と思い出したように顔を上げる。

「社長じゃレベルが高すぎるなら、うちの先輩とかどうかな」

　テーブルに両肘をのせ、身を乗り出してくる彼女に、

「は？」

　私はきょとんとして瞬きを返した。

「茉帆のこと、紹介してって言われてるの。私たちより三年上。ついこの間シドニー支社から帰任したばかりで、飛び級昇進した将来有望なエリートだよ」

「ちょ、ちょっと」

　指折りセールスポイントを挙げられ、ギョッとする。

「爽やかで、見た目もなかなか。うちの部内でも狙ってる人多いんだけど……」

　彩葉がやけに押し強く先輩をアピールする途中で、背後が騒がしいのに気付いた。

　結構近くで、女性社員の「きゃあっ」という黄色い歓声があがる。

　会話に夢中になっていた私たちも、ほとんど同時に、その方向に目を遣って――。

「っ!!」

　私のすぐ後ろに九重社長を見つけて、思わず息を止めた。

　彩葉も軽く喉を仰け反らせて、ごっくんと音がするほど強く唾を飲み込む。

「食事中、邪魔してすまない」

　社長は私の頭上で、彩葉に向かってにっこりと笑いかけた。麗しい微笑みに対して、周りから悲鳴のような声が湧く。

　だけど、九重社長はまったく無頓着だ。

「平川さん。ランチミーティング、片付いた」

　まるで、ふたりで社長室にいる時のような空気感で、私にそう報告してきた。

「っ、え？　は、早いですね」

「ああ。平川さんの食事が終わるまで、同席させてもらっていい？」

　いい？と許可を求めながら、私の返事を待ちはしない。

　向かい側の彩葉も、「失礼」と私の隣の椅子に腰かける社長に、目を白黒させている。

　私はなんとか気を取り直して、彼の方に身体を向けた。

「しゃ、社長。私もすぐ戻りますから、先に社長室に……」

　やんわりと、席を外してほしいと意思表示したつもりだったのに。

「俺のことは気にしないで、話続けて」

　長い足を窮屈そうに組み上げ、完全に居座る姿勢で返してきた。

　普段は人の顔色も心理も、懐に潜めた戦略さえも鋭く見透かし、一手も二手も先回りして商談を成功させる人なのに、なぜか今は、空気を読まない。

「楽しそうな話。途中だったでしょ？」

　私ではなく、彩葉に対して先を促すのを見て、ピンときた。

　どこからかはわからないけど、絶対……聞いていたに違いない。

「ええと……」

　彩葉が戸惑いを露あらわに、私と社長を交互に見遣る。

　私は胸の前で両手の人差し指を交差させて、小さく〝×〟を示しながら強く首を横に振った。そして、彼女が肩を縮める前で、ガタンと音を立てて椅子から立ち上がる。

「社長。社長室に戻って、外出の準備を……」

「シドニー支社から帰任したばかりの、飛び級昇進エリートだっけ？　そんなのいたな。どこの部だったか……」

　九重社長は私には耳も貸さずに、顎を撫でて思案顔をする。

「あ、あの……」

「九重社長。行きましょう」

　私は背中に変な汗を掻きながら、彼を促して自分のトレーを持ち上げた。

　私がテーブルを離れる素振りを見せれば、一緒に席を立ってくれると思ったのに。

「で？　そういう優秀な男に、平川さんを紹介してくれって、頼まれてるんだって？」

　九重社長は、柔らかい笑みの下になんともおどろおどろしい黒さを滲ませ、なんの罪もない彩葉を問い詰める。

　最初から、全部聞かれてた……。

　さすがに私も、一瞬頭の中が真っ白になった。

「ええと……」

　半分怯えた目をした彩葉が、助けを求めるように見上げてくる。

「九重社長もご存じかと思いますが、茉帆……平川さんは、男性社員の憧れの的です。私は同期ですし、そういう頼みも結構ありまして……」

　しどろもどろになって答えるのを聞いて、私も我に返った。

　この事態をどう切り抜ければいいか。

　九重社長を連れて、この場を退散するより他ない――！

「しゃちょ……」

　社長相手に無礼で強引なのは百も承知で、私は彼の腕を取ろうとした。

　ところが、それより一瞬早く。

「悪いけど、飛び級エリートには断っておいて」

　九重社長は自らスッと立ち上がり、妙な威厳を漂わせて、ゆったりと腕組みをした。

　ただでさえ、お昼のピーク時で混み合う食堂。

　そこに社長ご登場で、今、多くの社員の目がこの隅の一角に注がれている。

　社長と会話を交わしているというだけで、彩葉はたくさんの視線を一身に浴びた状態。その上、ピンと背筋を伸ばした社長から鷹揚に見下ろされ、その威圧感は相当だろう。瞬きも忘れて、こくりと喉を鳴らした。

　九重社長は注目されるのに慣れていて、普段からそう人の目を気にしない人ではあるけれど、それにしてもまったく意に介さず……。

「平川さんの恋人には、俺がすでに立候補済みなんだ」

　にっこりと麗しく微笑んだ。

　……信じられない。これだけの視線を集めて、ほぼソロ演説状態の中、とんでもない爆弾発言をかましてくれた――。

　冗談ではなく、本気でクラッと眩暈を起こす私の周りで、

「ええええっ!?」

　彩葉や社長ファンの女性だけじゃなく男性も含めて、その場にいた人たちが食堂全体に轟とどろくほどの声をあげた。




　九重社長を連れて、食堂から退散しようとしていたのは、私の方なのに。

「っ、社長っ。九重社長、手を放してください！」

　私は彼にほとんど引きずられる格好で、エレベーターホールに辿り着いた。

　ここに来るまでの通路でも、多くの社員の目に晒された。今も、私たちの他にエレベーター待ちをする人が何人かいて、皆、私と彼を遠巻きに注視している。

　それなのに。

「手、放したら逃げるでしょ」

　九重社長はやっぱり彼らには目もくれず、エレベーターのランプに目線を上げて、しれっと答える。

「に、逃げませんよ。これから外出じゃないですか」

　私ばかりが周りを気にして、肩を縮こめた。

「当初の予定より時間に余裕あるだろ。出かける前に、話しておきたい」

　見上げた横顔からは、先ほどまでの笑みが消えていた。

　彼が幼い頃から身につける努力をしてきたという、後継者としての資質。

　美しい人徳だけじゃない。自身や会社に不要と判断したものを、容よう赦しゃなく切り捨てる冷酷さもまた然り。

　今、私に有無を言わせない彼からは、凍りつきそうな冷たいオーラが漂ってくる。

　そういう一面も知っている私ですら、口を挟むこともままならない妙な迫力。

「っ」

　思わず怯んだ時、エレベーターが到着した。

　ここから上に行く社員はおらず、私と社長だけが箱に乗り込む。

　いや、もしいたとしても、社長と同じ箱に乗るのは遠慮しただろうか。

　私たちとホールの社員の間を阻むように、両側からスーッとドアが閉まった。

　と、その途端。

「!?」

　私は、いきなり壁に押さえつけられた。

　勢いの衝撃を吸収する間もなく、色濃い影が降ってくる。

「っ、え。しゃちょ……」

　とっさにあげた声は、一瞬にして掻き消された。九重社長が、私の頭の横に両肘をつき、狭い空間に囲い込むようにして、私の唇を塞いだせいだ。

「んっ、んん……！」

　押し退けようと、彼の胸に両手を置いたけれど、ビクともしない。

　それどころか、社長はグイグイと攻め込んできて、

「あ、ふっ……」

　喉の奥まで引っ込んだ舌を、あっさり搦からめ捕られた。

「しゃ、ちょっ……！」

　息苦しい。

　制止したいのに、声がくぐもる。

　私と彼しかいない箱の中に、くちゅくちゅとなんともいやらしい水音が響く。

　自分の体内から湧く、あまりに淫みだらな音に聴覚が侵され、頭の中が真っ白になりそうだった。

　だけど、一瞬の浮遊感で、なんとか意識を繋つなぎ止める。

　エレベーターが停まる時の、気が抜けそうなチンという音の後、確かにドアが開く気配がして――。

　空気が、動く。

　誰か、入ってくる……!!

「っ、っ……！」

　こんなところを見られたら、もう生きていけない！

　私は無我夢中で、社長を突き飛ばそうとした。

　すると。

「大丈夫。誰も乗ってきちゃいないから」

　九重社長はほんの少しだけ唇を離し、その隙間で息も乱さずに呟いた。

「嘘。今、ドア開い……」

「次に乗ってってお願いしたら、遠慮してくれた」

「お願い、してませんよね!?」

　互いの額をコツンとぶつけたままの至近距離で、私は半分悲鳴でツッコんだ。

「したよ。俺は目で命令を下せる」

　九重社長が、艶めかしく濡れた唇の端を、クッと持ち上げる。

「つまり、誰かと目を合わせたってことですよね!?　社長だってことも気付かれ……！」

「だから、大丈夫だって。平川さんは、俺の陰になって見えなかっただろうし」

「さ、さっき！　食堂でご自身がなにを言ったか、忘れたんですか!?　すぐに噂になって、私だってこともバレ……」

「ああ、うるさい」

　片目を瞑って眉根を寄せ、私の金切り声をのみ込むように、再び唇を奪った。

「しゃっ……」

　またしても濃厚に絡められる舌から、逃げられない。

　膝から力が抜けて、背中がズルッと壁を滑った。それを止めるように、社長の腕が腰に回された。グッと引き寄せられ、いやがおうでも身体が密着する。

「……平川さん」

　社長の方から唇を離し、私の肩に額を預けた。

　掠れた声に耳をくすぐられ、ほとんど条件反射で身体が固まる。

「ごめん。……自分でも、驚いてる」

「っ、え？」

　聞いたことがないほどか細い声に驚き、私は怯みながらもなんとか聞き返した。

　それと同時に、再びエレベーターのドアが開いた。

　今度は、九重社長も、ゆっくり私から身体を離す。

　体温が遠退くのと同時に脱力して、私はその場にへなへなとしゃがみ込んだ。

　社長が、まっすぐ手を差し伸べてくれる。

「あ……」

　私は無意識にその手を取った。ぐいと、強く引っ張り上げられる。

　私がしっかりと自分の足で立つのを確認して、九重社長は手を放し、ふいと顔を背けて箱から出た。

　社長室のある役員フロアに踏み出すのを見て、私も慌ててその後を追いかける。

　社長は私に背を向け、通路を一歩進んで足を止めると、低い天井を仰ぐ。

「あー……。俺、全然余裕ないわ」

「……え？」

　後ろに立つ私には、彼が今どんな表情をしているかわからない。

「今朝は、好きだとか愛してるとか、言葉で口説くのはやめるって言ったけど、やっぱり無理だ」

　絞り出すような声に、らしくない焦燥感みたいなものを感じて、心臓がドキンと跳ね上がる。

「俺が本気を示せば示すほど、君は俺を嫌うのかもしれない。でも、今、ちょっとでも気を抜いたら、その隙に他の男が付け入る。今の君に惚ほれるのは、俺だけじゃない。横から掻っ攫さらわれるより、よっぽどマシだ」

　声を尻すぼみにして、ガシガシと頭を掻く姿に、呆気に取られた。

　九重社長は、大きく「ふーっ」と息を吐いてから、おもむろにこちらを振り向く。

「……なあ。なんでそんなに綺麗になった？　おかげでこっちも、おちおちしてられないじゃないか」

　心の底から困り果てた顔をして、眉をハの字に下げる彼に、私の胸がトクンと淡い音を立てる。

　私は一瞬言葉に詰まってから、ハッとして虚勢を張った。

「そ……そもそも、見た目のコンプレックスを解消しろって言ったのは、社長じゃないですか」

　そう……あの時彼にそう言われたから、今の私が在る。

　思い出すまでもない。

　でも、改めて自分に刻んでみて、なぜか落ち着かない気持ちになった。

　私も九重社長も、十年前の出会いがあったから、今こうして一緒にいる――。

『運命みたい』なんて思考が働き、ドキッとする自分に焦った。

「そう言った自分に、後悔してる」

　九重社長は、私の心の動揺に気付く様子はなく、かぶりを振って返してきた。

「だから、今度こそ後悔したくない」

　自嘲気味な笑みを浮かべて、まっすぐ私に向き直る。

「みっともなくていい。周りの人間に笑われてもいいから、がむしゃらになって、君を堕おとしにかかる」

「え……」

　一際大きく跳ね上がった鼓動に驚いて、私は胸元の服をギュッと握りしめた。

「君に本気の恋のときめきを教えてやるのは、俺だ。もう決めた。止めてくれるな」

　社長は不遜に言い捨て、さっさと先に歩いていく。

　怖いくらい高鳴る胸が苦しくて、私は彼の背中をすぐに追いかけられなかった。

　今の私に近寄ってくる男の人なんて、みんな見た目しか見ていない。そんな人じゃ、いずれ私に幻滅する。それは、社長だって変わらない。

　口では、どうとでも言える。今、言われるがままに彼を信じて、二十年後に裏切られて、傷つくのは私の方だ。そう思う自分も、私の中にちゃんといる。

　だけど、どうしてだろう。

　ドキドキが止まらない……。

「っ……」

　彼の言葉を、信じてみたい。

　極端な持論に反してそう願う自分を見つけてしまったから、今までの私の礎いしずえが根底から覆されるみたいで、足元が覚束ない。

　私は、戸惑っていた。




　食堂で大勢の社員の目と耳を集めた九重社長の爆弾発言は、すぐに噂になって、光の速さで広まっていた。

　私がほとんど連行されるようにして、彼と一緒に食堂を出てからほんの二十分ほど後。外出支度を調え、正面玄関の車寄せに向かう途中、グランドエントランスで、食堂以上の大注目を浴びた。

「あ、ほら。九重社長と平川さん」

　どこからか、女性社員がひそひそ話をする声がする。

「社長が恋人に立候補するほどの女じゃ、並みの社員なんか相手にされないよなあ……」

　男性社員のボヤきまで、聞こえてくる。

　冷やかし交じりの小さな口笛を吹かれ、エレベーターを降りてから正面玄関まで、ほんの十五メートルほど歩く間も、針の筵むしろ……。

　私とは真逆に堂々と胸を張って歩く九重社長から、私はいつも以上に距離を取ってついていった。

　車寄せで待っていた運転手がドアを開け、社長が運転席後ろのシートに乗り込む。

　私も助手席側に回り、彼の隣に腰を下ろした。意図的に、ドアに張りつくように身を寄せる。

　全身に力を込めて固まる私を、九重社長は窓枠に肘を預けて頬杖をつき、横目で見遣った。

「……そんなに、避けなくても」

　やれやれと言いたげに独り言ちて、それ以上なにも言わずに窓の外に顔を向ける。

　私が条件反射でビクッと身を竦めた時、運転手が車に戻り、エンジンを駆動させた。

「平川さん。研究所でよろしいですよね？」

　白い手袋をはめた手で、巧みにハンドルを操作しながら、バックミラー越しに訊ねてくる。

「は、はい。お願いします」

　私はシートから背を離して応じた。

「渋滞情報は出てないので、それほどかからずに到着できると思います」

　運転手はそう言いながら、片側三車線の広い公道に車を合流させた。

　その言葉通り、車はスムーズに流れに乗る。

「そう……ですか。よかった……」

　私はぎこちない笑みを浮かべて、すぐに顔を背けた。

　どうしよう。早く到着してしまいそう……。

　移動中は運転手がいるから、社長も際どい会話や行動を仕掛けてはこないだろう。

　研究所では、所長と研究主任がアテンドしてくれるけれど、彼らと約束した時間まで間が空いてしまう。

　車を降りてふたりになったら……？

　考えるだけで、心臓が拍動を速める。

　とその時、社長が左手をシートに置いた。私の右手に、彼の指先が微かすかに触れる。

「っ……」

　思わず息を吸い込み、身体が固まった。

　社長は、指が触れたことに気付いていないのか、そこに手を置いたまま。

　私は、今のうちに手を引っ込めようとして……。

「……仕事中はなにもしないから、安心して」

　社長が車窓から見える車の流れに目線を向けて、運転手には聞こえない程度の声量で、ポツリと呟く。私の耳には、辛かろうじて届いた。

「あ……」

　なぜだか、胸がズキッと痛んだ。

　仕事中は、なにもしない。

　今まで三カ月間、彼の仕事ぶりを見てきていれば、わざわざ言わせなくてもわかりきっている。なのに、『余裕ない』なんて言われたせいで、必要以上に警戒して、社長を傷つけてしまった。

　……いや、違う。

　自分自身の気持ちの変化に戸惑い、追いつけない私が、今、猛烈に彼を意識しているせい――。

　引っ込めようとして、無駄に強張っていた手から、意識的に力を抜いた。

　そんな空気が伝わったのか、九重社長がゆっくり首を捻って私を視界に捉える。

　私は、黙って俯いた。少しでも動いたら彼の左手と掠めてしまいそうな右手はそのままに、自由な左手を膝の上にのせ、スカートを握りしめる。

「…………」

　社長はなにを思ったのか、サッと左手を引っ込めた。

　私に背を向けるように身を捩ると、シートに深くもたれかかった。

「着いたら起こして。少し眠る」

「っ、え？　あ……」

　聞き返そうとして、今朝、昨夜眠れなかったと言っていたことを思い出す。

　それが、私のせいだということも。

「……は、い」

　今さらの罪悪感が胸をよぎり、私はたどたどしい返事をした。

　研究所に向かう車は、運転手が言った通り、オフィス街を順調に走行している。

　会話が途絶えて一分も経たないうちに、隣からスースーと静かな寝息が聞こえてきた。

「九重社長、お休みですか」

　運転手が、私に小声で問いかけてくる。

　私は、バックミラー越しに頷いて応えた。

「渋滞、はまらないでしょうが……ゆっくり行ってください」

　私も同じように声を潜めてそう言うと、運転手は心得顔で「はい」と返事をした。

　私は、穏やかな呼吸で上下する社長の背中をぼんやりと眺めた。

　眠いのも、嘘ではないと思う。

　でも今、私に背を向けて目を閉じたのは、きっと……。

　社長は本来、こうして機転を利かせて、些さ細さいな心配りができる人だ。

　そういう人が、あんな強引な行動に出たところに、今まで知らずにいた不器用な一面に触れた気がする。

『みっともなくていい。周りの人間に笑われてもいいから、がむしゃらになって、君を堕としにかかる』

　そんな〝みっともない〟片想いをしなくたって、自分の方こそ引く手数多な人なのに。いつものスマートさが欠片かけらもないから、その一途な言葉から、より本気が伝わってくる。

　私の胸が、きゅんと疼うずいた。

　こんな胸の反応、いつ以来だろう。

　それは、大学生の頃、たくさんの人に囲まれていつもキラキラ輝いていた彼を、遠くから眺めていた時の鼓動と同じような気がして――。

「っ……」

　私は彼から目を離し、勢いよく窓の外に顔を向けた。




　多忙な社長に休息を――との気配りからか、運転手は少し遠回りになる道を選んでくれた。

　東京郊外の研究所に着いたのは、約束の十分前。

　私立の有名校や国立大学の広大なキャンパスも建ち並ぶ、文部科学省の教育モデル都市に指定されている街中で、ひと際目立つ十階建てのハイセンスなビルが、うちの研究所だ。

　中に入ると、二階にある所長室隣の応接室に通された。

　受付の女性にソファを勧められ、社長と優にひとり分の間隔を空けて座る。

　事務服を着た女性が、冷たい麦茶を出してくれた。

「所長と主任も、間もなく参ります。もう少々お待ちくださいませ」

　お盆を持って退室する彼女に頭を下げる私の横で、九重社長は「んーっ」と両腕を天井に突き上げて大きく伸びをした。

　そんな彼を視界の端に映して、

「……少しは眠れましたか」

　私は、ボソッと小声で訊ねた。

「ああ」

　社長は欠伸あくびを噛み殺し、目尻に涙を滲ませて短く答える。

「短時間で深く眠れたのかな。結構頭がすっきりしてる」

「それは、よかったです」

　私はやや顔を伏せ気味にして、それだけ返した。

　腕を下ろした社長が、軽く首を傾けてこちらを見ているのがわかる。

　なにか言いたげに、口を開く気配を感じた。

　なんて声をかけられるか。

　無意識に緊張して、身体に力がこもった時、外から二回ノックが聞こえた。

「九重社長。お待たせいたしました」

　挨拶と同時にドアが開き、研究所所長と、三十代後半の研究主任が入ってきた。

「所長。ご無沙汰しておりました」

　たった今までの緩い空気を一瞬にして引き締め、社長がスッと立ち上がった。

　続いて腰を上げた私の横で、彼らが握手を交わす。

　九重社長の挨拶に、所長が相好を崩した。

　年の頃は、五十代半ば。入社以来一貫して研究部門で、多くの新薬を手掛けてきた、我が社の大動脈と言える人物だ。見た目は恰かっ幅ぷくがよくて穏やかな印象だけど、〝研究の鬼〟と呼ばれるほど、仕事にはとにかく厳しい。一方で、とても面倒見がいいことも有名で、若い研究員からも慕われている。

　私は密かに、〝研究所のお父さん〟という印象を持っていた。

「本当に、お久しぶりです。九重社長がここで研修を受けていた頃以来ですから……」

「八年ぶり……ですかね。こちらにお邪魔するのは」

　どこか人懐っこい笑みで応じる社長に、私はパチパチと瞬きをした。

　九重社長が一社員として入社して、しかも研究所で研修を受けていたなんて初耳だ。

　八年ぶりというと、彼がまだ新人だった頃からの関係ということになる。

　私たちの対面に移動してきて、着席を促してくれた所長が、私の反応に気付く。

「平川さんはご存じなかったですか。社長は、九重製薬に入社してすぐ、この研究所で二年ほど研修に就かれていたんですよ」

「そ、そうでしたか」

　私はスカートを押さえながら腰を下ろし、そう返した。

「研究開発分野の知識は皆無でしたので、所長や主任の教えを乞うことができて、大変ありがたかったです」

　九重社長が丁寧にお礼を言うと、私の向かいに座った研究主任も目尻を下げた。

「薬学や理学を専門に学ばれなかっただけで、社長は我々専門研究員が舌を巻くほど知識が豊富でしたよ」

「いえ、そんな」

　社長は穏やかな笑みで謙遜してから、「ところで」と前に身を傾ける。

「所長や主任もご存じでしょうが、天城ファーマライズの認知症予防薬、とうとう認可申請に動くようですね」

　話題を振られた向かい側のふたりがわずかに目を瞠るのと同時に、私も隣の彼に視線を流した。

　つい昨日、経済新聞に載っていたニュースだ。やっぱり社長も、目を通した様子。

「我が社でも、認知症治療薬は重点研究課題として取り組んでいたはずですが……」

「ええ。しかし、二度目の治験でいくつか改良すべき課題が見つかりまして。今回は天城に先を越されてしまいました」

　所長が物憂げに、神妙な顔をする。

「世界的に待ち望まれていた予防薬ですし、きっと厚労省の認可も早いでしょうね」

　九重社長が挟んだ言葉には、ふたりとも難しい面持ちで相槌を打つ。

　それを見て、社長はゆっくりと背中をソファに戻した。

「我が社の新薬は、慎重に改良を進めてください。待望の新薬ではなく、安定の特効薬として市場に売り込みたい。革新的、先見的であることも大事ですが、人間の生命・健康に貢献する製薬会社として、安心安全な薬を生み出すことが第一の使命です」

　社長の意向に主任も強く同意した様子で、何度も大きく頷いた。

「お言葉、感謝します。天城の認可申請のニュースで、研究員の中には躍起になって焦りを見せる者もいて……」

「一度冷静になって、企業理念に立ち返っていただきましょう。後ほど、私から皆さんにお声がけします」

　社長と主任のやり取りを聞いていた所長が、満足げに目尻を下げた。

「仰る通りです。急ぐばかりでは、いつぞやの若葉の二の舞になりかねない」

「ああ。若葉と言えば……社長のご提言で引き抜いた研究員が、今では新薬開発推進リーダーとして舵かじを取ってるんですよ」

　ふたりが口にした共通の一語に反応して、私の指がスカートの上でピクッと動いた。

「若葉……」

　話の腰を折らないよう口の中だけで反芻し、社長の横顔に目を凝らす。

　彼はこちらを見ることなく、片方の口角を上げて、主任に向かって薄い笑みを浮かべるだけ。

　私が対面のふたりに交互に視線を動かすと、所長も大きく首を縦に振った。

「この五年ほどで、若葉はかなり研究員を削減しています。八年前、社長の提言がなければ、優秀な研究員が路頭に迷っていたかもしれない」

「彼らも、九重社長に感謝してますよ。あ。お時間の都合がつけば、後ほどぜひご挨拶を……」

　三人の会話は、淀みなく滑らかに進んでいく。

　だけど私は、なんとなく引っかかりを感じて、無言で背筋を伸ばした。

　若葉――間違いなく、若葉薬品工業のことだと思う。

　私の元婚約者が、役員を務める会社だ。そこの研究員の引き抜きを、一社員でしかなかった九重社長が、八年も前に提言していた……。

　常に競争の経済社会の中、より好待遇で、優秀な人材をヘッドハンティングする。

　それは九重製薬に限らず、どこの企業でも普通にあること。

　ひとり失えば大きな損失。

　ひとり手に入れれば強い武器。

　特に、新製品の開発、品質維持といった重要な役割を担う研究員は、そのひとりひとりの能力が、会社の業績に直結すると言っても過言ではない。

　だけど……。まさに昨夜、社長から大浦さんの話題を出されたばかりだ。

『厚生労働省の官僚と親交が深い製薬会社の幹部を探すくらい、朝飯前だ』

　探す、と言った。

　なんのために？

　彼自身が言っていたように、単に、私が理不尽なお見合い結婚をせずに済んだか、気になっていたから？

　ただの偶然……なんだろうか。

　私は、穏やかに所長たちとの会話に花を咲かせる、社長の横顔を探り見た。

「……なに？　平川さん」

　九重社長に、ふっと苦笑交じりに問いかけられ、ハッと我に返った。

　私と社長の間にはひとり分の間隔があったはずなのに、無意識に彼の方へ身を乗り出していたことに気付く。

　対面のソファのふたりまで、妙に社長に接近した私を、クスクスと笑っている。

「！　も、申し訳ありません」

　三人の注目を一身に浴びて、私は慌ててシャキッと背筋を伸ばした。

　ソファの端ギリギリまで跳び退いて、社長と意図的に距離を取る。

「あれ。別に逃げなくてもいいんだけど」

　新人時代にお世話になったという、旧知のふたりを前に、九重社長はいつもの調子で私を揶揄する。

　不覚にも、頬がカアッと熱くなるのを自覚した時、

「九重社長と平川さんは、仲がよろしいですねえ」

　所長が肩を揺らして笑いながら、立ち上がった。

「っ、えっ!?」

　わかりやすく冷やかされた私は、ギョッとして声をひっくり返らせた。

「い、いえ。このくらいは業務上普通の距離感で、決して仲がいいわけでは……」

　とっさに取り繕おうとする私の横で、社長が「ええ」と挟んだ。

　私は、大きく目を剥いた。

「ちょっ、しゃちょ……」

「この通り、彼女はお堅いくらい真面目で、業務に忠実。……実は、天城の認可申請の件も、彼女が毎日新聞記事を要約して提供してくれるおかげで、後れを取らずに話題にできたんですよ」

　所長から『ほう』というような目を向けられて、条件反射で肩が縮まる。

「全幅の信頼を置ける秘書です。私も、平川さんの前ではふざけた本音も言えるし、照れくさい本気も出せる」

　くすぐったいほどの美辞麗句で私を称賛しているようでいて、際どいくらい意味深に本心を含ませているのが、ひしひしと感じられる。

「っ……」

　耳まで、熱くなってきた。

　頭のてっぺんから蒸気が噴きそうなほど、私の顔は真っ赤に染まる。

「この若さで九重製薬の社長なんて、どれほどご苦労かと思ってましたが、それほど信頼を寄せる秘書が、常に身近で支えてくれているなら、なにも心配いりませんね」

　主任も意味ありげにニヤニヤと笑って、所長に続いて腰を上げた。そして、左手首の腕時計に目を落とす。

「さ、そろそろ参りましょうか。厚労省の認可申請準備を進めている、新薬の研究チームにご案内します」

「はっ、はいっ」

　その一瞬、研究所の視察という目的が、完全に頭から抜け落ちていた。上擦った声で返事をして、無駄に勢いをつけて立ち上がる。

　九重社長は口元を手で押さえ、笑い声を噛み殺しながら、私からやや遅れて腰を上げた。それを見て、所長と主任が先に応接室から出ていく。

「さ。仕事しようか」

　社長はまだ含み笑いを漏らしながら、なんともスマートに私の背を押した。

「～～っ……」

　こんな風にからかわれるのは、私が彼を食い入るように見すぎたせいだから、文句も言えない。

　私は、心地よく空調管理された研究所内を、額に変な汗を滲ませながら、社長の一歩後について歩いた。










まっすぐで一途な愛




　今、我が社が最も力を入れている新薬は、主に医療現場で使用される悪性がんの治療ウイルスだ。私が入社する前に研究開発が始まって、昨年三度目の治験を終えている。今年末の厚生労働省への認可申請を目指していて、承認されれば、来年度には薬価収載が見込める。

　ちょうど、九重社長が研修を受けていた頃に研究過程に携わったそうだ。それもあってか、今も社長は研究員たちがたじろぐほど、踏み込んで質問している。

　とはいえ、自分たちの仕事に強い関心を向ける社長に、研究員たちも嬉しそうだ。

　彼らがかなり熱っぽく説明する様子を、私は一歩下がって見守った。

　同じように、社長と研究員をやや離れて眺めていた所長が、ふと私の隣に立った。

　それに気付いて顔を上げた私に、眉尻を下げて微笑む。

「熱心でしょう？　九重社長」

　そう問われて、私は何度か瞬きを返した。

　でもすぐに気を取り直して、「はい」と頷く。

「正直、驚きました。いずれは社長になる人が……営業や経営戦略といった部署を後回しにして、研究所で研修をしていたなんて」

「同感です。私も、九重社長が一番に研究所を希望されたと聞いて、耳を疑いました」

　所長が同意する言葉にも、相槌を打った。

「……なぜ、か。わかりますか？」

　探るような質問に、私はゆっくり顔を上げた。

「なぜ、ですか？」

　その意味を測りかねて、質問で返す。

「だって、そうでしょう？　九重製薬に限らず、研究開発部門など、企業においてもっとも地味で地道な部署です。企業トップに立つ人間が重視するのは、業績、利益、収益。わかりやすい数字ですから」

　どこか自嘲気味に顔を歪める所長に、一瞬返す言葉が見つからなかった。

　だけど彼はすぐに、先ほど九重社長と対した時と同じように、相好を崩す。

「私は、研究開発部門というのは、組織の中でも努力が尊ばれる、非常にやりがいがある仕事だと思ってるんです」

「努力……」

　私は所長の横顔を見上げながら、その言葉を反芻した。

「ですが、研究開発は、どんなに時間と金をかけても、経営者が求める数字など計上できないかもしれない部署でもある」

　彼が言わんとしていることの輪郭が、うっすらと読めた。

　営利企業である以上、経営者は常に利益を追求しなければならない。それは、経営方針としても掲げられ、従業員は成果を求められる。

　極端に言えば、結果が出せなければ認めてもらえない。社長に役員……経営の中枢に身を置く人間に伝わるのは、その過程にあるどんな努力でもなく、結果ただひとつだ。

「だから、じゃ、ないでしょうか」

　私は言い回しを考えながら、研究員と議論を交わす九重社長に目を向けた。

「え？」

「九重社長は、今の地位に立つまで、自らも常に努力を続けてこられた方です。入社してすぐ、営業や経営戦略ではなく研究所での研修を選ばれたのも、研究員たちの日々の仕事ぶりを目に焼きつけて、努力を重んじる姿勢を、トップに立ってからも忘れないよう、自身に刻もうとされたから、とか」

　最後は自分にも問いかけながら、唇を結んだ。

　所長の反応がないから、そっと目を向けて窺う。

　すると、彼はとても満足げに微笑んで、私に視線を返した。

「その回答。それで、私もよくわかりました。平川さんが、社長に〝全幅の信頼を置ける〟と言わせるに相応しい秘書だということを」

「え？」

　身に余る賛辞を受け、怯んで聞き返すと、彼はふっと口角を上げた。

「私も所長として、この研究所のトップに立つ人間ですから、多少の社内事情は耳に入ります。平川さんは、厚労省官僚のご令嬢だとか」

「っ」

「入社してすぐ、秘書室配属となった。新人の秘書室配属は、当社ではかなり稀な人事ですから」

「……その通りです」

　私は彼に同意して、唇を噛んで俯いた。

「ですが。今、社長にああまで言わせるのは、あなた自身が並々ならぬ努力をしてきたからでしょう」

　なにかしみじみと言われて、私はそっと顔を上げた。

　私を見下ろしていた所長と、目が合う。

「納得です」

「え？」

「先ほど社長は、天城の件を後れを取らずに話題にできたのは、あなたのおかげだと仰った。秘書として真面目で勤勉なのは当然のこと。しかしそれだけでなく、あなたは人間の本質を見極めようと考えている人だ。九重社長は、あなたのそういった聡明さを認めているから、信頼を寄せられるんですね」

　淀みなくまっすぐ言われて、私は虚を衝かれた。

「平川さん。これからも社長を支えてください」

　所長はそう言って、力強く胸を張った。腕組みをして、熱心に研究員の話を聞いている社長に、目を細める。

「業績、利益に繋がる成果だけではなく、そこに至る個々人の努力までも目に留めようとする社長は、この先、理想と現実の狭間で苦しむ日が来る」

「っ……」

　所長の断言は、私の胸にも重く響いた。

　即座に返す言葉を見つけられずに目を彷徨わせ、九重社長に視線が止まった。

　所長に言われるまでもない。私自身、これまで何人かの役員に就いているからわかる。一役員としても社長としても……九重社長は、かなり異質だ。

　でも、目に見えるわかりやすい数字ではなく、そこに至るまでの経緯や努力にも目を向けられる企業トップは、素晴らしいと思えるから。

「はい」

　顎を引いて、しっかりと答えた。所長の視線が戻ってくるのを感じながら……。

「支えます。できる限り」

　だから、ちゃんと向き合ってみよう。

　長年うちの製品の開発を手掛け、その品質を守ってきた所長にこうまで言わせる九重社長に。

　友人の彩葉にまで極端と言われる、偏った持論に逆らってみよう……。

　社長をジッと見つめて、私は意を決した。




　研究所の視察を終え、午後四時を少し過ぎた頃、私たちは本社ビルに戻ってきた。

　往復の車移動で、渋滞にはまるのも想定していたから、次の予定はやや余裕を持って組んである。

　車を降り、グランドエントランスを突っ切る間にスマホでスケジュールを確認して、並んで歩く九重社長を見上げた。

「次の予定まで、二十分あります。社長、少しですがブレイク取ってください」

　そう言いながら、セキュリティゲートにＩＤカードをかざす。社長もほぼ同時に、隣のゲートを通過していた。

　私の方が先に、エレベーターホールに辿り着く。

　なんとなく肩を動かして息をして、辺りにそっと視線を走らせた。

　終業まで、あと一時間ほど。中途半端な時間だからか、エントランスを行き交う社員は少ない。出発時のように注目を浴びることはなく、ホッと胸を撫で下ろした。

　ボタンを押すと、すぐに一番端の箱が開いた。先に乗り込み、社長が続くのを待って、ドアを閉める。三十階に向けて、箱が上昇し始めた。

　狭い空間に、ふたりきり。この沈黙は、落ち着かない。

　昼間、エレベーターでキスされたばかりだし、どうしてもソワソワしてしまう。

　社長は、後ろの壁にもたれかかっている。

　操作盤の前に立つ私の背中に、彼の視線が突き刺さる。

　身動きすらままならない緊張感の中で、私はドアの上の階数表示に目を凝らした。

　と、その時。

「平川さん。俺、今夜のデート断られる？」

　探るように訊ねられ、一瞬ピクッと肩を震わせる。

　そうだ、その話をしなければいけない――。

　私は、肩越しに振り返った。

　九重社長は、両手をスラックスのポケットに突っ込み、夏の夕刻には似合わない、憂いを帯びた表情を浮かべている。

　寂しそうな、どこか傷ついた様子に、私の胸がドキンと跳ねる。

　一歩足を引いて、思い切って身体ごと彼に向き直った。ところが、口を開こうとしたタイミングで、エレベーターがフロアに到着してしまった。

　ドアが両側に開くのを見て、社長は小さな溜め息をつく。

「タイムリミット。……急だしね。わかったよ」

　私がいつまでも返事をしないから、はぐらかしていると思われたのか、〝拒否〟と解釈したようだ。九重社長は、やや勢いをつけて壁から背を離し、微かな風を残して私の横を通り過ぎる。

「あ、社長っ……」

　颯爽と先を歩く背中にとっさに声をかけたものの、秘書室の前だと気付いて、言葉をのむ。ここはこらえてグッと口を噤み、伏し目がちに彼を追った。

　社長が自らドアを開け、社長室に入る。

　まっすぐ執務机に進むのを見て、

「社長」

　私は顎を上げて、改めて呼びかけた。

　九重社長は、脱いだ上着を少し乱暴に執務机に放り、黙ったまま、こちらにちらりと視線を投げてくる。

　私はせかせかと彼の前まで歩いていって、立派な執務机を挟んで対たい峙じした。

「日を改めて、お約束できませんか」

「……え？」

　社長は、一瞬ピタリと動きを止めた。

　私の提案は意表をついたのか、忙しなく瞬きを繰り返す。

「二十年後のプロポーズとか、片想いにお付き合いとか、今朝からいろんなことを言われすぎて、今は心の整理と準備が必要というか」

　彼の男らしい喉仏が、こくりと上下する。

「このまま、今夜デートに応じてしまったら、私は社長のペースに巻き込まれるばかりで、冷静な判断ができません」

「ごもっとも……だね」

　社長は私の話に真しん摯しに耳を傾けて、口元に手を遣って同意を示した。

　一応、強引に押し進めていた自覚はあるのか、きまり悪そうに目を逸らす。

「はい。だから、ちゃんと事前にお約束しましょう。社長のご予定を確認しましたが、直近だと、来週金曜か再来週火曜の夕食でしたら……」

　今までしたことのない個人的な約束を提案する緊張もあり、無駄にテキパキと続ける私を、

「待って。なぜ来週の土曜を省く？」

　社長が、腕組みをして遮った。

「え？」

　手元のスマホに目を落としていた私は、虚を衝かれて顔を上げる。

「来週の土曜。俺、一日オフのはずだ」

　口をへの字に曲げる彼に当惑して、首を傾げた。

「は、はい。社長にとって久々の、完全オフですから……」

「完全オフだから、君に会いたいんじゃないか。決まりだ。来週金曜の夜はディナー、土曜日は一日デートしよう」

「えっ!?　ふ、二日連続ですか」

　思いがけない決定にギョッとして、大きく目を瞠る。

　私の反応に、社長がどこか意味深に、ふっと目を細めた。

「二日連続っていうか……通し？」

「は？」

「金曜は帰すと遅くなるだろうし、土曜は朝から会いたい。だからいっそ泊まりにした方が、時間を無駄にせずに済む」

　ニヤリと好戦的に唇の端を持ち上げる彼に、私は一瞬呆気に取られ……。

「はっ……初デートでお泊まりなんて、あり得ません！」

　すぐに我に返って、勢いよく首を横に振った。

「そうだね。そう言ってもらえて、ちょっとホッとした」

　九重社長も、私の出方はお見通しだったのか、愉快げに肩を揺らす。

「そういう身持ちの固さもないと、今頃とっくに、これまでに食事に応じた男のものにされてただろうし」

「！」

「まあ、宿泊を伴うデートになるかは、その場の流れで決めるということで」

　小気味よくバチッとウィンクをして、あわあわする私をさらりとかわすと――。

「来週末の君の時間、予約させてもらう。俺と過ごすために、空けておいて」

　なんとも蠱こ惑わく的てきに目尻を下げ、満足げに言い放ったのだった。




　午後六時からの新薬企画会議に九重社長を送り出したら、私の今日の仕事は終わりだ。会議が終わるのを待っている必要はない。

　少し溜まった書類仕事を片付けて、午後七時にオフィスを出た。

　エレベーターに乗って、グランドエントランスに下りる途中、バッグの中からスマホの振動が伝わってきた。

　なにげなく手に取り、ＬＩＮＥメッセージを見て、ひゅっと音を立てて息をのむ。

【茉帆！　昼間のアレ、説明求む!!】

　予感はあったけど、やはり彩葉からだった。昼間、九重社長の爆弾発言でどよめく社食に、置き去りにしてしまったのだから当然だろう。

　なんて返事をしようか考えている間に、グランドエントランスに到着した。

　無駄に肩を縮こめてセキュリティゲートを抜け、オフィスビルから出たところで足を止める。

　説明も必要だけど、今はそれ以上に、彼女の意見を聞きたい。

　一度スマホの画面を睨むように見つめて、大きく息を吐いてから指を滑らせる。

【できれば、会って相談したい】

　入力した内容を確認してから、強くタップして送信した。

　声に出して「ふう」と息をつき、スマホをバッグに収める。

　駅に向かって歩き出した、その途端。

「っ……」

　すぐに振動を感じて、再びスマホを手に取った。

【後ろ！】

「え？」

　そこに浮かび上がった短いメッセージにつられて、反射的に振り返る。

　すると……。

「おーい！」

　正面玄関に立ち、こちらに大きく手を振っている彩葉を見つけた。

「え」

　ギョッとして目を剥くと、彼女が小走りで近寄ってくる。

「偶然！　今帰り？」

「うん。ほんと、偶然……」

　きょときょとと瞬きを返す私に、ニッと唇を引いて笑った。

「ちょうどよかった。会って相談。今からどう？」

　なんだかおじさんみたいに、お猪ちょ口こを傾ける仕草を見せる彼女に、私はごくっと唾をのみ――。

　それから十分も経たずに、オフィスビルから徒歩五分ほどの距離にある、小洒落た和風居酒屋のカウンター席に私たちは並んで座った。ビールの中ジョッキを掲げて、乾杯をする。

「ぷはあっ」

　ゴクゴクと数口一気に飲み干し、満足そうに息を吐く彩葉を、私は横目で窺った。

　彼女はジョッキをカウンターに戻すと、

「……で？」

　わずかに身を屈め、目をキラキラさせて、私を覗き込んでくる。

「簡単に話題にしていい相手じゃない人から、恋人に立候補されてるって、どういうことよ!?」

　私は、カウンターに置いたジョッキを両手で支えるようにして、首を縮める。

「言われたのは、つい今朝のことなの。私もなんの冗談だって思ってて……」

「大勢の社員の前であんな大胆に宣言されちゃ、冗談なんて言ってられないでしょ！　ね、どうするの？」

　ワクワクが抑えられない様子でグイグイと攻め込まれ、さらに肩を竦めた。

「昼間も言ったじゃない。社長と茉帆は、女性社員の理想のカップルなの。あの後、みんなきゃあきゃあ大騒ぎだったし、これで断ったりしたら、茉帆、社長ファンの闇討ちに遭うかも……」

「ちょっ……怖いこと言わないでよ」

　ギョッとして目を瞠る私に、彩葉は「へへ」と悪戯っぽく舌を出す。

「もう……」

　私はがっくりと肩を落とし、溜め息をついた。

　手元のジョッキを睨むように見つめて、両手で持ち上げてぐいと呷る。

　彩葉が答えを待って、私の横顔に目を凝らしているのを感じながら……。

「私ね。九重社長と、学生時代に一度会ってるの」

　思い切って切り出す。

「え？」

「彩葉には、話したでしょ？　その頃私は太ってて垢あか抜ぬけなくてもっさりしてて……」

「ああ、うん」

　だいぶ前に、恥を忍んで当時の写真を見せたことがある。

　それを脳裏に描いているのか、彼女の目がふっと上を向いた。

「言われなきゃ、茉帆だってわからないよね。九重社長も……」

「覚えられてた」

「っ、え!?」

　話の途中で言葉を挟んだ私に、彩葉はひっくり返った声をあげた。

「一度会っただけでしょ？　すごい記憶力……って、ああ、名前で？」

　――さすがに、その一度の記憶が相当鮮烈だったなんて、言えやしない。

　あえてそれ以上の説明はせずに、私は無言で頷くだけにとどめた。

「そっか。つまり九重社長は、よくも悪くも茉帆のビフォーアフターを知っている……」

「そう。だから、今までの人以上に、変化した見た目だけで、言ってると思ってた」

「あー……そっかあ……」

　彩葉も曖あい昧まいに言葉を濁して、口を噤んだ。

「はい、お待たせ。焼き鳥の盛り合わせです」

　そのタイミングで、カウンターの向こうから料理を出され、私は両腕を伸ばして受け取った。

「ありがとうございます」

　彩葉との間にお皿を置いて、きゅっと唇を結ぶ。

「……でも、逆を言えば、社長は魔法が解けた時の私がどうなるかも、知ってるってことで」

　私はぎこちなく顔を伏せ、たどたどしく続ける。彼女の視線を、感じたまま。

「それでもあんな風に言ってくれるなら……向き合ってみようかな、って思った」

「茉帆……」

「すっ……砂すな肝ぎも、もらうねっ」

　どうしようもない気恥ずかしさを隠して、私は無駄に声を張った。

「え？　ああ、うん」

　呆気に取られる彼女の前で、焼き鳥の串を取った。

　串からひとつ箸で外して、口に放り込む。

　コリコリと音を立てて咀そ嚼しゃくする私を、彩葉はジッと見つめていたけれど。

「……そっかあああ！」

　なんだか嬉しそうに、声をあげた。

「そっかそっか。うんうん」

　そう言って、つくねの串を取る。

　串のまま、かぷっとかぶりつくのを横目に……。

「それで……あの」

　私は、自分の手元に目を落とした。

　彼女が「ん？」と、こちらに顔を向けてくるのを待ち、

「来週末、デートすることになって」

　ためらいながら、やっと相談を切り出す。

「早速!?　うひょお～、早業」

　からかうような、ボヤくような反応に、一瞬身を竦めながら、

「いっ……いくらなんでも、初デートでお泊まりなんて軽々しいわよね？」

　縋すがる思いで、同意を求める。

　彩葉は、大きく見開いた目で私を凝視して、ごっくんと喉を動かした。

　そして。

「社長とお泊まり……？　ちょっとお……羨ましすぎるんだけど……」

「え？」

　なにやら、絞り出すような声で呟いて、カウンターにゴンと額をぶつけた。

　彩葉は「羨ましい、腹立たしい」と悶もん絶ぜつするばかりで、結局、私の相談に真剣に答えてくれなかった。

　しかも……。

「私たち今年三十になるんだし、なにがあっても自己責任でいいでしょ。軽々しいもなにもない！」

　最後は半分持て余して言われてしまい、結局正解に辿り着くことができなかった。




　社内では翌日以降も、食堂での社長の爆弾熱愛宣言の余波が広がっていた。

　ひとりでいても、居心地悪いほどの視線を感じる。それでいて、どこを歩いても遠巻きにされる……こんなに肩身の狭い思いをするのは、入社以来初めてだった。

　一方、もともと社員から注目されることに慣れている九重社長は、堂々としたもの。

　事前にデートの約束をしたのも功を奏したのか、地位ある大人の男の落ち着きと余裕を、完全に取り戻していた。

　怒ど涛とうの勢いで私を口説いた熱っぽさはすっかり鳴りを潜め、威厳を感じさせるほど悠然とした居佇まいで、私の方がかえって拍子抜けしたくらいだ。

　おかげで、私さえ人の目を気にしなければ、仕事はスムーズに進み――。

　あっという間に、翌週金曜日を迎えてしまった。

「先に行ってて。俺も、終わったらすぐに行くから」

　九重社長は、朝から浮足立っていた私に、レストランの名前と予約時間を記したメモを渡して、本日最後の来客対応に出ていった。

　先々週と違い、彼の住処とは別のホテルにある、ミシュランで三つ星の評価を受けたフレンチの超名店だ。

　私は先にオフィスを出て、約束の午後七時にレストランを訪れた。

　九重社長の名前で予約してあることを告げると、品のいいギャルソンが恭うやうやしくテーブルに案内してくれた。

　窓に面した半円形のテーブルで、席に着いた全員が外の景色を眺められるようになっている。テーブル同士の間隔がゆったりと広く取られていて、個室ではないけどプライベート感たっぷり。なんとも優雅な気分で、美味しい食事を堪能できそうだ。

　椅子を引いてもらい、スカートの裾を押さえて腰かける。

　真正面の大きな窓から、夕陽が沈み、群青に染まっていく東京の空が望めた。

　きっと、数時間後の闇が深まった空も、絶景だろう。

　ギャルソンがテーブルから離れていくと、今朝からずっと、地味に速く拍動している胸にそっと手を当てた。

　男性に誘われて食事するたびに、いつもこうやって緊張した。

　今もそう。この緊張感は、これまでと同じ。

　だけど、いつもとは全然違うものだという自覚もあった。

　今夜は、〝デート〟と約束したからだろうか。社長とは先々週も食事したけど、あの時ともまた違う――。

　私はテーブルに両手で頬杖をつき、肩を動かして「ふーっ」と息を吐いた。

　ついソワソワして、左手首の腕時計に目を落とした時。

「お待たせ。ごめん。ちょっと遅くなった」

　背後から耳慣れた声がして、ハッと振り返った。

「い、いえ。お仕事、お疲れ様でしたっ……」

　弾かれたように腰を浮かせる私を、すぐ後ろに立っていた九重社長が、やや苦笑気味に制す。

「デートだろ。仕事から離れて」

　ギャルソンが引いた椅子に腰を下ろし、私にも着席を促す。

　私はカッと染まる頬を気にしながら、肩を縮めて座り直した。

「九重様。本日のご来店、誠にありがとうございます」

　ギャルソンが丁寧に挨拶をして、本日のおすすめを説明してくれる。

　九重社長は一通り聞いた後、ちらりと私に目を向けた。

「平川さん、食べられないものとかある？　なにか希望があればどうぞ」

「い、いえ。好き嫌いもありませんし、社長にお任せします」

　スマートな気遣いを受け、肩を力ませて答えると、「そう？」とさらりと返された。

「それじゃ、前菜はアスパラガスにしようか。アスペルジュ・ソース・ムスリン。メインは魚料理でどう？　スズキのフィレ・ド・バー。シンプルな料理にこそ、名店と言われる所以ゆえんがある」

　なんとも小慣れた様子で、オーダーを決めていく。

　ギャルソンが、目元を和らげた。

「さすが、お目が高い。今日のスズキは千ち葉ば県産で、非常に脂のりがいいですよ」

「よかった。じゃ、それでお願いします」

　料理が決まると、ソムリエがワインリストを差し出してくれた。

　メイン料理が魚で、夏だし……と、九重社長は冷やした白のスパークリングワインをセレクトした。

　ギャルソンとソムリエがテーブルから離れていくと、ネクタイを緩めてひと息つく。

「緊張してる？」

　ちらりと視線を投げられて、私はピクッと肩を動かした。

「俺とは先々週も食事した。それに、男とふたりきりっていうのも、他の男で場数踏んでるだろ？」

　目を細め、ちょっと意地悪に揶揄されて、わずかに視線を外す。

「場数って。……そんな」

「でも、先々週とはちょっと違うな。あの時は受け答えも慎重に……って警戒心が漂ってたけど、今はデートだって意識してくれてるのかな。警戒というより、隙を見せないように緊張して……」

　宙を見上げてうそぶく様を見て、先々週、話を聞きに彼の部屋に行った時のやり取りを描いているとピンとくる。

「い、一周回って期待なんかしてませんから！」

　思わず身を乗り出して遮ると、九重社長は一瞬きょとんとした目をした。

　そして、口元に手を遣って、ふっと微笑む。

「揚げ足取られるとは」

「今日のこと、この間の同期に相談したんですけど、初デートでお泊まりとか、やっぱりあり得ません。明日デートするにしても、改めて待ち合わせを……」

「ぶっ……相談したの？」

　社長が、小さく吹き出して私を阻んだ。

「っ、え？」

　私は、小気味よく肩を揺らしてくっくっと笑う彼に聞き返した。

　九重社長が、「いや」とかぶりを振って、目尻に滲んだ涙を指先で拭ってから、意味深に口角を上げる。

「初デートで、社長に食われていいものか……って？」

「く……？　……!!」

　一瞬遅れて言われた意味を理解して、私はギョッと目を剥いて絶句した。

　と、そのタイミングで食前酒が運ばれてきた。

　サーブしてもらう間、耳まで真っ赤にして身を縮ませる。

　社長はひとり余裕たっぷりで、優雅に口元を隠してクスクスと忍び笑いをしていたけれど。

「大丈夫。君は俺に向き合ってくれようとしてるからね。それなら、あわよくば……なんて虎こ視し眈たん々たんと隙を狙う必要はない」

「え……？」

　コソッと声を潜めて言われて、私は警戒しながら視線を戻した。

「平川さんの頭の中、俺でいっぱいだろうし。状況が変わった以上、今までの調子で強引に押し進めるのは、むしろリスキーってことだよ」

「～～っ！」

　九重社長は、こんなことにも冷静な危機回避能力を働かせて、食前酒のグラスをスッと手に取る。

「ほら。乾杯」

　グラスを傾けて促され、私は唇を尖らせて彼に倣った。

「……乾杯」

　軽くグラスを掲げて乾杯に応じる。

　互いに二口ほど飲んで、ほとんど同時にテーブルに戻した。

「ほら。俺の念願叶ったデートなんだから。そんなむくれた顔してないで」

　バチッとウィンクしながら言われて、私は微妙に目を彷徨わせた。

「……念願、って」

「え？」

「どうして私、ですか？」

　やっぱり消えない根本的な疑問が、喉に引っかかりながらも口をついて出た。

　その時、食前酒に続いて前菜が運ばれてきて、私も彼も口を噤む。テーブル係の男性が離れていくのを、肩越しに窺ってから、私は窓の外の空に目を向けた。

　いつの間にかすっかり濃い闇に包まれていて、遠くにキラッと瞬く星が見える。

「社長が本気だってことは、ちゃんと承知してます。だから、向き合いもしないでお断りするのは、誠実じゃないと思いました」

　横顔に彼の視線を感じながら、たどたどしく話す。

　社長が、ふっと小さな吐息を漏らした。

「真面目だね。食べながら話そうか」

　そう言って、綺麗に並べられた銀のカトラリーを手に取る。

　どこまでも洗練されたテーブルマナーで、アスパラガスにナイフを入れる様を視界の端に映しながら、私もナイフとフォークを持った。

「……いただきます」

　挨拶をして、手を動かし始める。

「で？　続き、どうぞ」

　先を促されて、一度ゴクッと唾を飲んで、

「本気で誘われてるなら、その理由がわからないんです」

　早口で言い切ってから、答えを求めて彼の方に顔を向けた。

　九重社長は、窓の外の夜景をまっすぐ見据えて、静かに口を動かしている。

　男らしく隆起した喉仏をこくりと動かし、ナプキンで口元を押さえてから、私に目を合わせた。

「大学生の頃の君を知っている俺が、本気で惚れる理由がわからない……ってこと？」

　話の意図を確認されて、私は頷いてみせた。

　社長は、やれやれというように、眉をハの字に下げる。

「言ったろ？　君はあの時だって十分可愛らしかった。平川さんは、自分を卑ひ下げしすぎだ」

　溜め息交じりに言われて、私は思わずグッと声をのんだ。

「そのわりに、今の自分の価値も認めない。なんで？　君の長年の努力の証あかし、俺は本当に美しいと思うよ」

「っ……」

　困ったように諭す言葉が、直球で胸に刺さった。

　そして、この間研究所で、所長から聞いた話が胸をよぎる。

「社長は……ご自分と同じように努力をしてきた人間を尊いと思う、からですか？」

　自分なりの解釈が正しいかどうか、問いかける。

　九重社長はお皿に目を落として、ゆっくりナイフを動かし……。

「ちょっとだけ、ニュアンスが違う」

「え？」

「俺と同じように、じゃなくて、君と同じように。……俺はね。君がうちの会社に入社したことも、秘書室に配属されたことも、知っていたんだ」

　フォークを口に運んでから、悪戯っぽく瞳を動かす。

「……えっ!?」

　私は、驚きのあまり目を瞠った。

　私の反応に、彼はクスクスと笑い出す。

「入社してすぐの頃は、学生の時と比べてだいぶスリムになっていたけど、まだまだ垢抜けてなかったかな。役員秘書なんて荷が重すぎたんだろうね、泣きそうにしてたのも見たことある。……あ、その頃俺は入社三年目で、経営戦略部に移っていた」

「！　じゃ、じゃあ、この八年ずっと、同じビルで……？」

　上擦った声を挟む私に、「そ」と軽い調子で返してきた。

「嘘……私、全然知らな……」

「知らなかったのは、〝九重奏哉〟に興味も関心もなかったからだろ。君は今までずっと、与えられた仕事をこなすのに必死だった。脇目も振らず、社内の噂に耳を傾けることもできないくらい。……ああ、俺が〝柏木奏哉〟のままだったら、君の気を引けたのかな」

　呆然とする私を先回りする言葉は、これまでの私も、そして思考までも見透かされているようで落ち着かず、視線を彷徨わせる。

　そんな私を、社長はクスッと笑って、

「ぶっちゃけて言うと、この四月に再会した時、本当に十年ぶりだったら、俺にも君だとわからなかったかな。これまでの努力が確かな自信になり、君は内面から輝いていた。俺には、たまらなく魅力的だったんだよ」

　なにか噛みしめるようにしみじみと言って、社長はナイフとフォークをお皿に開いてのせた。自由になった右手を、私の左手にそっと重ねてくる。

「っ」

　私の胸はほとんど条件反射で、跳ね上がった。とっさに手を引っ込めようとしたものの、彼の手に〝逃がさない〟というような力がこもる。

「あの時の俺のアドバイスも、少なからず影響してるんだろう？　そうして、今の君がいる。……それは、俺も同じ。君と出会ったから、今の俺が在る」

「しゃ、社長……」

「互いの在り方を変えた出会い。これは間違いなく運命だ。……どう？　再会して、俺が君に惹かれて惚れ込むのは必然だった……と思えない？」

　グッと背を屈めて横から覗き込まれ、心臓がドッドッと激しく拍動する。

　私の方が先に〝運命〟という言葉をよぎらせていたことを、見抜かれたのかと思った。

　息苦しくて、テーブルの上で握られた手に目を落としてしまったのが、失敗だった。

　私の鼓動は限界を超えて高鳴り、言葉を返す余裕も失い、ギュッと目を閉じた。

　横から、ふっと小さな吐息が聞こえる。

「困ったな。これ以上は、言葉で納得させるのは難しい。やっぱり態度と行動で……」

　なにやら思案する口調にピンときて、私は勢いよく目を開けた。

　急いで左手を引っ込めて――。

「じゅ、十分です！　態度も行動も必要ないですからっ」

「えー……」

　どこまで本気か、残念そうに声を尻すぼみにさせる彼から、顔を背ける。

　信じられないくらい、頬が熱い。耳も、燃えてるんじゃないかと思うほどだ。

　速すぎる鼓動が苦しいのに、きゅんとしてきゅっとして、甘く切なく胸が疼く。

　――これを、恋のときめきと言うんだろうか？

　初めての感覚に覚束なくなり、私は無駄にせかせかとフォークを口に運んだ。

「美味しい？　気持ちのいい食べっぷりするね」

　九重社長が、横から意地悪に揶揄してくるけれど。

「ほ、本来、食べるのは好きなんです。油断すると太るから、控えめにしてるだけで」

　どうでもいい上に、可愛くない言い訳で誤魔化すのが、精一杯だった。




　三時間ほどゆっくり夕食を共にして、時刻はもう午後十一時。

　ホテルからふたりで乗ったタクシーは、私のマンションの前で停まった。

「へえ。なかなか立派なところに住んでるんだな」

　私が先に降りると、九重社長がドアの隙間から覗くようにして、マンションを仰ぐ。

「は、はい。三年ほど前に、ひとり暮らしを始めて……」

　私は説明の途中で自分にドキッとして、口を噤んだ。

　――ひとり暮らし。

　今夜の夕食から明日のデートまで〝通し〟だなんて言われているのに、このタイミングでそんな情報、誘ってると捉えられても反論できない。そう深読みしたからだ。

　だけど。

「平川さんがエントランスに着くまで見送るから、早く行きな」

　社長がそう言って、タクシーのドアが閉まった。その代わり、窓が開く。

「っ、え？」

　私は、思わず彼を見下ろした。

「明日十時に、車で迎えに来るよ」

　にっこり笑ってヒラヒラと手を振られ、当惑顔をしてしまう。

「どうした？」

　そんな私に、社長の方も不思議そうに首を傾げる。

「い、いえ！」

　私は慌てて、ほとんど飛び退く勢いでタクシーから離れた。

「それじゃ……ご馳走様でした。お休みなさい」

　不自然なほど大きく距離を取って、ペコリと頭を下げる。

「お休み」

　彼の返事を聞いて、意識してゆっくり背を向けた。

　小走りでマンションに入り、エントランスの自動ドアから、通りを振り返る。

　タクシーは、まだ停まっていた。社長が気付き、ここでも手を振ってくれる。

　私も最後に一度会釈して、そそくさと中に駆け込んだ。

　タクシーが走り出すエンジン音を確認すると、壁に背を預けて天井を仰ぐ。

「……ふう」

　声に出して息をつき、身を縮めながらエレベーターに乗った。途中で停まることなくフロアに上る。単身者が住むにはゆったりした間取りの、十階建てのマンション。八階の端からふたつ目が私の部屋だ。足音を立てないように通路を歩く。

　しっかりと玄関を施錠して、廊下の奥のリビングに急ぎ足で辿り着くと……。

「……っ！」

　電気も点けずに、勢いよくソファに飛び込んだ。スプリングが跳ねる衝撃を、クッションに顔を埋めてやり過ごす。お腹の底から長く深い息を吐き出して、モゾッと顔を横に向けた。

　レースカーテンが引かれた窓から、明るい月明かりが射している。

　レストランの窓から望んだ、ややオレンジがかった、満月が近い大きな月。

　――もしかして、今夜、この月を社長と夜通し眺めることになるのかな。

　私は彼との食事の途中、確かにそんなことを考えた。

『タクシーで送るよ』と言うのも、マンションに着いたら一緒に降りるつもりだとばかり思っていた。だから私は、タクシーの後部座席に並んで座っている間も、食事中の比じゃないほど、緊張を募らせていた。

　そう……緊張していただけ。拒否も警戒心もなかった。

　なのに、あっさり『見送る』なんて言われて、拍子抜けした。

　予想と違う展開に当惑した私を、九重社長は本当に不思議そうに見ていた。

「絶対見透かしてると思ってたのに……」

　私が勝手に先走って誤解しただけ？　そうだとしたら、ただただ恥ずかしい――。

　再びクッションに顔を埋めて、バタバタと足を動かす。

　……今夜、社長が言ってくれた言葉、全部嬉しかった。

　真摯に語ってくれた想いにも、ただただきゅんとした。

　初デートでお泊まりなんてあり得ないと、生真面目に豪語したにもかかわらず、手の平を返して〝期待〟に転じさせられるほどに。

　あの鋭い社長が、気付かないわけがない。『君もその気だっただろ？』とかなんとか言って、強引に上がり込むと思ってたのに、本当に送るだけで帰っていくなんて。

『虎視眈々と隙を狙う必要はない』というあの言葉こそ、本心だったのか。

　今までが今までなだけに、突然紳士になられても、どうしていいかわからない……。

　私は、ソファの上でゴロンと寝返りを打った。

　仰向けになって、ぼんやりと浮かび上がる白い天井を見上げる。

　予想に反して、仄暗いリビングにひとりきりになって、意味不明な寂しさを感じる。

　今夜の九重社長の言動すべてに、胸がきゅんとしたりきゅっとしたりした。

　やっぱりあの反応こそが、ときめきなんだろうか――。

「あー……もう……」

　自分で自分を持て余して、私はポツリと呟いた。

　なんとなく腕時計を見ると、社長と別れてから、十分も経っていない。

　なのになぜか、今、会いたいと思う。明日、彼が車で迎えに来るまで十二時間もないのに、すぐ会いたくて、朝が来るのが待ち遠しくてたまらない。

「お茶でもいかがですか、くらい、言えたらよかったのかな……」

　私は額に腕をかざし、ギュッと目を瞑った。

　ああ――。

　こんなに切ないのも、胸の疼きも、恋のせいなんだろうか。

　初めてで断言できないけど、私の中でひとつだけはっきりしていること……。

　今私は、社長にそばにいてほしいと思っている。

　それが、紛れもない本心だった。










デート最後の目的地




　朝が来るのが待ち遠しい。気持ちが逸り、高揚していて眠れそうにない。

　だけど、起きていても、一向に進まない時間に焦れてしまう。

　一度寝てしまえば、いつもはあっという間に朝が来る――。

　だから私は、午前一時前にはベッドに入った。

　身体は睡眠体勢に入ったものの、案の定、頭はギンギンに冴え渡っていた。何度も寝返りを打って、枕元に置いたスマホを持ち上げた。時間を確認して、さっきから五分しか経ってないことにジリジリして……。

　結局、明け方に少し微睡まどろんだだけで、朝を迎えた。

　まだ、やっと七時――九重社長が迎えに来るまで、あと三時間もある。

　でも、これ以上は眠れそうにない。

　私は、ベッドから降りた。リビングに出て、カーテンを開ける。途端に射し込む、朝からギラギラの日光に、目を眩くらませる。

　夏本番、連日強い陽射しが地上に降り注いでいる。

　少し窓を開けただけで、湿気が強いモワッとした空気が流れ込み、室温が一気に上昇した。肌がじっとりと汗ばむ不快感に小さな息を吐いて、シャワーを浴びようとバスルームに入った。

　出かける支度をする時間は、十分にある。髪を洗い、身体も念入りに擦った。

　シャワーを終え、髪をタオルドライしながら寝室に戻る。着ていく服を選ぶために、クローゼットを開けた。

　九重社長といる時、私はいつもスーツ姿だ。でも、今日は土曜日。仕事ではなくプライベートの約束だし、堅苦しくない服装で大丈夫。そのせいで、逆に悩む。

　これはどうか、いや、やっぱりこっちか……なんてブツブツ呟きながら、手当たり次第に服を引っ張り出す。

　ベッドに服の山ができたところで、インターホンが聞こえた。

「……えっ!?」

　私はギョッとして、リビングにひょいと顔を出した。

　服選びに迷ううちに、いつの間にか約束の時間になったのかと思ったけど、壁時計はまだ午前九時を示すところ。

　約束は十時。いくらなんでも早すぎる。

　でも、来訪者は九重社長以外に考えられない。

　どうしよう。

　髪を乾かしてないし、メイクもしてない。なにを着ていくかも決まってない！

　それでも、応答しないわけにはいかず、私はあたふたとインターホンに駆け寄った。

「はいっ」

　やや上擦った声を出し、テレビモニターを覗き込んで……。

「……は」

　そこに映っているのは、九重社長ではなかった。

『おはよう、茉帆。朝からごめんなさいね』

　インターホン越しの声も、男性のものではない。

『急で悪いけど、話があるの。開けてちょうだい』

「お、お母さん!?」

　キビキビと畳みかけられ、私は素っ頓狂な声をあげた。




　それから五分後――。リビングのソファに、母が座っている。

　私はコーヒーを淹いれたマグカップを両手にひとつずつ持って、リビングに入った。

「どうぞ」

　テーブルにカップを置いて勧めてから、母の隣に腰を下ろす。

　母は、「ありがとう」とカップを手に取り、ゆっくり口をつけた。

　呑のん気きなくらい優雅な仕草に、私は壁時計を見てソワソワしてしまう。

　さっきまで、焦れるくらいのんびり進んでいた時間が、いきなり駆け足になったみたい。秒針が時を刻む音すら、落ち着かない。

「あの……お母さん。話ってなに？」

　結局、自ら母を促した。

「私、この後約束があって……」

「あら、そうなの。それじゃ、ゆっくりしてたら悪いわね」

　カップをテーブルに戻してそう言ってくれて、ホッと胸を撫で下ろす。

　母は傍かたわらに置いた黒い革のバッグから、白い封筒を取り出した。

「これを見てちょうだい」

　胸元に差し出されて、私はそこに目を落とした。

「……なに？」

　やや警戒心を滲ませ、母と封筒を交互に見てから、そっと受け取る。

　母は私が中を検あらためるのを待ってか、説明しようとはしない。

　仕方なく、自分で封筒の中身を摘まみ出し……。

「お父さんの元部下でね。今は、天城ファーマライズに出向してらっしゃるの」

　きちんと製本された写真と釣り書きで、一目瞭然。

　説明がなくても、お見合いの話だとわかる。

「とても真面目で、信頼を置ける人柄だそうよ」

　母は私の反応を待たずに、自ら私の手元の写真を開き、視線を促す。

　私はほとんど惰性で、手元に目を落とした。

　父の部下……つまり、厚生労働省の官僚。

　生真面目な目つきにも顔かたちにも、柔らかみはない。見るからにお堅い感じの三十代後半くらいの男性は、いろんな意味で角張った四角い人、というのが第一印象だった。

「天城ファーマライズ……？」

　つい先週、新薬の認可申請のニュースを、新聞で見たばかり。

　研究所の視察に行った時、九重社長が自ら話題に挙げたことも記憶に新しい。

「大浦さんの時は、勤め先の会社の経営問題で、破談になったじゃない？　茉帆にはなんの非もないのに、可哀想な目に遭わせちゃって」

　当時を思い出したのか、母はどこか憂い顔になる。

「その点、この方はただの出向だから、いずれ厚労省に戻ってくる。会社の業績なんて、当人同士じゃどうにもできないことにも左右されない。なにより、お父さんの部下だから安心でしょう」

「お母さん」

　私は、話の途中で写真を閉じた。

「ごめんなさい。私、お見合いはしない」

　写真と釣り書きを収めた封筒を、母の膝に戻す。

「え？」

「今、結婚とか考えたくなくて」

　自分の膝に両手をついて、肩を力ませてそう言った。

「それだけじゃない。私、もう学生時代とは違うの。結婚とか人生とか、お父さんの言う通りにするんじゃなく、自分で決めたい」

「茉帆……」

　母が眉をハの字にするのを視界の端に留め、深く頭を下げる。

「私、可哀想じゃないの。大浦さんと破談になった時、本当は、よかったって思った」

　息継ぎもせずに一気に言ってから、思い切って顔を上げた。

「あのまま結婚してたら、社会人になってからの出会いは全部なかった。どの出会いもとても素敵で、大事なの」

　膝の上の手を、ギュッと握りしめる。母の視線が、ふとそこに向けられた。

「……それ、どういう出会い？」

「っ、え？」

　静かに探るように問われて、私は一瞬口ごもってしまった。

「どういう、って……そりゃ、いろいろだよ」

　目線を彷徨わせながら、心に思い浮かべてみる。

「なんでも話せる同期や、目標にできる先輩。普通にしてたら、絶対に言葉を交わすこともない立派な役員……」

　頭の中で指折り数えて、最後に九重社長の顔が浮かんだ。

「っ……」

　思わず声をのみ、口を噤む私を、母はジッと見つめていたけれど。

「社内で好きな人でもできたの？」

　ためらいなく直球で訊ねられて、私はピクッと指を震わせた。

「……え？」

　心から社長が消えなくて、聞き返すまでに一瞬の間が空いてしまった。

　母は目を伏せ、小さくふう、と息をつく。

「あ、あの……」

　母がなにをどう捉えたのかわからず、私は横目で窺った。

　だけど、なんの反応もないから、私と母の間に微妙な沈黙がよぎる。

　とその時、どこまでも呑気に、インターホンが鳴った。

「え？」

　私も母もほとんど同時に、テレビモニターの方に顔を向ける。

「っ、あ」

　今度こそ、九重社長？

　約束の時間にはまだ全然早いから、とっさに思考を切り替えられなかった。

　私より早く母が反応して、スッと立ち上がる。

「お母さんっ」

　テレビモニターの方へと歩いていくのを見送りかけて、私は我に返った。慌てて腰を浮かせる。

「お母さん、待っ……」

「どちら様ですか？」

　私が追いつく前に、母が応答していた。

　母の向こうのモニターに映っているのは、確かに九重社長だった。

　条件反射で息をのんだ私の気配が、彼に伝わるわけがない。

『おはよう、平川さん。ごめん。ちょっと早く着いた』

　社長は、応答したのが私だと信じて疑わずに、ややはにかんだ笑みを浮かべる。

『外で待ってるから、支度できたら降りてき……』

「はっ、はい！　急いで行きます！」

　私は母の前に身を滑らせて割り込み、社長に応えた。

『ああ』という返事の途中で、通話を切る。

　なぜだか、呼吸が乱れていた。肩を上下させて息を整える私の真後ろで、母は黙って佇たたずんでいたけれど。

「今のが、この後の約束の相手？」

　そう問われて、私は肩越しに目を遣った。

「……お母さん、ごめんなさい。支度したいから」

　返事を濁し、母の横を摺すり抜けて寝室に急いだ。




　慌ただしく身支度をしてマンションから出ると、目の前の通りにシルバーのベンツが停まっていた。運転席に、九重社長が見える。

　私は小走りで駆け寄って、コツンと窓を叩いた。

「社長」

　社長は、すぐに気付いて顔を上げた。

「おはよう」

　わざわざ車から降りて、挨拶してくれる。

「おはようございます。すみません、お待たせして……」

「俺が早く来すぎたんだから、謝らないで。さ、乗って」

　私と一緒に助手席側に回り、私をシートに促した。

「ありがとうございます」

　私のお礼を聞くと静かにドアを閉め、「ん」と頷いて応じてくれた。

　朝から、完璧なエスコート――。

　仕事中は私がすべき一連の行動を社長からされて、肩を縮こませて恐縮する。

　運転席側に戻ってきた彼が、軽く車体を揺らして乗り込み、シートベルトを締めた。

　そして。

「それに、タイミング悪かったかな。あれ、お母さんだろ？」

「え？」

　いきなりの質問にギクッとして、シートベルトを引き出す私の手が止まった。

「車に戻って待ってたら、マンションから出てきた女性に、『九重製薬の方ですか』って声をかけられた」

　私が支度をしている間に、母はいなくなっていた。

　一応、外出前の私を気遣ってくれたんだと思い、あまり気にしていなかった。

　でも、母は、マンションの前に車を停めて待っているのが、私が約束している相手だと知っている――。

「あの……なにか言われましたか？」

　私は、母の意図を測って、恐る恐る問いかけた。

「娘がいつもお世話になっておりますって」

「他には？」

「それだけ。面立ちが平川さんと似てたから、ピンときて。名刺出して挨拶しようとしたんだけど、その前に行ってしまった」

　九重社長はそう言って、顎をさすった。

「そ、そうですか」

　母から持ち込まれたお見合いを、断った後だ。わざわざ彼に声をかけるなんて、なにか思惑があってのことだと思ったけど、考えすぎだっただろうか……。

　無意識に首を捻った私の隣で、社長は無言のまま思案顔をしていた。

「あの……？」

　それに気付き、私が声をかけると、

「いや」

　それだけ言って、かぶりを振った。

「出発しよう」

　私にシートベルトを締めるよう促し、エンジンを駆動させる。

「あ、はい」

　ちょっと腑に落ちない気分を追いやり、私はカチッと音を鳴らしてベルトを締めた。

　社長が静かにアクセルを踏むと、銀色の高級車は、住宅街のやや広めの道路をゆっくりと走り出した。

　どこか消化不良で終わった会話を気にしながら、彼を窺う。

　仕事中は丁寧にセットされている前髪は、特に手を加えていないのか、さらりと額にかかっていて、リラックス感たっぷりだ。

　まっすぐ前を向く、端整な横顔。ハンドルを握る、骨張った大きな手。

　シートにゆったりと背を預け、自ら車を運転する彼を見るのは初めてだ。

　というか、当たり前だけど、スーツじゃない。

　涼しげな水色のサマージャケットが後部席に置かれているけど、すっきりしたＶネックの白いＴシャツに、細身の黒いスラックス。

　考えてみたら、社長が半袖を着ているのも、初めて見た。

　彼は仕事中、腕捲りをすることはあまりない。短い袖から伸びる、引き締まった長い腕も見慣れない。Ｔシャツから覗く浮き出た鎖骨まで、どこまでも新鮮だ。

「どうしたの、平川さん」

　社長が、私の方に顔を向けてきた。

　車はいつの間にか広い国道に合流していて、信号待ちの列に並んでいる。

「え？」

　質問にきょとんとして、私は瞬きで返した。

「さっきからずっと、俺に熱い眼差しを向けてくるから」

　無自覚だったのかと言いたげに、九重社長は目尻を下げて苦笑いする。

「！　も、申し訳ありません」

　いつもと違う休日の彼を観察するうちに、この間研究所に行った時と同じように、大きく身を乗り出していた。慌てて助手席に身体の重心を戻し、シャキッと背筋を伸ばす。

「いや。俺、なにか変？」

　社長は優雅に口元を手で隠し、クスクス笑った。

「いえ、変なんて、なにも」

　首だけじゃなく両手もあたふたと振りながら否定して……。

「その……なにからなにまで新鮮で」

　首を縮めて、付け加えた。

「え？」

「今日の社長です。スーツじゃないのも、ご自分で運転してるのも」

「ああ」

　社長は短い相槌を打って、柔らかく目元を緩めた。

「それは君も同じだろ」

　彼の視線が、私の頭のてっぺんからゆっくり下りてくる。

　なんとなくつられて目を動かすうちに、最後はスカートに落ちた。

　バタバタと支度をしたから、きちんと考えてのコーディネートにはならなかった。

　透ける素材の、薄いグレーのサマーニット。ボトムは、サーモンピンクのロング丈のシフォンスカートだ。

　暑いから素足にサンダルを合わせたかったけど、長く歩くかもしれないと考え、歩きやすさ重視で、いつもより少しヒールの低いベージュのパンプスにした。

　大急ぎのコーディネートになったものの、普段のお堅いスーツ姿の印象が薄まるよう、一応少しだけフェミニンに寄せたつもり。

「オフだと、だいぶ可愛らしい印象になるんだな。君の方こそ新鮮で、初恋みたいにドキドキする」

「っ！」

　結構きゅんとすることをさらりと言われて、私はひゅっと喉を鳴らして息をのんだ。

「な、なにを言ってるんですか」

　エアコンが効いた車内は涼しく快適なのに、急激に体温が上がった気がした。

　頬が熱いから、赤くなっているのもわかる。

　反射的に顔を背けたけれど、一瞬遅く――。

「……平川さん、耳真っ赤」

「！」

　わざわざ意地悪に指摘されて、両手でパッと耳を押さえた。

　さらに、身体ごと窓の方を向いて、隠したつもりだったのに。

「くっくっく……」

　押し殺したような含み笑いが聞こえてくる。

「社長っ！」

　正面に向き直って咎める私に、社長は「悪い悪い」と謝った。

　でも、目尻に涙まで滲ませていたら、悪いと思ってるようには見えない。

　前方の信号が青に変わり、車が走り出しても、笑い声はやまない。

「もう！　変な笑い方しないでください」

　私は、ムッと頬を膨らませてしまった。

「ごめん。からかったつもりじゃない。せっかくのデートなんだし、むくれた顔しないで」

　横から視線を流され、思わずグッと詰まる。

　昨夜も同じことを言われた気がする……。

「す、すみません」

　私は肩を縮こませて、膝の上の手に目を落とした。

「いや。これこそ、普段の俺たちらしい空気だしね。でも……」

　九重社長は、スマートなフォローを入れて、一度言葉を切る。

　私は続きを待って、その横顔を見つめた。

「ちょっと前までは、俺が何度誘っても、どんな言葉をかけても、まったくなびかなかった平川さんがさ。今、ちゃんと俺を意識してくれてると思ったら、にやけそうなほど嬉しくて」

「っ……」

「……脈ありかも？って、期待してしまう」

　そう言う彼の口元が、わかりやすく綻ほころんだから、私は慌てて顔を伏せた。

　――なんだろう。

　本気から逃げず、社長と誠実に向き合ってみようと決意してからというもの、いつもなら薄笑いであしらえた言葉すべてが私の胸を射貫き、ドキッとしてきゅんと疼く。

　そんな自分を取り繕うことも、話の矛ほこ先さきを変えてはぐらかすこともできないくらい、今、私は社長の前で余裕がない。

「さて。とりあえず、これからのプラン、相談しようか」

　彼も、ようやく笑いを引っ込めた。明るく声を弾ませて、話題を切り替える。

「俺、車走らせるの好きだから、このままドライブもいいな。昼も夜も、レストラン予約しないで、通りがかりで美味しそうなとこ見つけて、ふらっと立ち寄るのもいい」

　提案されたプランは、思いがけず普通だった。社長のことだから、若干キザなくらい、抜かりなく練り上げた極上のプランを用意してるかと予想してたのに。

「平川さん？」

　私の返事を待って、九重社長が横目を向けてきた。

　意外に思っていたのが、私の顔に出ていたのか。

「あ～……ドライブ長すぎても、君には退屈だよな。うん。行き先決めよう。遊園地でも映画でも水族館でもいいよ」

　ちょっとバツが悪そうに、指先で鼻の頭を掻く。

「い、いえ！　ドライブ、嬉しいです」

　誤解を招いたと気付き、私は慌てて首を横に振った。

「そう？」

　社長が、首を傾げる。

「はい。それで、社長が運転に疲れたら、どこかで停まって休憩取りましょう」

　勢い込んで付け加える私に、彼はふっと目を細めた。

「サンキュ。じゃあ、車走らせるから、停まりたいとことかあったら言って。……それから」

　目尻に皺まで作って嬉しそうに相好を崩してから、フロントガラスの向こうに視線を投げる。

「今日の最後に、一箇所だけ。君を連れていきたいところがあるんだ」

「え？　はい。……どこですか？」

　どこか改まった様子に虚を衝かれ、私は質問を挟んだ。

「最後のお楽しみ」

　九重社長はひとり満足げに、煙けむに巻くような言い方をする。

「……？」

　私はついつい首を傾げたけれど、社長が鼻歌を歌い始めたから、それ以上の追及を諦め、肩を竦めた。半ばつられるように、フロントガラスに顔を向ける。

　世間は夏休みに突入している。朝から真っ青な空が広がる週末、行楽地に向かう車で、道路はいつもより混雑している。

　行き先を定めないのも、できる限り渋滞を避けるのが目的なのかもしれない。

　ノロノロと進む車列の中、先を行くワンボックスの後部座席で子供がはしゃぐ様子を眺めながら、私は視界の端で社長を気にした。

　――まだ、ほんの数十分前。母がお見合い話を持ってきた。

　私にも、もう大学生の頃の自分とは違うという自信はあるけれど、あれほどはっきりと強い意思を持って断れたのは、九重社長のおかげだ。

　お見合い結婚が破談になって、普通に就職したから経験できた、数々の出会い。

　もちろん、社長との再会も含まれている。

　社長はいつも、私の考えや行動だけじゃなく、もっと根っこにある気持ちを揺さぶってやまない。

　大学時代に彼と出会ったことで、私は変わった。

　見た目も考え方も。結婚が破談して就職した会社で再会して、プロポーズまでされている今となっては、運命的な出会いだったと認めるしかない。

　そんな彼と再会して、私が恋に落ちるのは必然と言うべき――？

　自らの核心を突く質問に、私の胸はきゅっと締めつけられた。




　九重社長は本当に車の運転が好きなようで、たまの休日は、ロングドライブを楽しむそうだ。そのため、道に詳しい。進路に渋滞情報を確認すると、ほとんどカーナビに頼ることなく抜け道や迂う回かい路ろに入り、夏休みのオンシーズンだというのに、二時間もかからず、横よこ浜はまの海浜エリアに到着した。

　ちょうど昼時だったので、ショッピングモールに立ち寄り、イタリアンレストランに入った。

　カジュアルなパスタランチでお腹を満たした後、腹ごなしも兼ねて、モール内をウィンドウショッピングをして歩いた。

　休日午後のモールは、家族連れやカップルで混雑している。

　五歳くらいの男の子が人を縫うようにして走ってきたかと思うと、勢い余って足を滑らせ、私たちのすぐ目の前で転んでしまった。

　私が『あ』と思うより早く、九重社長がサッとしゃがみ込んだ。

「大丈夫か？　怪我は？」

　自らも床に片膝をついて男の子をひょいと起こし、服の埃ほこりを払ってやる。

「うー……」

　男の子が、唸りながらも泣くのをこらえる様子に、柔らかく目尻を下げ、

「強いな、いい子だ。よく我慢できたな」

　そう言って、小さな頭を優しく撫でた。

「しんちゃん！」

　前方から女性の声がして、男の子が弾かれたように振り向く。

「ママ！」

　男の子を追ってきた、母親らしき女性に駆け寄っていくのを見て、社長はゆっくり立ち上がった。

「すみません。ありがとうございました」

　男の子を抱き上げてお礼を言う母親に、「いえ」と笑顔を見せる。

「怪我がなくて、よかった。お気をつけて」

　母親が、何度も頭を下げて戻っていく。

　その腕の中から、男の子がこちらに顔を向けた。

「ありがとう！」

　元気のいいお礼に、社長は相好を崩し、男の子に大きく手を振った。

　私は、そんな横顔を見上げて……。

「子供、お好きなんですね」

　社長に、そう声をかけた。

「ん？　ああ……ああいうの、いいな」

　彼の視線を追うと、母親と男の子は、父親らしき男性と合流していた。

　父親が、母親の腕から男の子を受け取り、肩車をしている。

　彼が言った『いいな』という言葉が、仲睦まじい家族の光景を指すのは、聞くまでもない。

「俺は、ああしてもらった記憶はない」

「……私もです」

　変な共通点に苦笑する私を、彼が見下ろしてきた。

「女の子には、あまりしないもんじゃないか？」

　顎をさすって首を傾げて問われ、私も同じ仕草で返す。

「さあ……。でも、うちの父は、女の子だからしないっていう感じでもなくて……」

　自分で言いながら、子供の頃から父に疎まれていたという理由に行き当たり、最後は声を尻すぼみにした。

　黙って顔を伏せる私になにを思ったのか、社長も唇を結ぶ。

　そして、無言のまま、再び親子三人の背中に視線を向けた。

「俺は、君との間に生まれる子が男でも女でも、いっぱい肩車してやろう」

　わりと真剣に、思案顔をしてポツリと呟く。

　あまりにさらりと言うから、一瞬なんのことだか理解が追いつかなかった。

「……は？」

「俺もいつか、君と子供と三人で、ああやってのんびり休日を……」

「！　ちょ、ちょっとちょっと」

　私と家族になる未来が当たり前であるかのように、平然と語る社長にドキッとして、慌てて言葉を挟んだ。

「止めるな。俺はもうそう決めた」

「い、いえ、そうじゃなくて」

　突如ドッドッと加速する心拍を抑えようと、無意識に胸元に手を遣る。

「……あれ。子供はいらないって言いませんでしたっけ？」

　胸が弾む感覚もくすぐったくて、私はちょっぴり天あまの邪じゃ鬼くな気分で、ちくりとツッコんだ。

　九重社長も、グッと詰まる。

「……いらない。うん、いらない。俺は君とふたり家族でいい」

　取り繕うように、自分に言い聞かせている。

　そもそも、私と家族になるという前提も、正しておきたいところだけど――。

　プイと明後日の方向を向く彼に、

「ぷっ」

　私はツッコミを忘れて、吹き出してしまった。




　一通りショッピングモールを回って、海沿いのプロムナードに出た。

　デート開始から五時間以上が経過していて、私の緊張はすっかり和らいでいた。

　ギラギラの太陽に輝く海を眺め、のんびり散歩しながら、いろんな話をした。

　仕事の付き合いだけではできない会話を楽しむうちに、すれ違う女性たちが、社長に見み惚とれて振り返っていくのに気付いた。

　社長は前に、『誰彼構わず、女に手出しまくったりしてない』と言っていたけど、学生の頃も今も、すごくモテる人なのは確かだ。先ほどの、転んだ子供を起こしてあげたとっさの行動も、優しい言葉ひとつとっても、周りの女性が放っておかないに決まってる。

　ここに来るまでの車の中で、『初恋みたいにドキドキする』なんて言っていたことも思い出し、私の悪戯心がムクムクと沸き上がった。

「そう言えば……社長の初恋って、いつですか？」

　ちょっと足を止め、プロムナードの柵に肘をのせて、なにげなく問いかけてみた。

　突然の話題に意表をつかれたのか、九重社長が「ぶっ」と吹き出した。

「な、なに。いきなり」

　珍しく狼狽うろたえた様子が、私の微細な嗜し虐ぎゃく心をくすぐる。

「さっき、〝初恋みたい〟って言ってたじゃないですか。社長の初恋のドキドキって、いくつくらいのことかなって、興味があって」

　何食わぬ顔で答えてみせると、彼は私の視線から逃げるように、ふいと顔を背けた。

「……言葉のアヤ。そういうウブな感じって、喩たとえたかっただけ」

　歯切れ悪く曖昧に濁す様も、らしくない。

「ウブ……。高校生の頃って感じじゃないですね」

　私は、人差し指を唇に当てて、目線を上げてうそぶいた。

「……おい」

「中学生でしょうか。いえ、もしかしたら小学生とか……」

「そういう君は？」

　追及の腰を折って挟まれ、私は思わずきょとんとしてしまった。

　だけど、すぐに気を取り直す。

「社長はご存じでしょ？　私は大学生の時まで、恋のときめきを知りませんでした」

　それには彼もグッと詰まる。

「……そうでした」

　口に手を当て、くぐもった声で相槌を打つ。

　そんなに話すのを渋るのは、私の想像以上におませな子供だったからなのか……。

　私はほんのちょっぴり胸がチクッとするのを誤魔化し、「でも」と矛先を変えた。

「大学の頃のいろんな噂。全部が全部嘘ってわけじゃないですよね？　お付き合いした人、何人くらいいました？」

「……どうして突然、そんなこと知りたがるの」

　苦い顔をしてガシガシと頭を掻く姿にも、後ろを通る女性たちが視線を注いでいく。

　――それが面白くないから、だなんて、死んでも言えない。

　私は返事をはぐらかし、喉を仰け反らせて空を仰いだ。

　眩しい太陽に目を細める私を、社長は視界の端で見遣っていたけれど。

「俺の方こそ、知りたいよ。君は、あれから今までに……」

　私の隣でくるっと回れ右をして、柵に大きく背を預ける。

　微妙にトーンを落として消え入った声を、最後まで拾うことができず。

「え？」

　私は、彼に視線を戻して聞き返した。

　肩越しに振り仰いだ社長が、口をへの字に曲げて結ぶ。目を伏せ、小さくかぶりを振り……。

「俺の初恋が、いつ、誰とだったかは置いておいて」

　顎を引いて、やけに鷹揚に腕組みをする。

「後にも先にも、俺に初対面で抱いてくれなんて言ったのは、平川さんだけだよ」

　意地悪な流し目をして、一枚も二枚も上手な反撃に遭い、私はぐうの音も出なくなった。




　車に戻った後は、鎌かま倉くら方面に足を伸ばした。炎天下の人混みを避け、重要文化財を車窓から観光して、午後八時頃都内に戻ってきた。

　社長が、赤信号でハンドルから手を離し、左手首の腕時計を見遣る。

「平川さん、お腹空いてる？」

　鎌倉を出発する前に、地元で有名だという和カフェで、抹まっ茶ちゃと甘味をいただいてきた。だから、特段空腹感はない。

　私がそう返事をすると、彼も同意するように頷いた。

「じゃ、そろそろ、本日最後の目的地に行こうか」

　半分自分に言い聞かせるみたいな横顔を、私はそっと窺った。

　今朝、〝最後のお楽しみ〟と内緒にされてしまったので、車がどこに向かっているのか見当もつかない。今日一日ほぼ忘れていた警戒心が湧くのを自覚して、私は緊張しながら窓の外の風景に目を凝らした。

　最終目的地に向かってからほんの十五分ほどで、社長が運転するシルバーのベンツは、東京でも有数の高級住宅街に入った。

　天に聳そびえるほど高いタワーマンションが、ニョキニョキと建ち並んでいる。

　離れたところから眺めると、住居から漏れる明かりが星の近くまで煌めいていて、摩天楼の夜景を彷ほう彿ふつとさせた。

　九重社長は、その中でもひと際立派で真新しいタワーマンションの地下駐車場に、車を進めていく。

　車が停まると降車を促され、私は彼と一緒に地下駐車場からエレベーターに乗った。

　片面ガラス張りの洒落た箱の中で、キラキラの夜景が遥か眼下へと遠くなっていく様を堪能して、地上四十階まで一気に上る。

　誰かを、訪問するんだろうか。でも、こんな時間に？

　行く先に不安がよぎり、ちょっと落ち着かなくなった私に、

「着いた。ここ」

　九重社長はひとつのドアを示して立ち止まった。

　私は彼の一歩後ろで足を止め、その背を仰ぐ。

「どなたの家……でしょうか」

　警戒して、探るように訊ねる私の前で、彼はカジュアルなボディバッグから長財布を取り出した。そこからカードキーを抜き取り、玄関のロックを解錠する。

「どうぞ。入って」

　軽く背を押され、私は少し足をもたつかせながら、玄関先に立った。

「あの、ここは」

　後から入った彼がしっかり施錠する音を聞き、振り返って質問を重ねる。

「おいで」

　社長は私の横を通り過ぎ、さっさと奥に進んでいってしまった。

　私は一瞬呆気に取られたものの、気を取り直して彼の背を追う。

　廊下の突き当たりまで行くと、だだっ広いホールみたいなリビングが視界いっぱいに広がった。

　ドア口に立つ私から見て、リビングの向こう側は全面ガラス張りになっている。

　カーテンやシェードもかかっておらず、遠くの方まで東京の夜景が一望できた。

　家具やインテリアといった類のものは皆無。

　私も、ここがどこだか合点した。

　この立派な部屋は、社長がホテル暮らしをしていた所以、引き渡しが遅れていた新居に違いない。

「やっと、引き渡し完了したんだ」

　そのひと言で、私の勘が当たったのがわかる。

「すごい……素敵なお家ですね」

　物がなくガランとしているのもあって、余計に広々として見える。

　私は一歩中に進み、大きくぐるっと室内を見回した。

　とても天井が高い。

　今、電気は点いていないけど、月明かりに照らされて、リビングの奥に階段があるのを確認できた。

「メゾネットルームですか？」

　問いかけには、「そう」と短い肯定が返ってくる。

「ひとり暮らしには贅沢……。広すぎて、寂しくなりそう」

　私はほうと感嘆の息をつきながら、特に考えもなしに呟いていた。

　社長も目尻を下げて、「うん」と相槌を打ち……。

「終の棲すみ家かにするつもりで買った家だから、広すぎても寂しくても、今は仕方ない」

　私に向けられた彼の瞳が、熱っぽく艶つやめく。

　私の胸は、条件反射でドキッと跳ねた。

　デートの最後にここに連れてきたいと言われた理由……わかった気がする。

　私は無意識にニットの胸元を握りしめ、こくりと喉を鳴らした。

　月明かりを背にした九重社長は、青白く照らされている。その胸の内に秘められた私への想いを知っているから、美しすぎる彼に凄せい惨さんさすら感じる。

　彼は私をジッと見つめて、ゆっくり歩いてきた。

　距離が狭まるごとに、私の視線はいつの間にか足元に落ち――。

「平川さん」

　頭上から、やや強張った声と濃い影が降ってきた時には、互いの足の爪先が掠めそうなほど接近していた。

　目を合わせたら、一瞬にして射貫かれる。

　確かな予感があったから、顔を上げることはおろか、返事もできない。

　すると、彼の手がスッと伸びてきて、私の横の髪を梳すいた。

　頬をくすぐる微かな感触に、身体がビクンと震えて反応する。

「俺は、すぐにでも、君とここで暮らしたい」

　月明りだけが光源の広い部屋の中で、彼の声色には静かな悲壮感が漂う。

　私は、おずおずと顔を上げた。

　九重社長は、私の髪をサラサラと指から零こぼしながら、

「二十年後の君にも、今と変わらない愛を伝えると、約束する。君からの返事は、その時まで待つよ。……ただ」

　妖あやしいほど切なげに、瞳を揺らす。

「毎日君を抱きしめながら、おはようとおやすみの挨拶をして、一日一日を過ごしたい。一分一秒でも長く、君を愛していたい。……俺のそばにいてほしい」

　――今、私を好きだと言う人は、信用できない。

　数年前からずっと心に巣食っている、偏った持論に逆らってみようと決めた時以上に、熱く真剣な想いをぶつけられ、私の心は激しく揺さぶられた。

　誠実に向き合ってはみても、まだまだ心のどこかで、〝絆ほだされている〟という感覚が消えなかった。

　だけど今は……。

　私は胸元の手にギュッと力を込めて、ごくりと唾を飲んだ。

「社長、私……」

　思考より感情より、なによりも先に、本能が私の口を開かせた。

　とその時、社長の水色のジャケットから、電子音が鳴り響いた。

「っ……ごめん」

　仄暗く、静寂な空間を破った無機質な人工音が、私の本能の行動を阻む。

「ったく……こんなタイミングでいったい誰……」

　社長が焦れったそうに、ポケットからスマホを取り出す。画面に表示された発信先を目にして、その表情がわずかに動いた。

　きっと、〝こんなタイミング〟でも、無視できない相手に違いない。

「で、出てください」

　私は、胸の中で燃え上がったなにかを消し止め、応答を促していた。

「え？　ああ……」

　社長は、ちょっと不服そうに眉根を寄せた。ガシガシと頭を掻いて、私にくるっと背を向ける。

「もしもし。……なんだよ、兄さん」

　兄さん……。

　私から離れていきながら、彼は確かにそう言った。

　前に言っていた、九重の本家本元の御曹司、彼の異母兄で間違いないだろう。

　私の耳に入るのを憚っているのか、社長はリビングを横切り、大きな窓の方へと進んでいく。声のトーンも落ち、なんの話をしているか、断片も掴めないけれど……。

　私は、煽られた炎が消えた後も、尋常じゃなく速い鼓動を鎮めようとした。

　私の本能が、私自身になにを言わせようとしたのか。自分の中に答えを探しながら、何度か大きく深呼吸をする。そうして、少し落ち着きを取り戻した時。

「ごめん、話の途中で」

　電話を終えた九重社長が、わかりやすく仏頂面をして、私のところに戻ってきた。

「い、いえ。……大丈夫ですか？」

　私が改めて向き合うと、「ああ」と相槌を打つ。

「明日の午後の約束の件で、ちょっと」

「あ……お兄さんと会うんですね」

　取ってつけたように笑いかける私に、何度か小さく頷いて……。

「さっきの話の続き……」

「え？」

「……水差されて、すぐに切り替わらないよな……」

「ええと……」

　さっきは私も、熱い焦燥感にせき立てられていた。どこか昂たかぶったテンションに回帰できず、ぎこちなく目を逸らす。ほんの少し気まずい沈黙がよぎり……。

「はああ……」

　社長が肩を落とし、深い溜め息をついた。きまり悪そうに、乱暴に前髪を掻き上げ、

「……もう、九時になるな。送っていく」

　身を翻ひるがえして、リビングのドア口に向かっていく。

　私も、拍子抜けしてしまった。

「あ、待って」

　会話を再開できないことにがっかりしている自分を自覚して、後ろ髪を引かれる気分で後を追った。




　朝会ってから、ほぼ半日。

　今日の出発地点、私のマンションの前で、九重社長は車を停めた。

　キッと小さなブレーキ音と同時に、わずかに身体が前のめりになる感覚。

「お疲れ様」

　社長がそう言ってくれて、私は弾かれたように首を横に振った。

「い、いえ。社長こそ。長時間の運転、ありがとうございました」

　私の労いに、彼も「ん」と目を細める。

　私はシートベルトを外すと、なんとなく彼を見つめて唇を結んだ。

「？　平川さん？」

　固まる私に、九重社長が不思議そうに首を傾げる。

　もしも。さっき、お兄さんから電話がなかったら――。

　私は、彼に向かってなにを口走っていたか。

　自分の中に答えを見つけているから、無理やり抑え込んだ熱情が、まだ静かに燻くすぶっている。

　消えない火種を、どうやって鎮火させるか。そのために、今どんな言葉が必要か。

　心の奥底ではわかっているのに、喉に引っかかって出てこない――。

　そんな自分が歯は痒がゆくなって、

「い、いえ。なんでもありません」

　もどかしさを押し殺し、強引に断ち切ろうとして、助手席のドアに手をかけた。

　すると。

　――ぐるるる……。

　やけに低いくぐもった音が、車内に響いた。

　私は一瞬手を止めて、

「え？」

　音の出所を探して、運転席の彼を振り返る。

「……色気なくて、ごめん」

　九重社長は口元を手で覆い隠して、明後日の方向に視線を向けていた。

『お腹の音ですか？』なんて、わざわざツッコまなくてもわかる。

　プツンと緊張の糸が切れて、私は小さく吹き出した。

「社長……本当は、お腹空いてたんですか？」

　クスクス笑いながら訊ねる。

「いや……さっきまでは、本当にそうでもなかったんだけど」

　照れくさそうに言い訳する彼が微笑ましくて、思わず目尻が下がる。

「いえ。そうですよね」

　最後に食べたのは、スイーツだ。それからすでに五時間は経過している。

「よかったら……うちでなにか食べていきますか？」

　ごくごく自然に、そんな言葉が口をついて出た。

「え？」

　社長が自分の耳を疑うように、大きく目を瞠った。

　その反応に、私自身、かなり際どい〝誘い〟をしたと気付く。

「あ。ええと……」

　反射的に取り繕おうとして、私は自分を止めた。

　胸の中で燻る熱情が再び息を吹き返す、高揚感にも似た衝動――。

　抗うこともできたけど、私はそうしなかった。

「っていっても、カップラーメンくらいしかないですけど」

　無駄に目を彷徨わせ、彼の意思に委ねるという、姑こ息そくな手段に出る。

　九重社長は、パチパチと目を瞬かせていたけれど。

「ありがたく、ご馳走になろうかな」

　彼が下した決定に、再び緊張が込み上げるのを感じながら、私はゴクッと喉を鳴らした。










身も心も繋がる蜜時




　車は近くのコインパーキングに停めてもらい、私は九重社長を自室に招き入れた。

「ど、どうぞ。散らかってるし、本当にカップラーメンしか出せませんけど」

　抑えきれない緊張を誤魔化そうとして、わざと素っ気なく念を押す。

　彼にスリッパを勧めて、そそくさと廊下を進んだ。

「お邪魔します」

　社長が丁寧に挨拶をして、後からついてくる。

　口から飛び出そうなほど強く拍動する心臓を気にして、胸に手を当ててリビングのドアを開けた。

　日中無人だった部屋は、ムッとこもった熱い空気が充満している。

「暑いですよね。今、冷房入れますから……」

　いちいち説明してから、キッチンに入った。

「社長、どうぞ、ソファに」

　リビングのドア口で立ち尽くしている彼を、振り返って促す。

「ああ、サンキュ」

　カウンター越しに、九重社長がソファに腰かけるのを見て、無意味にホッと息を吐いた。

「醤しょう油ゆとカレー、シーフード味がありますけど、なにがいいですか？」

　コンロ下の食品棚を覗き込んで、確認する。だけど、返事がない。

「……社長？」

　カウンターからひょいと顔を出してみて、ソファに座った彼が身じろぎもしないのに気付いた。

「あの……」

　訝しく首を傾げてキッチンを出て、ソファの後ろから近付き……。

「今朝、お母さんが来てたのって、この話？」

　九重社長が、手にしたものを顔の高さまで掲げ、そばに立った私に向けて軽く揺らした。

「あっ！」

　彼の手元に焦点を合わせ、私は思わず声をあげた。

　アメリカのレターサイズの白い封筒。今朝、母が持ってきたお見合い写真と釣り書きだった。

「ごめん。封筒から中身が飛び出てた。戻そうとして……」

「い、いえ」

　話の途中で出かける支度に入り、急いで家を出てきたから、母がちゃんと持ち帰ったか確認する余裕がなかった。

「なるほどね……理解した。君のお母さんが俺に声をかけたのは、つまり牽制ってことか」

　地味に混乱する私の前で、彼は不愉快そうに、くっと眉根を寄せた。

「嫁入り前の大事な娘にまとわりつく、邪魔な虫……とでも」

　忌々しげに言い捨てるのを聞いて、私はひゅっと音を立てて息をのんだ。

　母が写真を置いていった意図。私は断ったのに、納得していないということなのか。それなら、母がわざわざ社長に声をかけたのも、彼が言う通りで――。

「っ……社長」

　私は、条件反射で呼びかけた。

　母の思惑がどうであれ、私にお見合いをする意思がないことは、今ちゃんと伝えなきゃいけない。

　だけど。

「いいよ。君のお母さんに虫だと思われようが、俺は絶対に、君を諦めない」

　早口で遮られ、喉に声を詰まらせてしまった。

　そんな私を、社長がどう捉えたのか。一瞬思考を揺らし、怯んだ隙をつかれ……。

　次の瞬間、強く腕を引かれて、ぐるんと視界が回った。

「っ!?　社長っ……!?」

　天井から注ぐ明かりを見上げていることに気付き、ひっくり返った声をあげる。

　彼に組み敷かれている状況を理解して、心臓がけたたましく鳴り出す。

　初めて食事に応じた、ほんの二週間前。あの時もこうやって、彼が住処にしているホテルの一室で、猛獣みたいな目で射竦められたことを思い出す。

「平川さん。今すぐ、俺のものになって」

　焦燥感を憚らない、切なく揺れる瞳に、心臓がひとつ跳ね上がった。

「い、今すぐって……」

　動揺のあまり、大きく目を見開く。激しい緊張で、喉がカラカラに渇いていた。

　絶句して無言になったのを、承諾と解釈したのか――。

　顔を近付けてくる社長に、ハッとする。

「待って……待ってください、九重社長っ……！」

　覆い被さってくる彼の肩を両手で押し返しながら、首がちぎれそうなほど捩って顔を背けた。

「私は、大学生の頃とは違う……母にはちゃんとお断りしたいと伝えました！」

　必死の思いで張った声は、彼の耳にも届いたようだ。

「え？」

　飢えに飢えた肉食獣が、仕留めた獲物を屠ほふる寸前で時が止まったかのような格好の彼に、私はごくっと唾を飲む。

「確かに、納得してもらえなかったのかもしれない。でも、私はちゃんと言いました。社長のおかげで、嫌だって言えました！」

「俺の……？」

　九重社長が、戸惑うように瞬きをした。

　それを見て、ソファに肘をつき、少しだけ上体を起こす。

「忘れたんですか。横暴なお見合い結婚。いくら親でも人権無視の侮辱だって、社長が言ってくれた。だから私は今回、反抗しました」

　至近距離から、まっすぐ目を合わせる。

　彼の男らしく隆起した喉仏が、一度上下するのを見た。

「私だって、昔も今も、親が勝手に決めた人と結婚なんてしたくない。だから」

　次を口にする勇気を振り絞ろうと、私は一度言葉を切った。

　私を射貫く、彼の強い瞳の力を借りて……。

「し……してください。あなたのものに」

　喉に引っかかりながら、なんとか声に出した途端、頬が火を噴く勢いで熱くなった。

「……え」

　最初に言い出したのは、彼の方なのに。

　私の発言がよほど想定外だったのか、九重社長はポカンとしている。

　しかも。

「……悪い。もう一回」

　再度言うよう、求められ……。

「な、なんで二度言わせようとするんですかっ!!」

　私は羞恥のあまり半泣きになって、悲鳴のような声をあげた。

「ひどい。ひどい。最低っ……」

　彼の腕に囲まれた狭い空間でくるりとうつ伏せになって、クッションに顔を埋める。

　譫うわ言ごとみたいに詰る声も、そこに吸収されていった。

　だけど。

「大事なことだから、二度聞きたい」

　社長が、身体を屈めた。

　どこも触れてないのに、背中に感じた空気の圧迫感で察する。

「平川さん、言って」

　鼓膜に直接刻み込まれる、誘うような囁き。

　燃えるように熱い耳を唇でくすぐられ、私の身体はビクッと震えた。

「俺に、抱かれてもいいの？」

　意地悪な誘導尋問に、背筋がゾワッと戦せん慄りつする。

「あ……」

　心臓が壊れたかと心配になるほど、猛烈な拍動のせいで息苦しい。クッションから顔を浮かせると、背中から覗き込む社長と目が合う。

「っ……」

　私はギュッと目を瞑り、一度だけこくんと頷いてみせた。

　ちゃんと社長に伝わったのか、そして、彼がどんな反応をしたか、私には見えない。

　だけど……。

「は、は……」

　乾いて途切れた笑い声には、確かな安あん堵ど感が滲んでいる。

　今、社長がどんな表情をしているか見たくなって、私は恐る恐る目ま蓋ぶたを持ち上げた。

　なのに、彼は私のうなじに額を預けて、顔が見えない。

　その上、熱い吐息が首の付け根を掠めて、

「ひゃっ……」

　思わず、身を竦めた。

「……ありがとう、平川さん」

　喉から絞り出すみたいな、噛みしめるような謝辞に、止めようがないほどゾクゾクする。

「っ、あ……」

　身体が戦慄くのを、こらえきれずにいると……。

「ソファで窮屈に抱きたくないな。……ベッド、行っていい？」

　そんな言葉と同時に圧迫感が和らぎ、私はひょいと抱き上げられていた。

「きゃあっ！　しゃ、社長」

　ふわりと浮き上がる覚束なさに、彼の胸元にしがみついた。

　一瞬無防備になった隙に、唇を奪われる。

「っ、ん、ん……」

　急いたキスは直情的で、彼からはいつもの余裕がまったく感じられない。それでも、私の方が余裕がないのはもちろんで、キスから逃げずにいるのが精一杯。なにも考える間もなく、ベッドに運び込まれていた。

　背中がベッドにつくわずかな衝撃の後、彼の唇が離れていく。

「あ……」

　胸を喘あえがせながら、うっすらと目蓋を上げる。

　視界の中で、私を跨いで膝立ちになった社長が、Ｔシャツの裾を捲り上げた。

「はっ……」

　勢いよく首から抜いて、床にポイと投げ捨てる。

「っ」

　躊躇なく露わにされた、均整の取れた引き締まった裸の上半身に、私の胸は激しく高鳴った。

　社長がブルッと頭を振って、乱れた髪を散らす。

　そして、両手で顔を覆って縮こまる私を見下ろし、「ん？」と呟いた。

「……なに？」

　憚らない情欲で目元をけぶらせ、半端じゃない色気を駄々漏れにさせておいて、無自覚なのか。

「な、なにって……」

　怪訝そうに問われて、私はますます身体を強張らせた。

「い、いきなり脱がないでください。恥ずかしいじゃないですか……」

　手に阻まれてボソボソとくぐもった声には、ふっと小さな吐息が返ってくる。

「君を俺のものにするってことは、俺も君のものになるってこと。すべてを晒すことを、恥ずかしがってられないだろ」

「社長が、私の……」

　無意識に繰り返したものの、主語が逆になっただけでやけに重みを増す言葉にギクッとする。

「っ、しゃちょ……」

　私は、弾かれたように顔から両手を離した。

　ところが、彼がベルトのバックルを外しているのを見とめて、息をのんで凍りつく。

　そんな私に、九重社長は怪訝を通り越して、不審そうに首を捻る。

「まさかとは思うけど、ここに来て怖気づいたとか言うなよ？」

　私の心を探る彼の声に、微妙な恐れと失望感が漂う。

「ちょっと……引き返すの、辛いんだけど」

　社長が額に手を当てて面を伏せる。

　彼の言動のすべてが、〝君が欲しい〟という強い想いに変換されて、私の心に一直線に届く。

　大きく飛び跳ねた心臓は、ドキドキと鼓動を加速させるんじゃなく、胸をきゅうんと疼かせた。

「す、すみません。すごく緊張していて。……でも」

　安心してもらいたい一心で、思い切って彼に抱きついた。

　その広い肩に額をのせると、彼が息をのむ気配を耳元に感じる。

「社長が欲しがってくれるの、嬉しい、かも……」

　最後まで言い切る前に、私の腕を解いた社長に唇を塞がれた。

　口の中にぬるりと侵入してきた舌が、執しつ拗ようなほど熱く絡みつく。

「ふう、んっ……」

　グイグイと追い詰められ、意思に反して、鼻から抜けるような声が漏れる。

「なあ、平川さん。それ……俺に欲しがられて嬉しい、ってさ……」

　息も絶え絶えな私とは真逆に、彼の方はほんの少しも呼吸を乱していない。

「俺のこと好きって言うのと、ほとんど同義だと思うんだけど……」

「ふあ……え……？」

　激しく艶めかしいキスに浮かされた私の耳に、彼の声は途切れ途切れにしか届かなかった。顎を引いて唇を離し、もう一度言ってと涙目で訴えかける。

　社長は、困ったように眉尻を下げた。

「無自覚か。……凶悪」

　濡れた唇に手の甲を当て、小さな呟きもろとも、ぐいと拭う。

「え……？　なに……」

「いい。こっちの話」

　急に開き直った様子で、呼びかけた私を遮った。

「嬉しい、って。君の気が変わらないうちに、俺のものにしてしまわないと」

「あ、やっ……」

　上半身裸の九重社長が、驚異的な手際のよさで、私の服を脱がせる。

　彼の視界の真ん中で、生まれたままの姿にされ、私は身を捩って恥じらった。

「そ……そんなに、見ないで」

　全身が沸騰しそうなほど熱くて、両腕で胸を抱きしめて縮こまった。

　九重社長は、憚らない情欲で目元をけぶらせ、尖った喉仏をこくりと動かす。

「……想像以上。夢みたいに綺麗だ」

　掠れた声で呆けたように呟く彼に、私は上目遣いの視線を向けた。

　――そんなの、社長の方が。

　ドアから射し込むリビングの明かりが、彼の右半身を黄金色に照らしている。

　ギリシャ神話の英雄のような逞しい身体が、幻想的に浮かんで見えて、彼の言葉通り夢の中にいるみたいだ。職場ではボスの彼の下で、裸で横たわっているという、あまりにも現実味のない現状が、私の神経を麻ま痺ひさせる。

「悔しい、な」

　頭上で、九重社長がポツリと独り言ちた。

「え……？」

「……はあっ」

　苦しげに息を吐いて、私の胸に顔を突っ伏す。

「っ、ひゃっ」

　やや強めに頬擦りされるくすぐったさに、思わず上体を浮かせた私に。

「なあ。……俺、何人目？」

　くぐもった声で、質問した。

「こうやって……平川さんに触れるの」

　私は、一瞬、なにを問われたのか理解が繋がらず……。

「…………」

「～～っ。デリカシーないこと聞いてるって、わかってるよ。こんな嫉妬、滅茶苦茶みっともないし、カッコ悪い。でも」

　社長は、黙った私の思考を先回りするかのように早口で捲し立ててから、私をぎゅうっと抱きしめた。

「君の初めての相手。最初に選んでもらったのは俺なのに。ほんと、惜しいことし……っ？」

　私の胸元でボヤいていた彼が、その途中で小さく息をのんだ。

　私が、彼の頭を、拳でゴンと叩いたせいだ。

「社長、最低。私が恋人でもない上、好きでもない男の人と、こんなことする女だと思ってるんですか」

　顎を引いて見下ろし、頬を膨らませる。

「え……？」

　九重社長は呆気に取られた様子で、パチパチと瞬きを繰り返す。

「言ったじゃないですか。私はいつも、初めの食事だけで、男性に不信感を抱いてしまって。その後お付き合いした人はいないし、デートも社長が初めてでした。もちろんそれ以上だって……」

　いくらムキになったとはいえ、結構恥ずかしいことを赤裸々に言っていることを自覚して、私の声は尻すぼみになる。

　社長が瞬きを止めて、大きく息をのんだ。

「俺が……初めて？」

　呆然とした顔で、そんな質問を返してくる。

「キスも……デートも、全部？」

　わざわざ噛み砕いて質ただしてくるから、顔から火が噴きそうになる。

　私は目を泳がせて、一度だけこくりと頷いてみせた。

「マジか。奇跡だ……。俺が全部初めてとか……嬉しすぎて興奮する。……悪い。ちょっと……手加減できない、かも」

　九重社長は浮かされたように言って、体重を預けてきた。

「え？　あ、まっ……!!」

「……茉帆」

　鼓膜に直接刻みつけようとするみたいに、甘く熱い余韻を残す艶っぽい声で私の名を呼ぶ。乱れ打つ心拍が、さらにひとつ、大きく跳ね上がった。

「茉帆、愛してる。茉帆……」

　心の底から愛しいものを、愛めでるように。

　私の全身に丹念な愛あい撫ぶを施す間も、私の身体の中心を奥深くまで貫いた瞬間も……九重社長は、ずっとずっと名前を呼んでくれた。




　どのくらいの時間が過ぎた後か――。

　なにかが頬をくすぐる感触に、私はぼんやりと目を開けた。

　カーテンの隙間から射し込む筋状の月光と、薄く開いたドアから漏れるリビングの明かりに照らされ、部屋の中の物が浮かび上がって見える。

「う……」

　私は一度目を瞑り、小さく呻うめきながら、モゾッと身体を動かした。

　すると。

「起きたか」

　すぐ隣から、ちょっと気け怠だるげな声が聞こえた。

「……え？」

　条件反射でドキッとして、首を捻ってその方向に顔を向ける。

　ベッドに立てた片肘でこめかみを支え、もう片方の手で私の髪を弄もてあそぶ九重社長が、視界にドアップで飛び込んできた。

「身体、平気？」

「しゃ、しゃちょ……！」

　私は質問の途中で、胸元に薄い肌掛けを引き寄せて飛び起きた。

「あれ。……まさかと思うけど、記憶飛んでる？」

　声をひっくり返らせる私に、社長はムッと唇を結ぶ。

　けれど、すぐにニヤリと口角を上げ……。

「身も心も、俺のものになったこと」

　意地悪にバチッとウィンクをしながら、意味深にねっとりと言って退ける。

「!!」

　言われて思い出したわけじゃない。もちろんちゃんと覚えてるけど、その言い回しにギョッとして、私はカアッと頬を火照らせてしまった。

「な、なんて言い方するんですかっ」

　思わず前のめりになって、彼を咎めようとしたものの、たった今の言葉が引っかかり……。

「あの……今、身も心もって言いました？」

「？　ああ」

「わ、私。まだそういう言葉は、言ってないと思いますけど」

　モゴモゴと口ごもりながらツッコむ。

　九重社長はゆっくりと上体を起こし、なんとも蠱惑的に微笑んだ。

「でも君、俺のこと好きでしょ」

「え？」

「今まで付き合った人はいない。デートも、俺とが初めてだ。もちろんセックスも、俺が初めて」

「……っ！」

　社長が『何人目？』とか、失礼なことを聞いてくるから、憤慨してムキになったことを、閃ひらめくみたいに思い出した。

　他人の口から改めて聞かされると、なかなか恥ずかしいことを口走った気がする。

　思わずカッと頬を染める私に、九重社長はふっと目を細めた。

「君は、恋人でも好きでもない男と、セックスする女じゃない」

　昨夜の私の失言に近い告白を、やけにしっかりと口にする。

「学生時代に、抱いてくれって特攻仕掛けてきたのも。昨日、俺のものにしてって言ったのも。俺が女に手が早い男だからじゃなくて、君が俺のこと好きだから。そうだろ？」

　上目遣いで探られて、私の胸がドキドキと音を立てて騒ぎ出す。

「わ、わた……」

　言い返そうとしても、喉がカラカラに渇いていて、第一声からつっかえてしまった。

　社長は、私の一挙手一投足を見逃さないというような、まっすぐで淀みない視線を向けていたけれど。

「君は二度、俺を初めての相手に選んだ。誤魔化しようがない。……それでも、まだ惚ける？」

　あんなに恥ずかしいことをした後でも、変わらず一心に私の心を乞う。

　揺るぎない熱い眼差しに、吸い込まれそうになる。

　私は、覚束ない感覚を必死に耐え――。

「好き、です」

　胸元の肌掛けをギュッと握りしめ、声を絞って言葉にした。

　たどたどしくて、自分の耳にも明瞭には聞こえなかったけど、彼の耳にちゃんと届いたのは、その目が大きく見開かれたことでわかる。

「社長の、仰る通りです。私は、大学生の時も、あなたに憧れてました」

　先を続ける勇気が萎えないように、私はわずかに身を乗り出した。

「遠くから眺めるだけじゃない今は、社長としてもひとりの人間としても、尊敬していて……。そんな男性から、あんなに何度も熱く欲しがられたら、素直に嬉しい」

　まさに私自身が、これまでに辿ってきた心の変化を、包み隠さず告げて……。

「いくら私だって、絆される。……堕ちちゃいましたよ」

　半分、降参という気分で、眉をハの字に下げた。

　彼の男らしい喉仏が、一度上下した。

「……や、った」

　九重社長が目を瞠ったまま、呆けたようにポロッと声を漏らす。

　そして次の瞬間、子供みたいに破顔して――。

「やった……！」

　いきなり、私をぎゅうっと抱きしめてきた。

「ひゃっ、しゃちょ……」

　私が怯んで身を強張らせても構わず、ぐりぐりと肩に額を擦りつけてくる。

「ああ、もう死んでもいい」

　全身で喜びを表す彼に呆気に取られながらも、そうさせているのが自分だと思うと照れくさい。

「な、なにを言って。こんなことで死なれちゃ困ります」

　わざとつっけんどんに言って、赤く染まった頬を隠そうと、彼とは逆の方向にプイと顔を背けた。

「そもそも、今死なれたりしたら、約束が違います。二十年後に、プロポーズしてくれるんじゃ……」

「二十年後なんて、もう言ってられない」

「え？」

　すぐ耳のそばで不敵に言われて、聞き返す。

　社長が私の頭の後ろに手を添え、くしゃっと髪を握りしめた。

「安心しろ。ちゃんと約束は守る。二十年後にも、今以上の愛をぶつけてやる。……いや、二十年間、毎日」

　耳じ朶だを唇でくすぐりながら、私の鼓膜に直接、すごい言葉を刻みつけてくる。

「っ……」

　いやがおうでも、胸がきゅんとした。

　社長の方に顔を向け直すと、私の肩から顔を上げた彼と、至近距離からまっすぐ目が合った。

　ドキッと鼓動を弾ませる私に、彼がにっこりと笑う。

「心も身体も。それから、この先一生の君の時間。全部俺のものだから」

「社長……」

「君のお母さんが持ってきた見合いも、俺が根絶やしにしてやる。君はなにも心配しないで、一生俺のそばにいろ」

　柔らかかった笑顔が、どうしようもなく逞しく、力漲る微笑みに変わった。

　私の胸をきゅんと疼かせた小さな熱情が、速い心拍が繰り出す血流に乗って、全身に沁み渡っていく。恥ずかしさとくすぐったさ、嬉しさと、抱えきれないくらいの喜びで、身体の奥底から込み上げる熱い想いが、抑えられない。

「は、いっ……」

　私は、短い返事にありったけの想いを迸ほとばしらせて、彼の首に両腕を回した。

　ギュッと強く抱きついて、彼の首筋に顔を埋める。

「九重社長が、好き。……両想いなんて、嘘みたい」

　私の言動が意表をついたのか、九重社長が小さく息をのんだ気配を感じたけれど。

「……ふっ」

　微かな吐息が返ってきた。

「バーカ。嘘だと思ってる暇ないぞ。両想いになって終わりじゃない」

　どこか不遜な、含み笑うような声を聞いて、そっと顔を上げる。

「茉帆は、俺の恋人だ。だから、これからは奏哉って名前で呼んで」

「っ、え？」

　額同士をコツンとぶつけて、上目遣いで私に告げる。

「さっきも、さ。〝社長、社長〟って肩書きで連呼されて。まあ、それもゾクッとしていいんだけど……。好きな女相手に欲情してるだけなのに、手を出しちゃいけない部下に無理強いしてるみたいで、妙な罪悪感に苛さいなまれるというか」

　どこか拗すねた口調で、ボヤくように言う。

　今、まさに、彼の欲情を肌で感じて、私の胸は限界を突破して高鳴った。

「一線引かないで、四六時中、俺を欲しがってほしいんだよ」

「っ、え……」

「俺の半分でいい。君も、俺に夢中になって」

　憚らない欲情で目元を朱色にけぶらせ、彼が私を再び組み敷く。

「……茉帆、もう一回。君に溺れたい」

「あっ。そう……奏、哉……」

　乞われるがまま、初めて口にした名は、彼自身の熱い舌に搦め捕られ、濃密な闇の中に掻き消えていった。
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　翌朝、午前八時。

　私は、九重社長……奏哉とふたり分の朝食を作るために、キッチンに立った。

　香ばしく焼いたベーコンの上に卵をふたつ落とし、白身が固まっていく様を眺めながら、ぼんやりしてしまう。

　身体が……気怠い。

　下腹部のジンジンと鈍い痛みは、なかなか治まらない。

　今まで味わったことのない違和感がどうしても消えないから、嫌でも、昨夜のことを何度も思い返してしまう。

　私の全身を這はった、彼の手と唇。

　与えられ、神経の奥深くまで植えつけられた甘い痺れ。

　奏哉が、私を茉帆と名前で呼ぶ声が鼓膜に刻み込まれているし、苦悶して切なげに歪む色っぽい表情は、網膜に焼きついている。

　思い出そうとしなくても、鮮明に目蓋の裏に浮かび上がる。

「っ……」

　私はのぼせ上がりそうになり、キッチン台に両手をついて、大きく深呼吸をした。

　明日になったら、一向に収まらない胸の鼓動も、平常に戻ってくれるだろうか。

　また一週間が始まるのに、仕事中もドキドキしてしまったらどうしよう――。

　頬が燃えるように熱くなって、慌てて両手で挟み込んだ。

　と、その時。

「シャワー、ありがとう。あ～、さっぱりした」

　そんな声と同時に、リビングのドアが開いた。

　条件反射でそちらに顔を向けると、言葉通り、シャワーを浴びてこざっぱりとした奏哉が、湿った髪をタオルで拭きながら入ってくる。

「あ、いえ……。っ！」

　返事の途中で、彼が上半身裸なのに気付き、勢いよく顔を背けた。

　奏哉は、私のあたふたした様子には気付かないのか、「いい匂い」と鼻をクンクンさせながら近寄ってくる。

「朝食、作ってくれてるの？」

　私の真後ろに立ち、なんともご機嫌に歌うように言って、肩越しに手元を覗き込んできた。

　背中を掠める彼の体温と、髪から漂う使い慣れたシャンプーの香りに、私はビキッと身体を硬直させる。

「……茉帆？　俺、そのくらいの焼き加減が好みだな」

　耳元で囁かれ、大きくビクンと肩を震わせて、弾かれたようにコンロの前から飛び退く。

「？　火、止めるよ」

　首筋に手を当てて隅に寄る私に小首を傾げ、奏哉がＩＨコンロのボタンを押した。

　それを見て、私もハッと我に返る。

　フライパンの中を覗き込むと、想定以上に火が通ってしまったようで、白身の縁はチリチリに焦げていた。黄身もカチカチになっている。

「す、すみません！　半熟で仕上げるつもりだったのに……」

　変な汗を掻きながら、恐縮しきってペコッと頭を下げる。

「いやいや。なんでそんなことで謝るの」

　奏哉は苦笑いでそう言った。

「休日の朝から君の手料理ってだけで、夢心地だ。たとえ黄身が爆発してようが、鉄の味がしようがなんでも美味だよ」

　からかっているようで、わりと本気で嬉しそうな横顔には、ツッコミの余地もない。

「も、もう……」

　頭のてっぺんからしゅーっと蒸気が噴射しそうなほど熱くなる頬を、両手で押さえてそっぽを向いた。

　その時、リビングに、インターホンの音が響いた。

「え？」

　私も奏哉も、ほぼ同時に反応して、同じ方向に顔を向ける。

　エントランスからの呼び出しだ。

　休日の午前中、こんなに早い時間の来客。いったい誰？と首を傾げて――。

「……もしかして」

　つい昨日、まったく同じ状況に立たされたのを思い出し、無意識にそんな呟きが零れた。

「お母さん……かな」

　奏哉も、私と同じ推測をしたのか、視線を横に流して顎を撫でる。

　一旦やんだインターホンが、続けて鳴らされた。

　一度目より忙しない音。なにか、意固地になってるような気配が漂う。

　私は急いでリビングに飛び込み、テレビモニターに向かって応答した。

「は、はいっ」

『ああ、茉帆。連日朝っぱらからで悪いけど、開けてちょうだい』

　案の定……モニターに映っているのは、母の姿だった。

「えっ!?」

　私はとっさに、後ろに立つ奏哉を振り返った。母の用がなんであれ……今、ここで彼と鉢合わせてはマズい状況なのは、考えるまでもない。

　だというのに。

「十中八九、見合い話の件だろう。ちょうどいい。一緒に出迎えて、今日こそは、君の結婚前提の恋人だと、自己紹介と挨拶を……」

「!?　じょ、冗談やめてください！　昨日の今日で、私の部屋で朝っぱらから男性と出くわしたら、うちの母、心臓発作で担ぎ込まれます！」

「そんなタマかよ……」と、口に手を当ててボソッと呟く彼を横目に、私はワタワタと辺りを見回した。

　モニターの母が、返事を待ってか、『茉帆？』と怪訝を通り越して不審げに眉をひそめる。

「は、はい！　今開けますっ」

　私は妙な切迫観念に駆られ、オートロックを解錠した。

　エントランスの自動ドアが開き、母がそちらに進むのを見て、モニターを消す。

　はーっと、肩を動かして大きく息を吐き……。

「奏哉！　ごめんなさい、しばらく寝室に隠れていてください」

「え？」

　肩からタオルをかけた彼の背中をグイグイ押して、寝室に移動する。

「なぜ、隠れなきゃならない。俺は挨拶を……」

　不服そうな彼に構わず、床に脱ぎ捨てられたままのＴシャツを拾って、その胸元に押しつけた。

「とにかく、服を着て。お兄さんとのお約束、午後からですよね？　遅れることはないと思いますっ」

　昨夜そう言っていたことを思い出し、確認しながら口走った。

　急ぎ足で寝室から出て、ドアを閉める。

　中から、「おい、茉帆」と呼ぶ声がするけど、今は耳を傾けてはいられない。

　間髪入れずに、玄関からインターホンが鳴らされた。

「はいっ」

　バタバタと廊下に出て、玄関先に急ぐ。

　ドアロックを解錠しようとして、足元に目線が動く。

　綺麗に磨かれた、奏哉のダークブラウンの革靴。これを見られたら、元も子もない……！

　急いで靴箱に突っ込んで、もう一度念入りに玄関を見回してから、覚悟を決めてドアを開けた。

　それほど待たせてはいないのに、ムッとした顔の母と真っ向からご対面する。

「お、おはよう。お母さん……」

「なにをバタバタしてるの。朝から騒々しい」

　落ち着かない私の気配が、伝わってしまったのだろうか。

　私は思わず肩を竦めたものの、すぐに胸を反らす。

「お母さんが、前もって連絡してから来てくれたら、私だって」

「連絡しなきゃマズいことでもあるの？」

　逆に腕組みをして問われ、グッと詰まった。

　マズいとかじゃなくて、それが常識じゃ？とツッコミたいのは、なんとかこらえる。

　玄関先で生産性のない言い合いを続けるより、早く用件を聞いて帰ってもらわないと、と考え直した。

「とにかく、上がって……」

　そう言いながら、ドアを広く開けて、ギクッとする。

　今までドアと母の姿に阻まれて、私の視界にはまったく入ってなかったけれど――。

「お……お父さんっ……!?」

　母の後ろ、やや右寄りに父の姿を見つけて、ギョッと目を剥いた。

「おはよう。茉帆」

　ポロシャツにスラックスという、このままゴルフにでも出かけそうな格好の父が、腕組みをして踏ん反り返っている。

「お……はよう、ございます……」

　特段背は高くないし、どちらかというとスリムな体型で、見た目はそれほど威厳があるわけではない。

　でも、昔から変わらない、内から滲み出る威圧感の前で、私の声は尻すぼみになる。

「あの……どうして、お父さんまで」

　母を招き入れようとした体勢で、中途半端に固まって、呆然と問いかけると。

「立ち話で済む内容ではない。上がらせてもらうぞ」

　父は有無を言わさず、私を押し退けるようにして、玄関に入ってしまう。

「あっ……」

「あなたも早く来なさい」

　母も私を一いち瞥べつしただけで、父の後について廊下を進んでいく。

「ま、待って」

　奏哉は、ちゃんと寝室に隠れてくれただろうか。

　父が先にリビングに入って、そこに彼がいたりしたら、大変なことになる……！

　私は慌てて、両親の後を追った。




　私はキッチンで三人分のコーヒーを淹れながら、ソファに並んで座る両親の背を、カウンター越しに窺った。それから、寝室のドアに視線を走らせる。

　父がリビングに入るより先に、顔を覗かせてサッと確認した時、奏哉の姿はそこにはなかった。

　ホッと安堵して、両親を招き入れたものの……。今、閉ざされたドアの向こうで、彼がヤキモキしている様が容易に想像できて、落ち着かない。

　一度頭を振って、湯気の立つカップを三つのせたトレーを手に、リビングに入る。

「お待たせしました。どうぞ」

　ローテーブルに、カップを並べて勧める途中で、

「おい、茉帆」

　胸の前で腕組みをした父が、厳しく顔を歪めて私を呼んだ。

「は、はい」

　昔から厳格で頭の固い父は、私にとって、一家の大黒柱どころじゃない絶対的権力者だ。親子の情より、畏い怖ふの念の方が強い。大人になった今でも、こうして顔を合わせると、ほとんど条件反射でガチガチに固まってしまう。

「大事な写真を、こんな無造作に。どういうことだ」

「え？　……あっ」

　父が顎先で示す先を目で追って、不機嫌の理由に到達する。

　母が残していった、お見合い写真と釣り書き。昨夜、奏哉に見つけられた後、床に落ちていたのを、今朝、ローテーブルの上に戻しただけだった。どちらも封筒から頭を出したままだし、無造作と非難されても仕方がない。

「す、すみません」

　床に膝をつき、封筒にしっかり収めた。膝にのせ、畏かしこまって正座したものの……。

　ふたりの突撃訪問の狙いは、奏哉が推測した通り、このお見合いの話に違いない。

　突然すぎて、正直、父に対する心の準備は整っていない。

　でも、私は昨夜、奏哉のものにしてもらった。

　それなのに、他の人と結婚なんて、絶対にあり得ない。

「あの、お父さん」

　私は、思い切って呼びかけた。

　父はまだ不愉快な表情のまま、コーヒーをひと口飲んで、私に視線だけ流してくる。

「この写真……お見合いの話で来たんでしょう？」

　私は封筒の上でギュッと手を握りしめ、勇気を奮い起こして問いかけた。

　父は、無言でカップをテーブルに戻す。

　その身から漂う圧倒的な威圧感に負けないよう、自分を鼓こ舞ぶするために、私はその場にスッと立ち上がった。

「ごめんなさい。このお見合いは、お受けできません」

　だんだん険しくなっていく父の目に、縮み上がりそうになるのを必死に耐えて、最後まで言い切った。

「昨日、お母さんには言いました」

　すでにお見合いを断る意思を示した事実を改めて確認しようと、私は視界の端で母を見遣った。

「だから、この写真もお持ち帰りいただけ……」

「再来週の土曜日の午後、葛くず瀬せ君とランチの約束をしている。お前も予定空けておけ」

　母が私の訴えを否定しないことに奮起して続けた言葉は、父に有無を言わせない口調で遮られた。

「葛瀬、君……？」

「お父さんの部下。そのお写真の方よ」

　父が口にした名をたどたどしく反芻した私に、説明してくれたのは母だった。

「えっ……」

　私はハッとして、自分の手元に目を落とした。

「彼からも、できるだけ早く会って、話を進めたいと言われている。いいな？」

　否とは言わせない、強い断言調の命令に、弾かれたように顔を上げた。

「ま、待ってください、お父さん！　私はお断りしたくて」

　急いで反論して、父の前に両手で封筒を差し出した。

　父はちらりとそれに目をくれただけで、不愉快そうに私を睨めつける。

「あなたに、親しくしている男性がいるのは知ってるけど、せっかくのご良縁を断るほどの相手じゃないでしょう？」

　母が口を挟んで、溜め息をついた。

「そんな！　彼は……」

「葛瀬君に嫁入りするまでは、多少の遊びは目を瞑る。だが、さっさと手を切っておけ」

　私の意思も言葉も、端から聞く気がない、父からの傲慢で横暴な命令。

「っ……」

　私は、力なく両腕を下ろした。

　封筒が手から落ちそうになって、無意識にギュッと握りしめる。

「私は、変わった……。でも、私がどんなに頑張っても、お父さんには煙たがられるんですね……」

「え？」

「茉帆？」

　無自覚のうちに口をついて出た言葉に、父も母も同時に反応して、訝しげに眉根を寄せた。

「実力で入社した会社じゃなくても、今まで私は自分で働いて生きてきた。なのに、お父さんは私を娘として……ううん、人間としても認めてくれない。私はお父さんの奴隷じゃないっ。もう、お父さんの言いなりになって結婚なんかしたくな……」

「口を慎め、茉帆っ!!」

　せり上がる感情を抑えきれず、今まで一度も言ったことのない不平不満を口走る私を、父の強烈な怒声が阻んだ。

　勢いよく立ち上がった父が、大きく腕を振りかざす。

　次の瞬間、身を襲うであろう衝撃を覚悟して、私は反射的に目を瞑った。

　だけど、それは一向に訪れず――。

「なっ……誰だ、お前はっ」

「……？」

　父の上擦った声を聞いて、私は恐る恐る片目を開けた。そして、父の後ろに立ち、その腕を掴み上げている奏哉を見つけて、ハッと息をのむ。

「娘に手を上げるのは、いかがなものでしょう？　平川局長」

「奏……！」

　いつもの豊かな表情を押し殺し、蒼そう白はくな顔をしている奏哉を見て、無意識に彼の名を呼ぼうとしたのを、とっさに思いとどまった。色をなす父とは真逆に、彼を見知っている母が、私を静かに見上げているのに気付いたからだ。

「あなた。この方ですよ」

　母は表情を変えずに、父に向かって進言する。

「昨日も今日も、こんな朝早くから一緒にいるなんて。親が想像する以上に親しい間柄なのかしら？」

　母からねっとりと言われ、奏哉の視線がそちらに動く。

「ご挨拶が後になり、申し訳ございません」

　今までの私たちのやり取りを聞いていたなら、絶対に不愉快極まりないはずなのに。

　奏哉は、そういった感情を巧妙に抑え込み、美しく完璧な笑みを浮かべて、父の腕を解放した。

「九重奏哉と申します。お母様のご推察通り、茉帆さんとは個人的に親しくさせていただいております」

　どこまでも丁寧な挨拶に、母が眉根を寄せた。

「九重？　……まさか」

「ええ」

　母の思考回路を見透かし、奏哉がさらに目尻を下げる。

「九重製薬の社長です。茉帆さんには常日頃から、仕事でもお世話になっております」

　それを聞いて、父が身体ごと彼に向き直った。

　背の高い彼をやや見上げる格好ながら、厳しい瞳で威い嚇かくするように観察して、

「嘘だ。九重の人間なら、私は末端に近い人間まで熟知している。お前のような男は、見たことも聞いたこともない」

　まるで虫けらを見るような蔑んだ目をして、すげなく言い捨てる。

　けれど、その瞳には、隠しきれない警戒心が滲んでいる。奏哉がどう返答するか。真の正体を暴こうとするような……攻撃的なのに、防衛本能から出る言動のようでもあり、いずれにせよ、私は今までこんな父を見たことがない。

　私も、そして母までも、見慣れない父に戸惑っているようだったけれど、

「そうでしょうね」

　奏哉は薄い笑みを口元に湛えたまま、小気味よく首を傾げた。

「私はこの四月に社長に就任したばかりで、平川局長が医薬品審査管理課長であられた頃にお会いしたことがありません。庶子で、九重の末端の末端ですから。一族の人間と揃って、公の場に出たこともありません」

「庶子？」

　父がほんの少し、面食らった表情を見せた。だけど、すぐに気を取り直し……。

「嫡ちゃく男なんではないのに、社長に？　……なるほど。九重秘蔵の御曹司ということか」

「不遇の、が正解ですが」

　奏哉は、父の前でも怯むことなく、いつもと変わらない飄々とした語り口を見せる。

　どこか煙に巻くような言い方に、父がふと眉をひそめた。

「私の素性はご理解いただけましたか？　それでは、本題に入らせていただいても？」

　なにか言われるより先に、奏哉が口を開く。

「茉帆さんからも、お見合いの話があることは聞いております。ですが、彼女の意に添わない縁談を強いるのは、どうかおやめください」

　どこまでも丁寧でありながら、力漲る瞳で父を捉える。

　私にとって、真正面から目を合わせるのも怯んでしまうほどの父が、彼に射竦められ、わずかながらたじろいだのがわかった。

「強いるだと？　娘のために親がすることの、なにが強いていると？」

　それを悟らせまいとしてか、父が腕組みをして踏ん反り返る。

「先ほど、彼女自身が言った。茉帆さんは、自分を奴隷のように感じている。図星をつかれてきまり悪かったのか、まさに手を上げかけたばかりじゃないですか」

　負けじと胸を反らす奏哉の追及もまた図星だったのか、言い負かされてグッと詰まった。それでも、そのくらいで黙る父じゃない。

「茉帆にとって上司だろうが、この件に首を突っ込むのはやめていただこう。これは我々平川家の問題だ」

　体格では彼に圧倒的に負けていても、厚生労働省のキャリア官僚としてのプライドはへたりはしない。身から滲み出る威厳に、一瞬、奏哉でさえも、眉をひそめた。

　そして、父はその変化を見逃さない。

「家族の話し合いだ。部外者はお引き取り願いたい」

　奏哉の顔から、一切の笑みが引っ込められた。

「娘に手を上げる親が、どの口で家族などと」

　色を失くした能面のような表情は、美しく整っている分余計に凄みがあり、どこか凄絶で……初めて見る彼に、私の背筋にゾクッとした戦慄が走る。

　真っ向から対峙して、刃のように尖ったオーラを一身に受ける父がどうだかわからないけど、母は奏哉に目を奪われ、言葉を挟めずにいる。

「っ……奏、社長っ！」

　私は身体にまとわりつく呪縛のようなものを振り解き、父と彼の間に割って入った。

　今止めなきゃ、手遅れになる。

　なにが……？

　なにかもわからないけど、止められるのは私だけという直感があった。

「大丈夫。私なら、大丈夫です」

　そう言って、背筋を伸ばして向き合う。

　奏哉が、小さく息をのんだ。険しく歪んだ顔に、感情が戻ったのが確認できる。

「父の言う通り、お引き取りいただけますか？　社長もこの後ご予定がありますし、ここは私に任せてください」

「でも」

「社長。私は、もう学生の頃とは違う。それは、社長もよくわかってくれているでしょう？」

　納得いかなそうに顔をしかめる彼に、ぎこちなく微笑んでみせた。

　奏哉が虚を衝かれた様子で、パチパチと瞬きを繰り返した。

　そして、口惜しそうに唇を結ぶ。

「兄貴との約束なんか、すっぽかしてえ……」

　口元を手で押さえたものの、心の声を憚っていない。

「だ、ダメです！　社長」

　私は焦って、勢いよく首を横に振った。

　一瞬、ふたりでいる時の空気感に戻ってしまい、すぐにハッと我に返る。

　父と母から向けられるじっとりと湿った視線に気付き、虚勢を張って胸を反らした。

「明日、ちゃんとご報告しますから」

　気を取り直して、彼に微笑みかける。

「茉帆……」

　奏哉は歯痒そうに、微妙に視線を彷徨わせたけれど。

「……わかった」

　一度だけ、頷いてくれた。




　想定外で、やけに密度の濃い出来事の連続で、全然休んだ気がしないまま週末が終わり、迎えた月曜日。

　今週は、半数近くの役員が夏季休暇を取得している。秘書たちも、自分の担当役員に合わせて休暇を取る人がほとんどだから、始業時間の二十分前でも、役員フロアは閑散としていて、不気味なほど静かだった。

　私は社長室の前で立ち止まり、President と金の文字で刻まれたプレートを一度ジッと見据えた。意識して大きく深呼吸をしてから、ごくりと唾を飲んで喉を潤し――。

「おはようございます……」

　ノックの後、挨拶と同時にドアを開けた。

　すると。

「茉帆っ」

　いきなり名前を呼ばれて、ドキッと心臓が跳ねた。

　無意識に足元に落としていた目を、上げる間もなく、

「!?」

　私の視界は白いものに覆われ、顔がなにかにムギュッと押しつけられた。

「おはよう、茉帆。待ってた」

　頭上で奏哉の声がしなくても、ハグでお出迎えされたのだと察せられた。

　一瞬パニックになりかけたけど、すぐに我に返る。

　彼の両腕に手をかけ、自分から引き剥がし……。

「そ……社長っ！」

　無駄に肩で息をして、咎めるように目力を込める私に、彼もあからさまに不服そうな顔をする。

「〝奏哉〟」

「ここはオフィスです。今日から一週間仕事です」

「まだ始業前だよ。誰も聞いてないんだし、いいじゃないか」

　奏哉は不満げに口をへの字に曲げると、ひょいと肩を動かした。

「昨日、君の部屋を出てから、気が気じゃなかったんだ。おかげで、兄に初めてチェスで負けた」

「は……チェス？」

「あの人の趣味。弱いくせにやりたがるんだ。今まで俺、負けなしだったのに」

　屈辱の負け戦を思い出したのか、忌々しげに顔をしかめる様子に、私は呆気に取られてしまった。

「意外と……平和な関係なんですね」

　ついつい、心の声を挟む。

「あの人はずる賢いだけで、俺と違って野心はないからね。スタンスが真逆だから、腹違いの兄弟でも、険悪ってわけじゃない」

　乱暴に前髪を掻き上げながら、執務机に戻っていく彼を追おうとして……。

「野心……」

　無意識に、その言葉を繰り返した。

　昨日奏哉を帰した後、父と母、三人で交わした会話が、脳裏に蘇ってくる。

『出自というハンデを背負いながら、九重製薬社長の座に上り詰めるとは、相当キレ者の野心家のようだな』

　父が奏哉と対していた時間は、それほど長くはない。しかも、決して冷静だったとは思えないのに、経営者としての彼の資質を、鋭く見極めていた。

『学生の頃とは違う、と言っていたな。お前、彼とは大学時代から知り合いなのか？』

　私が彼に向けた言葉もしっかり聞き留めていて、私は、キャンパスで一度だけ会ったことがあると答えた。

　父は私に、今年の四月に彼が社長に就任するまでの経歴についても質問して、

『なるほどな』

　思考回路の整理がついたのか、苦々しい表情を浮かべた。

『それで辻つじ褄つまが合う。茉帆、あの男はやめろ。お前に……いや、我々平川家にとって、仇かたきも同然だ』

　父がなにを言っているのか、私にはまったく意味不明だった。

『間接的とはいえ、お前と大浦君の結婚が破談になったのは、あの男のせいだ』

　そう前置いて語られた内容は衝撃的だったものの、私の理解も繋がった。

　当時、若葉薬品工業では、大浦さんを総責任者に据え、難治がんの特効薬開発という、ビッグプロジェクトが進行していたそうだ。

　若葉は製薬業界では中堅ながら、短期間で次々と新薬の認可を取得して、急成長中の会社だった。日本の製薬業界期待の〝新星〟による、画期的な新薬開発プロジェクトは、他業界からの注目度も高かった。

　それなのに、経営不振説が取り沙汰されたのは、社内でもトップクラスの優秀な研究員が数人、一気に他社に引き抜かれ、次々に退職したという背景がある。

　彼らを失ったことで、若葉はビッグプロジェクトの中断を余儀なくされた。

　そんな折に、販売開始したばかりの新薬で重じゅう篤とくな事故が報告され、薬害訴訟に発展したのが追い打ちとなり、経営不振説に信しん憑ぴょう性せいが増し、瞬く間に傾いていった――。

　それ以上は聞かなくても、父が言わんとしていることはわかった。

　研究所の視察に行った時、私はこの耳で、奏哉が研究員の引き抜きを上申したと聞いている。所長が、『いつぞやの若葉の二の舞』と口にしていたことも思い出した。

『九重には、一かず城しろ氏という嫡男がいる。彼を差し置いて社長の座を掴むには、経営者としての才覚を現会長に知らしめる必要があっただろう。いや、それを条件に課せられていた、と言うべきか。九重奏哉は、自身の野望のためなら、何千という社員を抱えた企業の息の根を止めることも、お前のささやかな幸せをぶち壊すことも厭いとわない、冷酷非道な経営者だ』

　父は、若葉を退職した研究員の再就職先が九重製薬と知っていて、その引き抜きに奏哉が一枚噛んでいると確信しているようだ。

　だから、〝平川家の仇〟だ。そして、そんな男は私に相応しくないと言って、自分の部下とのお見合いを強行する構えでいる。

　父が言う私の〝ささやかな幸せ〟とは、大浦さんとの結婚だ。私の幸せがなにかも知らずに奏哉を仇扱いすることなんて、そもそものところで間違っている。

　だけど、父の説明を客観的に聞いて、ゾクッとさせられたことは否めない。

　冷酷非道……九重製薬という大会社のリーダーとして、必要な資質のひとつであることは間違いない。いつも物腰柔らかい奏哉も、九重製薬の業績、企業成長のために、人面獣心であらねばならない局面は多々ある。父が言うように、社長として認められるために、時として、美徳とは言えない資質も知らしめる必要があっただろう。

　それを目的に、彼が血が滲むほどの努力を積み重ねてきたことを、私は知っている。知ってはいても、私はほんのちょっと……いや確かに、彼を恐れ、〝怖い〟と思ってしまった。

　自分の〝野望〟のためなら、手段を選ばない。

　奏哉は、そういう一面も併せ持つ人だから――。

「……で？　見合いはちゃんと断れたのか？」

　執務机の後ろに回り、窓に軽くもたれかかった奏哉が、スラックスのポケットに片手を突っ込み、私にちらりと視線を投げた。

　机を挟んで彼と向き合った私の胸が、意思とは関係なくドクンと沸き立つ。

「え、っと」

　喉に声を引っかからせながら、身体の脇に垂らした手をギュッと握りしめた。

　――言えない。父が奏哉を、〝仇〟と言い切ったなんて。

　あんなに何度も口説かれて、過剰なほど溺愛されれば、彼の私への愛情の深さは疑いようもない。

　万が一、私が他の人と結婚させられることになったら――。

　社長になるという野望のために、結果的に、一企業の経営を傾かせた人だ。父に、もしくは今度のお見合い相手や天城ファーマライズに、なにか仕掛けるんじゃないかという予感が消えない。

　私のために、奏哉にそんな強引なことをさせてはいけない。なんとしてでも自力でお見合いを断り、彼に余計な不安を抱かせないようにしなければ……という強い決意に繋がる。

「だい……じょうぶ、です」

　ぎこちなく笑って、そう答えた。

　当然、奏哉の眉が曇る。

「断れたわけじゃなさそうだな」

　嘘はつきたくない。だから私は、一度だけこくりと頷いてみせた。

　彼の顔から、波が引くように、笑みが消えた。窓から離れ、立派なチェアを引いて、ドスッと勢いよく腰を下ろす。

　そして。

「茉帆、お父さんに面会の申し入れをして。俺が直談判するから」

「だ、大丈夫ですから！」

　私は勢いに任せて、執務机に両手を置いた。

　奏哉がピタリと喋るのをやめ、上目遣いで険しい視線を向けてくる。

「父は、なにがなんでも、私にお見合いさせるつもりでいます。でも、私も、お見合いを阻止するために説得します」

「できなかったら？」

「直接お相手の方に、誠心誠意お断りします。絶対、父の言いなりにはなりませんから」

　私が身を乗り出して訴えても、彼の表情は和らがない。

　私は、意識してスーッと息を吸った。

「私を信じてください。……奏哉」

　机に置かれた彼の右手の小指が、一瞬ピクッと動いた。奏哉はなにか言いたそうに唇を動かしたけれど、結局きゅっと結んでのみ込む。

　苦い表情をして、視線を横に流し……。

「……はあ」

　声に出して溜め息をつき、がっくりとこうべを垂れた。

「君はズルいね。俺は心配で気が狂いそうなのに。〝信じてください〟なんて言われたら、なにも手出しできない。……そんなことしたら、信じてないみたいじゃないか」

　悔しげに呟き、苛立ち紛れにガシガシと頭を掻く。

「奏哉……」

「わかったよ。信じる。君は強い意志を持った、大人の女性だから」

「ありがとうございます！」

　私はホッと胸を撫で下ろし、勢いよく頭を下げた。安堵して、自然と顔が綻ぶ。

　それでも奏哉は、言葉とは裏腹に、まだ納得いかなそうに口を曲げていて――。

「……信じるから」

　大きく足を組み上げ、軽く指を曲げて、おびき寄せるようなジェスチャーを見せる。

「？　はい」

　私はなにも警戒せず、執務机を回り込んで、彼の傍らに進んでいった。

　奏哉が、床についた足を軸にくるっとチェアを回転させて、私にまっすぐ向き直る。

「なんでしょう？」

「ここに。君からキスして」

　用件を問いかけた私に、自身の唇を指でつつきながら、しれっと命令する。

「……は？」

「早く。社長命令」

　奏哉はまったく悪びれず、急かしてくる。

　なにを命令されたのか瞬時に理解が繋がらず、一瞬固まっていた私は、ハッと我に返った。

「全然信じてない……！　ここ、オフィスですよ!?」

「まだ始業前だし、俺が許可しなきゃ誰も入ってこない。安心して」

「始業前なら、社長命令の効力もないですよね」

　私のツッコミを受け、自分でも矛盾を認めたようで、彼はムッと唇を尖らせた。

　きまり悪いのか、拗ねたようにそっぽを向く様が、なぜか今、私の胸をきゅんと疼かせた。

　彼の言動はなにもかもすべて、私を想ってくれてのもの。

　不機嫌な横顔にまで、愛される幸せを噛みしめてしまう自分を戒いましめる。

　そして――私は、サッと背を屈めた。

「っ……」

「……約束です。信じてくださいね」

　奏哉が息をのむ気配を感じながら背を起こし、目線を逃がして素っ気なく告げた。

　それなりに意表をつけたのか、彼は瞬きも忘れて私を凝視している。

　自分でも、らしくないことをした自覚があるから、そんな視線が居たたまれない。

「す、少し早いですけど、スケジュール読み合わせしましょうか。今、メール確認しますので……」

　無理矢理仕事モードに切り替え、執務机の袖のデスクに歩いていこうとすると。

「こら、待て」

　奏哉がギシッとチェアを軋ませて立ち上がり、私の肘を引いた。

「え？」

「あんな、空気掠めたくらいのキスじゃ、割に合わないだろ」

「きゃっ……!?」

　力強くぐいと引っ張られ、私はバランスを崩したまま、窓際まで追い詰められた。

　やや強引に、窓に背を押しつけられ……。

「！」

　頭の上に腕をついた彼を反射的に見上げたところを、狙い澄ましたように、唇を奪われた。

「ん、んんっ……っ」

　私がした〝空気掠めた〟くらいのキスとは比べものにならない、濃厚なキス。

　いくら始業前とはいえ、社長室でこんないやらしいキスをしている背徳感に、私の脳神経は麻痺しそうだった。

「んっ、奏……！」

　彼の引き締まった胸をドンドン叩き、せめてもの抵抗を見せる。

　だけど、彼はびくともしない。それどころか、わざとらしくくちゅくちゅと音を立てられ、朝の社長室に相応しくない、淫らで濃密な水音が響く。

「っ、ふあ……」

　息が上がり、膝から力が抜け落ちそうになった時、彼の唇が離れていった。

「……はっ」

　奏哉が、窓についた腕に額を預け、顔を伏せながら短く浅い息を吐く。

「怒るなよ。本当は、君が他の男と会うこと自体、許せないんだ。これでもだいぶ譲歩してる」

「……！」

　朝っぱらから憚ることのない熱情を真っ向からぶつけられ、私の心臓が大きく跳ね上がった。

「髪の毛一本でも、他の男に触れられてみろ。君の身体中に俺のものだって刻印残して、他の男が寄りつけないようにしてやる」

「!!　も、もうっ」

　カアッと頬が火照って、火が噴きそうなほど熱くなる。

　私は両手で頬を挟み、彼から顔を背けて逃げた。

　彼の腕の隙間を摺り抜けてデスクに移動して、やや勢いよく腰を下ろす。

　そそくさと、仕事を始める準備をしながら……。

　ドキン、ドキン、ドキン――。

　心臓が壊れそうなくらい強く速い拍動が、なぜか甘く心地いい。

　秘書として仕事をするための社長室で、社長とキスをするなんて、少し前までの私にはとんでもないことで、卒倒しそうだ。

　なのに、彼に言われた通り怒るどころか、胸を弾ませている自分に戸惑う。

　恋をして、盲目になっているのかもしれない――。

　そんな自分が、くすぐったかった。




　同じ日の午後、彩葉から【近々一緒に外食ランチしない？】というお誘いのメールがあった。

　予定を合わせて、水曜日の正午過ぎに、ビルのグランドエントランスで待ち合わせ。すぐ隣の商業ビルの五階にある、オーガニック野菜をたっぷり使ったサラダランチが人気のレストランに入り、店内の奥まったテーブルで向かい合って座った。

　それぞれ、好みのサラダをチョイスして、オーダーを終えると……。

「で？　九重社長との初デート！　どうだった？」

　彩葉がやや食い気味に身を乗り出し、早速報告を求めてくる。

　もちろん、彼女がなにを聞きたくてランチに誘ってきたかは、わかっている。

「う、うん。楽しかった、よ」

　わかってはいるけれど、いくら彩葉にでも奏哉とのことを話すのは照れくさくて、シンプルなひと言で返した。当然ながら、彼女はそれで満足はしてくれない。

「ちょっと～。なにそれ、無味乾燥すぎない？」

　あからさまに不満を示し、口をへの字に曲げる。

「茉帆の、人生初デートでしょ。しかもお相手は誰もが羨む九重社長！　最っ高にゴージャスでセレブなデート、用意してくれたんじゃないの？」

　テーブルに両手で頬杖をついて、聞き方を変えるという戦法に出てきた。

「私、普通のデートを知らないから、どうだかよくわからないけど。ゴージャスとかじゃなくて、結構自然というか……初めてでも、気後れしないで楽しめた……かな」

　なんとなくソワソワして、辺りに目を泳がせながら、当たり障りない返答に徹する。

「へえ、そうなの？」

　彩葉は意外そうに目を丸くしてから、「それで？」と、わずかに唇の端を上げる。

「真剣に悩んでたお泊まりは、どうしたの？」

　さらに身を屈めて、コソッと小声で訊ねられ、

「っ……！」

　不覚にも、私の頬はボッと火を噴く勢いで赤くなった。

　そうだった――。

　初デートからあまりに怒涛の展開の連続で、デート前にそんな相談をしていたことが、頭から抜け落ちていた。しかも、〝お泊まりどうしよう〟のレベルから、すでに大きく十歩は前進していて、次なる問題を抱えている。

　なんて答えればいいかと、思考を巡らせて惑っていると、彼女の目がだんだんと三角になっていって、ニヤニヤし出す。

「あ～、茉帆。いいわいいわ、よ～くわかったから」

「え？」

　さらっと質問を引き取られて、虚を衝かれた。

　彩葉は頬杖を解くと、椅子に深く背を預ける。

　ニヤニヤ笑いはそのままに、胸の前で腕組みをして……。

「目は口ほどに物を言うって、よく言ったことわざよね～」

「は？」

「この週末、九重製薬史上最高のビッグカップル誕生！ってことでしょ？　おめでとー。ご馳走様」

「……っ!!」

　ただ、なんて説明すべきか思案していただけなのに、すっかり見破られている。

　私は、茹ったように、耳まで赤く染めてしまった。

「う、うん。……あり、がと」

　素直にお礼を言っては、惚のろ気けだってからかわれるんじゃ……。

　そんなことを考えて、私の返事は妙にたどたどしく片言になってしまった。

　そのタイミングで、オーダーしたサラダランチが運ばれてきた。

　大きなお皿にこんもりと丘のように盛られたサラダに、削ったパルミジャーノレッジャーノチーズを追加でかけてもらってから、フォークを手に取る。

「これで、茉帆に先越されるの、確定したってことかあ……」

「先？」

　軽くドレッシングと混ぜ合わせたレタスを口に運ぶ彼女に、私は首を傾げた。

「結婚。九重社長って、今年三十二歳でしょ？　年齢的にも立場的にも、当然結婚前提の真剣交際のつもりでしょ」

「っ」

　ここでもあっさり見透かされていて、私は思わずグッと詰まった。

「ごほっ……」

　口に手を当てて咳き込み、フォークをテーブルに戻して、トントンと胸元を叩く。

　ミネラルウォーターのグラスを手に取り、二口ほど飲み干してから、はーっと大きな息を吐き……。

「まあ……それも、言われてる……んだけど……」

　顔が熱くて、肩も首も縮めながら声を尻すぼみにする。

「うひょお～」

　彩葉は、なんとも形容しがたい声をあげて、がっくりとこうべを垂れた。

「そっか。茉帆、社長夫人になるのね。いいなあ……」

　ほんのちょっぴり妬みのようなものがこもった、羨ましげな声を耳にして、私は再びフォークを持った手をピタッと止めた。

「そうなると、仕事どうなるの？　ほら……うちって一般社員でも、社内結婚の場合、同じ部署にいられないじゃない？　茉帆も、今みたく秘書は続けられないんじゃ……」

　彩葉が質問しながら、ゆっくり頭を起こし、

「……？　茉帆」

　中途半端な体勢で、不思議そうに首を捻る。

　私が真っ赤な顔であたふたしていると思っていたのか、浮かない表情で目を伏せる私に当惑しているのがわかる。

「もしかして、担当替わる……？　まさか、異動とか？」

　遠慮がちな探りには、ふるふると首を横に振って否定した。

「先のことはわからないけど……それ以前に、ちょっと困ったことがあって」

　言い回しを考えながら、ぎこちなく切り出す。

　父が奏哉のことをよく思っておらず、交際にも否定的なこと、それもあって、両親が揃って、父の部下と私のお見合い話を進めようとしていること。

　そして。

「私、うちの会社に入社する時、その……父が裏で口利きしてるのね。今回も、私を社長秘書の任から解くように、人事統括役員に要請するとか言い出していて……」

　それは、ひとつだけ、奏哉に言えずにいること――。

　私が自力でお見合いを断ることに理解を示してはくれたものの、内心納得していないのは痛いほど感じ取れる。それなのに、父が会社の人事に干渉してまで、私を彼から引き離そうとしているなんて知られたら――。

　その時、奏哉がどんな行動に出るか、私の想像の範はん疇ちゅうを超えてしまいそうで怖い。

「もちろん、いくらなんでも、社内の人事を好き放題にされるとは思わないけど、人事統括の役員は父と懇意にしてるし、実際どれだけ影響力があるか、私にも未知数で……」

「ちょ、ちょっと待って、茉帆」

　いつの間にか夢中になって言い募っていた私を、彩葉がどうどうと言うように手で制した。

「えっと……ごめん。そもそも、茉帆のお父さんって何者？　うちの会社に、そこまで顔が利くような人なの？」

「あ」

　そうだった……。

　私の父が厚生労働省の現役官僚だというのは、秘書室の上司や一部の先輩と、役員たちしか知り得ないこと。私自身、人に知られたくないことだし、彩葉にも進んで家族の話をしたことはなかった。

　私の父のことをなにも知らない彼女は、頭の中がこんがらがってしまったようで、こめかみを解ほぐすような仕草を見せる。

「そ、そうよね。ごめんっ」

　私は慌てて、シャキッと背筋を伸ばした。

　改めて父の職業について話すと、彼女はポカンとした顔をした。

「今時、娘の恋人が気に入らなくて、自分の部下とのお見合いを無理強いするとか、どんな頑固親父よ？って思ったけど、それで納得……」

「納得されても困る……」

　彩葉が自分にうんうんと相槌を打つのを見て、私は深い溜め息と共に肩を落とした。

「茉帆って、普通に育ちよさそうって思ってたけど、正真正銘のお嬢様だったんだ」

「父が人並外れて厳しいだけで、特別な育てられ方したわけじゃない。お嬢様なんて、大それたものじゃないよ」

　ちょっと不貞くされて唇を尖らせると、彩葉も「ごめん」と言って肩を竦めた。

　そして、ふと、テーブルに置いたスマホで時間を確認して、やや食事のペースを速めながら、

「でも……茉帆のお父さん、九重社長のなにがそんなに気に入らないんだろう」

　思案するように、目線を横に流した。

「え？」

　私も、彼女に倣って手を動かして、視線を返す。

「だって、大事なひとり娘を嫁にやるには、非の打ちどころのない相手だって、喜ぶ親の方が普通じゃない？」

　口をもぐもぐと動かし、軽く宙を見上げる彼女の前で、私は曖昧に首を傾げた。

　父は奏哉のことを〝極悪非道な経営者〟という言い方をして、私に相応しくないと断言したけれど、いくらなんでも、九重製薬の一社員の彩葉にそのまま伝えることはできない。

「自分の部下と茉帆を結婚させることに、意固地になってるのも疑問よね。……あ。もしかして、なにか、立場的な問題があるとか？」

「立場？」

　反芻して問いかけた私に、彩葉が「そう」と大きく頷く。

「ほら。製薬業界って、厚労省の直轄じゃない。キャリア官僚だからこそ、特定の一社の社長と娘を縁組みさせて、あらぬ疑いがかかったらたまらない……とか」

　彼女がなにを意図して言っているか、私にもピンときた。

　製薬会社にとって、厚生労働省は切っても切れない中央省庁だからこそ、定期的な接待が欠かせない。だけど、度を超えた関係は癒ゆ着ちゃくと言われ、過度な贈答、接待は収しゅう賄わいを疑われる。

「それは……ない、と思う、けど……」

　実際、私は大学卒業と同時に、若葉薬品工業の一役員とお見合い結婚させられるところだったのだ。

　奏哉と大浦さん。厚労省官僚の父との関わりに、そう大差はないはず。

　なのに、彼女に返した私の声は、自信なく消え入った。彩葉は「考えすぎだよね」と笑い飛ばしているけれど、私の胸には不穏な予感が広がっていく。

　父は、経営者としての奏哉を極悪非道と言って、彼の人となりを知りもしないのに毛嫌いしている。

　その根拠は、彼が関与した研究員の引き抜きにより、若葉薬品工業が経営不振に追い込まれ、私の結婚が破談になったこと――。

　でも、どうして？

　若さしか武器のない厄介な娘を早く嫁がせたいなら、むしろ躍起になって、次々とお見合いをさせそうなもの。だけどあれ以降、父は縁談話を勧めてこなかったし、執拗に結婚させようとしていた様子もない。破談が奏哉のせいだとしても、彼をそこまで嫌う理由としては腑に落ちない。

　あの結婚そのものに執着していたから、と考えた方がしっくりくる。

　――そもそも、父はどうして、大浦さんを私の結婚相手に選んだのだろう。娘婿として、それほどまでに大浦さんにこだわったのはなぜ？

　厚生労働省と製薬業界。

　官僚が自分の娘の結婚相手に選ぶほど、深い関わりを持つ役員。

　それを、度を超えた関係とは言わないんだろうか……？

　一瞬、心臓がドクッと嫌な音を立てて沸き立った。

「癒着……」

　自分の推測が信じ難くて、私は呆然として独り言ちた。

「ねえねえ。九重社長との結婚、あんまり反対されるようなら、いっそ駆け落ちしちゃえばー？」

　ニヤニヤしながら、フランスパンを千切る彩葉に、私はハッと我に返った。

「え……？　ごめん、なに？」

　なにを言われたか、わからなかった。

　だけど彼女は、私が白々しくはぐらかしたと受け取ったようだ。

「なに？じゃないでしょ。茉帆だって、そのつもりだから、偏った持論撤回する気になったんだろうしー」

「…………」

　彩葉がひとり盛り上がる声が、私の聴覚から遠退いていく。

　いきなり湧いた疑惑に、脳細胞が目まぐるしく働き出す。

　あまりに突拍子がなく、現実味も薄く、私の思考能力は追いつかない。

　いや、『まさか』と、自分の考えを否定したいだけかもしれない。

　――父に聞かなきゃ。

　私の結婚相手に、大浦さんを選んだ理由を。

　そして、今、自分の部下と強引にお見合いさせようとする意味も。

　真夏とはいえ、店内はしっかり冷房が効いていて、むしろひんやりするくらいなのに、私は背中にじっとりと嫌な汗が滲む不快感を覚えた。










華麗なる略奪劇




　その夜、国立大学の薬学部教授との意見交換会と称した会食に奏哉を送り出した後、私は残務を片付けて、七時過ぎに退社した。

　本社ビルを一歩出ると、真昼の殺人的な熱波の名残で、サウナのような夜気が全身を包む。肌がじっとりと湿る不快感に耐えながら、最寄り駅に急いだ。

　普段の通勤ルートとは違う、メトロの改札を抜ける。

　目的地は、厚生労働省の庁舎がある、日本最大の官公庁街、霞かすみヶが関せきだ。

　今日、お昼休憩を終えて帰社した後、私は『早急に話をさせてください』と、父に連絡を入れた。きっと父は、お見合いの件だと思ったのだろう。なんの用件かも聞かずに、庁舎に直接来るよう、私に命じた。

　官僚たちの、昼夜問わない過酷な長時間労働を揶揄して、不夜城などと呼ばれる霞が関。父ももちろん例外ではなく、三十、四十代の働き盛りの頃は、ひと月家に帰らないこともざらにあった。五年ほど前、局長に就任して、部下を動かす立場になってからは、早朝・深夜まで仕事に追われることはなくなったけど、それでも激務には違いない。突然のアポイントに、時間を割いてもらえるだけでありがたい。

　九重製薬の本社ビルを出てから三十分ほど。

　父の秘書である男性が応対してくれて、私は局長執務室に通された。

　ひとり残されると、ゆったりとしたソファに浅く腰かけ、室内をソワソワと見回す。

　古めかしい重厚な空気に威圧感を覚え、ちゃんと聞けるかどうか、不安に駆られる。

　本当は、ここに来る前に、奏哉に相談したかった。だけど、今日の午後、彼は社内での会議や来客対応の予定が詰まっていて、ほんの少し雑談する時間も取れなかった。

　昼間、彩葉と話をしてからずっと消えない、グレーを通り越して黒に近い疑念。

　私が考えすぎなら、それでいい。

　でも、もし、そうじゃなかったら……私は娘だから、今こそしっかりしなければ。

　父のオフィスで、真っ向から疑念をぶつける、いわば敵陣での大一番を前に、緊張と不安でやや速い心拍が治まらない。不穏なリズムを刻む鼓動のせいで、胸苦しさを感じる。

　無意識に胸元で服を握りしめ、振る舞われた冷たい麦茶で喉を潤した、その時。

「待たせたな、茉帆」

　ノックもなく執務室のドアが開き、父が入ってきた。

「あっ……」

　私は急いでグラスをテーブルに戻し、弾かれたようにソファから立ち上がる。

「お父さん。突然お邪魔して、すみません」

　日曜日に、私のマンションに押しかけてきた時とはまったく違う、寸分の隙もないスリーピースのスーツ姿の父に、やはり条件反射的な畏怖の念を覚える。

　いくつになっても、父に対して消えない恐れが、一瞬、私の思考回路を麻痺させた。

　父から顎先で着席を促され、半分脱力気味にストンと腰を下ろす。

「長い時間は取れない。さっさと用件に入れ」

　対面のソファに座った父が、麦茶をひと口飲んでから、私に目線を上げてくる。

「お父さん」

　私は気を取り直して、自分を奮い立たせた。膝の上で重ねた手に、力を込める。

「私を二度も、自分が決めた相手と結婚させようとするのは、どうしてですか」

　意思とは関係なく、顔が強張る。

　父はピクリと眉尻を上げ、無言でグラスをテーブルに置いた。

「ひとり娘の生涯の伴侶に、信頼置ける相手を選ぶことの、なにが疑問だ」

「大浦さんの時は、器量なしの私は売れ残るのが関の山と言ってました。確かにその通りだと思ってたから、私も反論しなかった。せめて、お父さんが言う通りの結婚をして、親孝行になるなら……と」

　私の言い回しに意図を感じたのか、訝しげに眉根を寄せる。

「茉帆。なにが言いたい」

　眉間に皺を刻んだまま私を見据え、足を組み上げてソファに踏ん反り返った。

　私に注がれる、肝が縮み上がりそうなほど鋭い眼光。だけど、そこに、虚栄心や警戒心のようなものが垣間見えるから、きっと、私の考えは間違っていない。

　なにかに突き動かされる気分で、私はわずかに身を乗り出した。

「私なりに、考えてみました。結果、大浦さんと葛瀬さん、おふたりが籍を置く企業……両社とも、縁談話の少し前から業績好調で、著しい増収増益に転じている共通点に気付きました」

「長期的に安定した収益を計上できない企業の男に、大事な娘を嫁がせるわけにいかない。親として、当たり前だろう」

　浅く短い吐息に、微かながら、苛立ちのようなものが滲んでいる。

　父の感情に少しずつ綻びが見え始めて、私はますます確信を強めていく。

　思い切って、一度スーッと息を吸って――。

「嫁がせるわけにいかないんじゃなく、意味がない、からでは？」

「意味？」

「お父さんは、若葉薬品工業の経営が傾いて、もう大浦さんは役に立たないと判断したのでは？」

　胸に広がる黒い疑惑を、直接父にぶつける緊張で、声が掠れた。

　膝の上で握った手が、じっとりと汗ばむ。

「……茉帆。お前、九重社長から、なにを入れ知恵されているんだ？」

「い、入れ知恵なんて。製薬会社のトップのそばで働いていれば、業界の動向くらいはわかります」

　ますます苛立ちを深める父の前で、手が震えないよう握りしめるのが精一杯だったけど、〝入れ知恵〟なんてひどい言い様を、撤回してもらいたい一心で言葉を繋ぐ。

「最近、競合他社と比較しても、天城ファーマライズの新薬申請に対し、認可が早いように思われます。業績好調の要因は、ここにあるはず」

「…………」

「若葉薬品工業も、同じ状況だったのではと考えました。発売したばかりの新薬で事故が起きたのも、認可が早すぎたからなんじゃ。そうだとすると、大浦さんは役に立つどころかお父さんを巻き込み、逆に足を引っ張ると見限られて……」

「たかが一企業の秘書風情が、勝手な憶測で物を言うことの恥を知れ」

　感情のこもらない静かな声と同時に、父の顔から一切の表情が失せた。

　ビジネスマンの顔を見せた時の奏哉に匹敵する、冷酷な官僚。

　娘の私でも、背筋が戦慄するほどの怖さ……。

　極度の緊張が限界を突破して、私の身体は意思とは関係なくカタカタと震えた。

　私が返す言葉に窮するのを見て、父はハッと浅い息を吐いた。

　隠せない苛立ちを鎮めようとしてか、白いものが混じる前髪をザッと掻き上げる。

「これ以上の言いがかりは、娘といえど容赦しない。九重社長ともども訴え、然るべき措置を講じる」

「お父さ……」

「実の父親に悪意ある妄想紛いの疑惑を向けるより、あの男の真意を見定めることに頭を使え」

　父は素っ気なく言って、勢いよくその場に立ち上がった。

「私の前職務を知っている上、初対面で『局長』と呼んだな。厚労省の内情にかなり精通している。正統な嫡男を蹴落として九重の社長にのし上がるために、厚労省官僚の娘を利用しないわけがない。お前のような器量なしが九重製薬なんて大手に就職できたのも、あの男が裏で人事に手を回したからだろう」

「……え？」

　横柄に見下ろされて、私は目を瞠った。

「社長が人事に手を回すって……？　それをしたのはお父さんじゃ」

「私がするわけないだろう」

　すげなく言われ、怯んで口を噤む。

　確かに――冷静に考えてみたら、若葉薬品工業を経営不振に貶おとしめた九重製薬に、娘の私が就職するのを、父がよく思うわけがない。まして、積極的に口利きなんて。

　父じゃないなら、誰の力？　父が言うように、奏哉が？　なんのために……？

　父に向けられた辛辣な言葉を、自分自身に問いかけてみる。

　脳細胞が麻痺してしまったのか、頭の中は真っ白だ。ただ心臓だけが、ドクッと嫌な音を立てて沸き立つ。

「お前が疑うべきは、私ではなくあの男の真意の方だ。今お前に言い寄るのも、お前の結婚を破談にした罪滅ぼしか、さらなる思惑あってのことだろう。いいように弄ばれて傷物にされる前に、清算しておけ」

　父は、動揺を隠しきれず、とめどなく視線を漂わせる私を一瞥して、

「茉帆、もう帰りなさい。私は忙しい」

　素っ気なく言うと、執務机の方に歩いていった。

　忙しない足音が、やけに遠く聞こえる。

　私は、促されるまま立ち上がった。

　機械的にペコリとお辞儀をすると、覚束ない足取りでドア口に向かう。

　緩慢な動作で、ドアに手をかけた時、

「……ああ、茉帆」

　抑揚のない声で呼び止められ、条件反射でビクッと肩を震わせた。

「来週土曜日、午後十二時半。神楽かぐら坂ざかのフレンチレストラン、アビエンヌ」

　単調に単語で羅列されて、なんのことだか理解が遅れる。

「……え？」

　恐る恐る肩越しに振り返ると、父はすでに着席していて、鷹揚に足を組み上げ……。

「見合いの日時と場所だ。葛瀬君の意向で、形式ばったものにはせず、略式という形を取る。堅苦しい服装で来なくていいが、趣旨はわきまえろ」

「っ……」

　私はここでも返事をできず、急いでドアを開けた。背中でバタンと閉まる音を聞いて、一度も振り返らずに早足で通路を歩き、厚生労働省の庁舎を後にした。




　奏哉が住処にしているホテルに帰ってきたのは、午後十時半を回った頃だった。

　彼はスーツの上着を片手で肩から背中に提げて、ネクタイを緩めながらロビーを通り抜け、高層階専用のエレベーターホールに入ってきた。

　壁に背を預けて立っていた私に目を留め、次の瞬間、ギョッと目を瞠る。

「茉帆……!?　どうした？　こんな時間に」

　驚きを隠さずに、駆け寄ってくる。

「お疲れ様です。突然すみません……」

　奏哉は私の前まで来て足を止め、一瞬困惑した様子で瞳を揺らした。

　私自身、突拍子がない行動を取った自覚はある。

　彼からも、戸惑う気配が感じられた。

　だけど、それもほんの束の間。

「フロントでキーもらって、中で待っててくれてよかったのに。ほら、おいで」

　奏哉は短い吐息をつき、開いていたエレベーターに私を誘いざなった。

　彼がカードキーをかざして階数ボタンを押すと、ドアが閉まり、箱が上昇し始める。

「君、このホテルのスイート、俺が宿泊してる間は顔パスだから」

　壁に寄りかかり、軽い調子でウィンクを投げる彼に、私はぎこちなく微笑む。

　いつものように、言い返す余裕はない。

　すぐに目を伏せる私に、奏哉が訝しげに首を傾げた。

　私が醸し出す硬い空気を感じ取ったのか、それきり口を噤んで黙り込む。

　エグゼクティブスイートルームのフロアに到着して、先に立って歩く彼の背中を、私は目線だけ上げてジッと見つめた。

　静かに、だけど確実に加速する鼓動を気にして、胸元に手を当てる。

「どうぞ。入って」

　奏哉が部屋のドアを開け、私を中に促してくれた。

「ありがとうございます。お邪魔します」

　私は頭を下げて彼の前を通り過ぎ、室内に足を踏み入れた。

　ドアを施錠した奏哉が、私の横を摺り抜けて、リビングに向かっていく。

「で？　どうした？」

　上着と、首から引っこ抜いたネクタイを無造作にソファに放って、足を引いて回れ右をする。

　まっすぐ向き合ってくれるのを見て、私は彼の方に歩いていった。

　目の前で足を止め、思い切って彼を仰ぎ見る。

「私と出会って、今の奏哉が在るって言葉の意味……ずっと考えてました」

「え？」

「奏哉は、私が九重製薬に入社したのを知ってたって言ったけど、本当は採用試験の時から把握していたんじゃ？」

　間髪入れずに畳みかける私に、奏哉はやや表情を固くして口を噤んだ。

「……どういうことだろう」

　警戒しながら先を促してくる。

「九重製薬は、奏哉の提言で、若葉から優秀な研究員を四人引き抜いた。でも、九重の名をもってすれば、国内外のあらゆる製薬会社、研究機関からも、優秀な人材を集めることはできたはずです」

　私は身体の横で拳を握りしめ、スーッと息を吸い――。

「父は、奏哉が社長の座を掴むには、経営者としての才覚を示す必要があったはずだと言いました」

　上目遣いで探りかけると、奏哉は無言で前髪をザッと掻き上げた。

「次期社長の座を掴むために、俺が狙いを定めて若葉潰しに出た……そういうこと？」

　わずかに口角を持ち上げて、小首を傾げてみせる。どこかおどけた仕草だけど、目が笑っていない。

「奏哉は、若葉以外からは引き抜かせていない。奏哉には厚労省官僚と親交の深かった大浦さんを捜し出す術があり、狙いを定めることができたからです」

　私はそう答えてから、逃げるように目を伏せた。

「その結果、大学卒業後に予定されていた私の結婚は、破談になりました。私は、人生で予定になかった就職活動をすることになり……奏哉はそれを知って」

「なるほど。俺は社長になるために茉帆を利用した。採用試験の際に内定の口利きをして、今、君を好きだと言うのもその罪滅ぼし……とでも、お父さんに言われた？」

　奏哉は、私が言わんとしていることに合点したようだ。

　ズバリ核心をつく質問に私が口ごもると、喉を仰け反らせてふうと息を吐く。

「俺の行動が、そういう解釈もできることは認める。でも信じてほしい。君が就職する際、人事の決定に口を出したりしてないし、罪滅ぼしなんて思ったこともないよ」

　誠実でまっすぐで、曇りのない瞳が、私を射貫く。

　いやがおうでも、私の胸がドクンと沸いた。

「その上で釈明する。俺はどうしても、君と大浦淳二の結婚を阻止する必要があった。……たとえ、君のお父さんに疎まれようとも」

　奏哉は、揺るぎない、確かな信念を湛えた瞳を向けてくる。

　皮肉にも、その言葉が、私の中の父への疑惑を決定的にした。

「疎まれる……やっぱり、そうなんですか？」

　彼の眉が、ピクッと動く。

「父が私にお見合い結婚させる目的は、私を嫁がせることではなく、大浦さんを娘婿にすることだったから……」

　はっきりと肯定されるのも怖くて、質問を重ねる私の声は揺れてしまう。

　奏哉は、私からほんの少しも目を逸らさず、表情も変えない。

「奏哉は知ってるんでしょ？　お願い、教えて。父は……なにかよくないことをしてるんじゃ」

「安心して。お父さんは、まだなにもしていない」

　答えを急かして気を逸らせる私の頬を両手で挟み、わざわざ背を屈めて目を合わせてくる。

「まだ……？」

　顔を歪め、唇を戦慄かせて反芻する私に、「ん」と頷いてくれる。

「茉帆は心配しなくていい。悪いようにはしないから、お父さんのことは俺に任せておけ」

　……父は奏哉に、ひどい態度を取ったのに。彼は寛大な心で、そう言ってくれる。

　なにか胸に迫るものがあり、鼻の奥の方がツンとした。唇を噛んで俯き、泣きそうになるのをこらえる。

　奏哉が、返事をできずにいる私を、そっと抱きしめた。

「茉帆、俺は本当に君を愛してるよ。……信じてくれないか」

　自分の胸に私を埋め、鼓膜に刻むように呟く。

　穏やかで規則正しい彼の心音を聞きながら、私は黙ったまま目を閉じた。

　彼の私への想いの強さは、疑いようがないと思っていた。

　それなのに、『信じて』と言われて頷けないのは、どうしてだろう。

「ありがとう、ございます」

　奏哉が求めているのは、お礼じゃないとわかっているのに、それだけ返すのが精一杯で。

「……茉帆……」

　私の心の揺れを見透かしたのか、彼の声はもどかしげに掠れて消え入った。




　翌日、奏哉は始業早々、私にスケジュールの変更を命じた。

「社内の予定は、可能な限りお盆以降に回して。空いた時間に、法務部と顧問弁護士との会議、セッティングを頼む」

　今までになく、急で強引な命令。

「え？　で、でも」

「無理は承知で頼む」

　ボスに頭を下げられては、『無理です』なんて言えない。

　丸々一週間分のリスケなんて、今まで経験がない。早速対応に取りかかったけど、てんてこ舞いだった。

　奏哉は自ら何本も電話を入れ、スケジュール枠が空いたそばから、新たな予定で埋めていく。上着を手に颯爽と社長室を出ていく背中を、私は戸惑いながら目で追った。

　週が変わって翌週も、奏哉は自分で取ったアポイントで一日の予定を埋め尽くし、私に留守番を任せて外出しっ放し。ほんの少しも、言葉を交わす余裕がない。

　もともと入っていた予定をすべてお盆以降に回したのも、この一週間で済ませたいことがあるからだろう。私と葛瀬さんのお見合いは、今週の土曜日。それに間に合わせようとしているのは、容易に想像できる。

　なにをしているのか……。父がしたこと、していることが決定的になる気がして、聞きたいのに知るのが怖い。

　私は社長室でひとり事務仕事に勤しみながら、相反する気持ちの間で揺れていた。




　結局、お見合いを中止することはできず、当日を迎えてしまった。

　猛暑の中、私は額に滲んだ汗をハンカチで拭いながら神楽坂の坂道を上り、指定されたフレンチレストランに赴いた。〝堅苦しい服装〟ではないけど、〝お見合い〟という趣旨はわきまえて、シックなボルドーのワンピースを身につけている。

　父とは、奏哉をひどく言われた上、『然るべき措置を講じる』と脅され、怯んで逃げ出した時以来だ。父への疑念が消えない今、正直なところ、お見合いよりも父に会うことの方が気が重い。

　奏哉とも、『信じて』と言われて返せていないままだ。

　父が言ったことを鵜呑みにするわけじゃないけど、あの頃の私は誰かの力がなければ、九重製薬なんて大企業に入社できなかった。いきなり秘書室に配属されたのも、父と同じくらい影響力がある誰かの意向が働いた、そうとしか思えない。そういう自覚があるから、どうしても彼への引っかかりが取れない。

　本当は、今日ここに来る前に、ちゃんと向き合って話したかったけど……。

　とにかく、私にできることをする。お見合いを断る、今は、そこに集中する。

　レストランの前で一度大きく深呼吸をして、改めて決意を胸に刻んだ。

　背筋を伸ばして中に入り、迎えてくれた店員に父の名を出すと、奥まったテーブル席に案内された。他のテーブルと間隔を空けて配置されている上、パーティションと観葉植物が目隠しになって、個室のような空間を創り出している。

　約束の十分前なのに、父とお相手の葛瀬さんは、すでに対角の席に着いていた。

「お待たせして、申し訳ありません」

　ふたりから同時に目を向けられ、私は頭を下げて謝罪した。

　葛瀬さんが、「いえ」と立ち上がった。

「どうぞ、おかけください」と、自分の正面、父の隣の席に促してくれる。

「ありがとうございます」

　父の無言の視線を意識しないよう、私は伏し目がちに、椅子に腰を下ろした。無意識に肩を動かして息をしてから、座り直した葛瀬さんに焦点を定める。

　写真を見た時、全体的に四角い印象を覚えたのを思い出す。

　体格云々とは別に、実物はさらに角ばって感じた。実直で堅実そうに見えるけど、それが父に、信頼を置けると言わせる所以だろうか。

　オーダーはランチコースで決まっているようで、私が着席するとすぐに、前菜のプレートが運ばれてきた。

　丁寧にサーブされる間も、私は自分の手元にばかり目を落としていた。

「葛瀬君。私は少ししたら退席するから、気にせずふたりで話を進めてくれ」

　店員が下がっていくと、父が食前酒のグラスを傾けながらそう言った。

「え？」

　私はほとんど条件反射で、父の方を向いた。

　だけど、父は私にはなにも返さず、黙ってグラスをテーブルに戻す。

「茉帆さん。局長は急用が入りまして。私たちのために、二十分だけ都合をつけてくださったんです」

　私に説明してくれたのは、葛瀬さんだ。その間も、父は私を見ようとしない。そんな父の態度は、不快というより不可解だった。

　心に秘め隠すなにかに私が触れないよう、避けているみたいに思える。

　葛瀬さんは、私と父の間の微妙な空気に気付いた様子はない。

「そうですね。では……」

　軽く顎を撫で、思案する仕草を見せた後、

「学歴やご職業、経歴などは存じ上げてますので、結構です。趣味や休日の過ごし方、愛読書など教えていただけますか」

　堅苦しい口調で、切り出してきた。

「あ、あの……」

　私は、隣の父を気にしながら、返事を考えた。

　なんとしてでも、お見合いは断る。それならば、会話を長引かせずに、このタイミングではっきり意思表示をして、席を立つのが正解だろう。

　でも、私の中から消えない父への猜さい疑ぎ心しん。

　この人も、恵まれた聡明な頭脳を、よからぬことに働かせているんだろうか。それとも、父に巻き込まれているだけなのか、見極める必要がある。

　ここは、彼の人となりに注視してみるべきだ。

　私は、自分を奮い立たせるために、こくりと喉を鳴らした。

　葛瀬さんは、父からの信頼が厚い部下だ。考え方や価値観が、似通っているからだと思う。それなら、人前に晒せないほど父が疎んでいた、地味で冴えないコミュ障だった頃の私を強調すれば、好感を得られないはず……！

「趣味は食べること。インドアで、休日はもっぱら引きこもって、漫画を読んでます」

「は……？」

　事前に父から、なんらかの情報を得ていたのかもしれない。

　それとよほどギャップがあったのか、葛瀬さんはポカンとした顔をした。

「茉帆」

　私と言葉を交わすのを〝避けて〟いた父が、不機嫌を憚らない声色で私を呼んだ。

　私がお見合い不成立を狙って、わざと嫌われようとしたのに勘付いたのだろう。

　私は背中に変な汗を伝わせながらも、父の呼びかけは知らんぷりで通す。

「愛読書は、ライトノベルに分類される、ファンタジー小説です。異世界に転生した主人公が、その世界で大活躍するというのが大筋で、現実を忘れてのめり込むのに、最適なんです」

　嘘じゃない。本当に、大学生の頃までは、そういう本を好んで読んでいた。

　当時の記憶を脳裏に蘇らせて、いくつかタイトルを挙げる。十年以上前の作品だけど、父はもちろん、葛瀬さんも絶対に目を通さないジャンルだろうし、流行遅れで古かろうが問題ない。

　目論見通り、葛瀬さんは途中から目を白黒させ、父からは怒りのオーラが漂ってきたけど、ここで引くわけにはいかない。

「葛瀬さんも、一度読んでみてください。私、おすすめお教えしますから……」

「それ、俺にも教えてほしいな。今度、外出ついでに、一緒に本屋に立ち寄ろう」

「えっ？」

　頭上からクスクス笑う声が降ってきて、私は弾かれたように顔を上げた。

　真夏の土曜日だけど、着崩さずに寸分の隙もなくスーツをまとった奏哉が、私たちのテーブルの横に立っていた。

「いや、意外。君がファンタジー小説を愛読してるとは」

　私が葛瀬さんに話していたことを信じたのか、それともからかっているのか、口元に手を当て、片目を瞑って笑っている。

「奏……九重社長！」

「茉帆っ」

　目を瞠り、思わず腰を浮かせる私を、父が横から肘を掴んで止めた。

「九重社長。突然割って入ってくるとは、無礼にもほどがある」

　不愉快そうに、ギロリと奏哉を睨む。

「局長……？　九重製薬の社長が、どうしてここに」

　葛瀬さんは彼を見知っているようで、当惑気味に立ち上がった。

「ご歓談中に、お邪魔して申し訳ありません」

　奏哉は、父から向けられる嫌悪に近い視線をまったく気にせず、葛瀬さんに向かって麗しい笑みで謝罪する。

「私の秘書がお見合いをすると聞き、ここに来れば、平川局長にお目通しが叶うのではないかと思いまして」

「こんな時に、なんの用だ。失礼極まりない」

　父の鋭い一喝にも動じない。

「無礼は承知です。ですが、火急の件にてご容赦を」

　早口で言い切ったかと思うと、サーッと潮が引いていくように、彼の顔から笑みが消えた。〝冷酷非道〟なビジネスマンの表情に変わった彼に、一瞬、父が怯んだ気配を見せる。

「こちらをご覧いただけますか。ドラフトですが、弁護士によるリーガルチェックは済んでいます」

　奏哉は、小脇に抱えていた黒いブリーフケースから、社名入りの白い封筒を取り出し、父の前に滑らせた。

「……なんだ、これは」

　父は警戒しているのか、一瞥しただけで手に取ろうとしない。

「局長。よろしければ、私が」

　葛瀬さんが、父と奏哉に探る視線を向けて、やや遠慮がちに声を挟んだ。

「どうぞ。あなたも当事者ですから」

　奏哉に快く応じられて、葛瀬さんはかえって躊躇する様子を見せたものの、毅然と背筋を伸ばして封筒を手に取った。

　中から、クリアケースに収められた書類を摘まみ出し――。

「……!!」

「日本薬品事業協会の幹事会社、十社の社長連名の、厚労省に対する意見書です」

　葛瀬さんが目を見開いて絶句する様を横目に、奏哉は父に向かって説明を続ける。

「なに……？」

　父がガタンと音を立てて、椅子から立ち上がった。額にびっしり汗を掻いた葛瀬さんの手から、書類を引ったくる。

　私は、彼らを順繰りに見遣り、最後に奏哉を見上げた。

「社長……？」

　彼は、窺うように呼びかける私に視線を落とし、口元にふっと笑みを浮かべた。

　そして、乱暴にバサバサと書類を捲っている父に向き直る。

「以前から、我々製薬業界のトップ間では、一部の特定企業の新薬認可申請に対し、厚労省が便べん宜ぎを図っているのではないかという疑いの声が挙がっていました」

「便宜……」

　私は呆然と繰り返して、父を振り仰いだ。

「十年ほど前、若葉薬品工業が、厚労省のご寵ちょう愛あいを独占していた。そしてこの二、三年は、そちらの葛瀬さんが出向中の天城ファーマライズ。なんでも、先日公表された認知症予防薬は、待望の新薬だけあり、九月にも認可が下りる見込みだとか。……それにしても、異例の早さですよね」

　奏哉から意味深な視線を流された葛瀬さんが、スラックスのポケットからハンカチを引っ張り出し、しきりに汗を拭き出す。

「くだらない。茉帆のことで、逆恨みか？」

　父は短く浅い息を吐いて、書類をテーブルに叩きつけた。

　お昼時、レストランの席は八割方埋まっていたけれど、声が届く距離に他のテーブルはなく、視界も遮断されている。それでも、父はサッと視線を走らせて、辺りを気にする素振りを見せる。

　そんな様子が、らしくない。〝マズいところをつかれた〟という焦りからか、どう対処するか、思考回路をフル回転させているのが見透かせる。

　私には、奏哉の言葉すべてが真実だと、認めたようにしか見えない。

「逆恨みなんて、とんでもない。弊社一社でなく、日本を代表する製薬会社十社共通の疑念です」

　奏哉は、テーブルの上で意見書を開いた。

　日本のみならず、世界に名だたる優良企業十社の社名と社長の名前がズラッと並んだ最終ページを、長い人差し指でトンと示す。そこには当然、彼が『寵愛を独占していた』と名指しした若葉薬品工業と、天城ファーマライズの名はない。

「こちらに各社長が署名して、お盆明けにでも、厚労省に提出いたします。どうかそれまでに、答弁の準備をなさっておいてください」

「こ、九重社長！　あなたは、根拠のない言いがかりで、局長……いや、厚労省を脅すおつもりか」

　葛瀬さんが声を上擦らせて、大きく一歩、彼の前に身を割り込ませた。

　長身の奏哉を見上げて、喉を仰け反らせている。

「脅す？」

　奏哉が顎を引いて、彼に目を落とす。

「中央省庁による特定一社への〝エコ贔屓ひいき〟は、癒着や収賄を疑って当然でしょう」

「九重社長っ。なんてことを仰るんですか！」

　葛瀬さんは悲鳴交じりに叫び、顔面を蒼白にさせた。

「ですから、納得のいく説明を求める。この意見書は、訴訟を防ぐために設けた第一段階です。脛すねに傷がなければ、痛くも痒くもないはず」

　奏哉が意見書を持ち上げ、顔の横でバサッと振った。絶句する葛瀬さんを尻目に、鋭い視線で父を睨めつける。

「平川局長。この疑惑の中で、ご息女の茉帆さんと、天城ファーマライズに所属している葛瀬氏の縁談を進めるのは、得策ではないと考えますが？」

　薄い笑みを浮かべて諭す奏哉に、父は険しい表情を崩さない。

　奏哉はひょいと肩を竦め、再び葛瀬さんを視界に留める。

「葛瀬さん。あなたはどうです？　もし、平川局長から納得のいく答弁がなされず、我々製薬会社が訴訟に持ち込んだ場合……あなたは真っ先に、平川局長との共謀を疑われる」

「っ……」

「認知症予防薬の認可の件以外にも、相当華々しい実績を残しているでしょう？　本省に戻る時、何階級昇進されるんですか？　この先のキャリア官僚としての輝かしい人生を、棒に振ることになる。茉帆さんとの結婚、そこまでの覚悟で臨めますか？」

　葛瀬さんは言葉に詰まり、私と父をサッと見遣った。

　そして……。

「お言葉だが、平川局長がどんな策謀を巡らせていようと、私は一切無関係だ。巻き込むのはやめていただきたい」

　奏哉から顔を背け、私と父に背を向けて、そそくさと荷物をまとめ始める。

「局長、茉帆さん。申し訳ありませんが、この話はなかったことに」

　取ってつけたような謝罪をして、肩を縮めてテーブルから離れ、一度も振り返ることなくレストランから出ていってしまった。

「あ……」

　私は無意識に腰を浮かせて、その背を見送った。

　父は無言のまま、硬い表情で腕組みをしていた。それでも、眼光鋭く奏哉を睨みつけている。

「……お父さん」

　なにを言おうとしたか、自分でもわからない。呼びかけたものの、先が続かない。

「茉帆さんの縁談を二度も阻むことになり、申し訳ございません」

　私の代わりに、奏哉が淡々と謝罪を挟んだ。

「あなた個人が法を犯そうが、私には関係ない。ですが、娘の茉帆さんを利用するのは、絶対に許せません」

　父はそれにもなにも答えようとせず、自分の手元に目を落とす。

「……君の方こそ、茉帆を利用して社長にのし上がったんじゃないのか」

　あからさまな嫌みにも、奏哉は静かにかぶりを振る。

「そう捉えられても仕方がないことは、重々承知しております。でも私は、茉帆さんの未来を守るためにも、これ以上の方法はないと思いました」

　弁解はせずに信念を語る彼に、父は少しの間の後、小さな溜め息を零した。

「法を犯す、か……。つまり私は、欲に目が眩んで外道に堕ちようとするのを、君に二度も救われたということか」

　父がポツリと呟くのを聞いて、私の心臓がドクッと沸き立った。

　だけど、言われた奏哉は表情を変えない。

「大おお袈げ裟さです。私はたまたま、未然に防げただけですから」

　淡々とした返事を聞いて、父がおもむろに顔を上げた。彼を捉えた瞳には、先ほどまでの嫌悪は潜んでいない。

「九重社長。君は、茉帆とは学生時代から面識があったそうだな。若葉から研究員を引き抜かせた時から……茉帆に懸想していたというのか？」

「！　お、お父さん」

　言い回しにギョッとして、私が挟んだ声は、

「はは」

　奏哉に、苦笑交じりに阻まれた。

「その通りです、と胸を張れたら、私を茉帆さんの恋人として認めてもらえるんでしょうが……残念ながら、そうじゃありません」

　父が、訝しげに眉根を寄せる。

「ただ……学生時代に出会った茉帆さんは、意思がなく未来も幸せも諦めていて、父親の悪だくみに利用されるのを運命だと思っていた。この製薬業界が、汚れた不誠実な世界だったがために……。それを知って、腹立たしく切なかった。私が製薬業界を変えて、この手で救いたい、そう切願しました」

　奏哉は、まっすぐ父を見つめて言い切った。

「真っ向からの真剣勝負に挑む以上、ビジネスに私情など挟んでいられない。だけど、困ったことに、茉帆さんは九重製薬の社長である私を、これほどまでに突き動かす。……俺、たまらなく惚れてるんですよ」

　最後は照れくさそうにはにかみ、素の自分になって、私に微笑みかけてくれた。

「奏哉……」

　彼の深い想いに、私の方こそ突き動かされる。胸が熱くなり、呼びかけた声が喉に詰まった。ちゃんと応えたいのに、なにも声にならない。

「っ、ふ……」

　込み上げる涙を抑えられず、面を伏せた。

「茉帆」

「奏哉、ごめんなさい」

　両手で顔を覆い、くぐもった声で必死に謝罪を絞り出す。

「信じるって言えなくて、ごめんなさい。でも、私……」

「……いいよ、謝らないで」

　嗚お咽えつをこらえて震える私の肩を、奏哉が抱いてくれる。

「君はもっと自分に自信を持っていい。何度でも言うが、学生の頃の君も魅力的だった。人事部の人間は、人を見るプロだ。君は実力で九重製薬に入社したんだよ。お父さんや俺の口利きなんか、必要ない」

　鼻の奥の方がツンとして、声が出ない。何度も首を縦に振って応えてみせる。

　そんな私たちの背後から、父の短い吐息が聞こえた。

「一企業の社長が、熱情に浮かされて募った意見書など、私にはなんの痛手にもならない」

　忌々しそうな口調に、私は顔を上げた。涙に濡れた目で、肩越しに父を振り返る。

「お父さ……」

「だが、答弁は用意しておく。あとは勝手にしろ」

　父はゆっくり私の横を通り、奏哉の前で足を止めた。

　一度、彼と視線を交わし――。

　それ以上なにも言わずに、テーブルから離れていった。










熱烈な逆プロポーズ




　父と葛瀬さんは出ていったけど、三人分のランチコースを無駄にできず、私は奏哉とテーブルに着いた。料理を並べてもらい、食事をしながら話を聞く。

「俺は入社当初から、親父に、次期社長に指名する条件として、長期的な増収増益を見込める、経営基盤の抜本的改革を課せられていてね。それには、自社による改革だけでは不十分だと考えた」

　私も予想した通り、十年以上前、若葉薬品工業の新薬申請には、著しく早く認可が下りたそうだ。他社に先駆け、半ば独占状態で新薬を販売することで、業績も好調に転じた。

　業界最大手の九重製薬を凌しのぐ勢いは、奏哉にとっても脅威で……。

「若葉の勢いを抑えておかないと、九重の将来に影響を及ぼしかねない。製薬業界では、若葉と厚労省の癒着を疑う声は挙がっていたから、俺はまず真相を探ろうとした。その時、茉帆のことを思い出したんだ」

　自身が製薬会社を経営する九重の血を引いていることもあり、学生時代、中央省庁である厚生労働省官僚の娘が、同じ大学にいることは知っていた。

　初対面で、私が〝平川〟と名乗った上、一般的な家庭ではそうそう聞かない、〝お見合い結婚〟を強いられていると言ったから、私がその娘だとピンときていたそうだ。

　厚生労働省官僚が、娘に自分が決めた相手との結婚を強いる意味とは……？

「大学生の頃の君との出会いが、思考の手助けになった。そういう意味では君の言う通り、確かに俺は君を利用した」

　奏哉は、私のお見合い結婚にきなくささを感じて、相手の素性が引っかかった。秘密裏に調査を開始した結果、父と大浦さんの過剰に密な繋がりを嗅ぎつけたそうだ。

「実際に、お父さんに対して、若葉側から度を超えた接待や贈答があったと、証明できる証拠は得ていない。だけど、娘婿にする男の会社に、便宜を図っていたのは明らかだった。この上結婚が成立してしまえば、グレーな疑惑が漆しっ黒こくになる」

　奏哉はそう言って、ふと宙を見上げた。

「その時に手を尽くせば、お父さんと若葉の癒着を暴くことも可能だった。でも、君の結婚に間に合わない。君は意に添わぬ結婚をして、犯罪者の娘、妻になってしまう……俺は暴くのではなく結婚阻止に動いた。……思えば、この時にはもう、君に突き動かされてたんだろうな」

　彼が、〝まだ〟とか〝未然〟という言葉を使った意味が、よくわかった。

　娘婿になった大浦さんからの〝援助〟という名目なら、これまでの便宜の〝見返り〟と疑われることなく、金銭を受け取ることができる。それこそが、欲に目が眩んだ父が企み、堕ちかけた外道だ。

　父は〝まだ〟悪事に手を染めていない。

　それは、奏哉が二度に亘わたって私の縁談を阻止して、〝未然〟に防いでくれたおかげ。

　父が自分でも言っていた通り――彼は確かに、父を救ってくれたのだ。




　ランチを終えてレストランを出ると、夕刻に差しかかっていた。

　まだまだ話は尽きず、私は続きを聞くために、奏哉の車で、彼が住処にしているホテルに移動した。エグゼクティブスイートルームに入ると、奏哉はソファにスーツの上着を放り投げ――。

「昼から食いすぎた……もう、夜は入らないな」

　シートに深く身を沈め、両手でお腹をさする仕草を見せる。

　傍らに立った私を、喉を仰け反らせて見上げて、眉尻を下げて苦笑した。

「レストランに申し訳ないからって、三人分をふたりで分けて一・五人分。俺と同じだけ食ってるのに、君、平気なのか？」

「私はもともと食が太いんです。普段は腹七分目を意識して、抑えてますので」

「……すっかり忘れかけてたけど、君、十年前は太ってたんだよな」

　ケロッと答える私に、頬を引き攣つらせる。

「そうですよ。今より、軽く二十キロは」

　そう言いながら、私は彼の隣に少し間隔を空けて腰を下ろした。

　奏哉は私の返しに虚を衝かれた様子で、きょとんと目を丸くしたけれど。

「油断してると、結構あっという間に、あの頃の茉帆に再会できそうだ」

　からかうように目を細め、軽くお尻をずらして、私との距離を詰めてくる。

　やけにゆっくり手を伸ばし、私の反応を試すように、頬を撫でる。

「んっ……」

　私は反射的に片目を瞑って、小さく肩を動かした。彼の手を両手で捕まえて、上目遣いの視線を向ける。

「ん？　なに？」

　奏哉が指を曲げて、第二関節で私の頬をくすぐりながら、首を傾げる。

「それを理由に……逃げてもいいんですよ？」

　私は彼からわずかに目を逸らし、言葉を考えながら、ためらいがちに口にした。

「え？」

　彼の指が、ピクッと動く。

「もしも父が、すでになにか悪いことをしていたら……。今は見つかってないだけで、後になって証拠が出てきたりしたら、その時私は、奏哉に迷惑をかける、お荷物になります」

「…………」

「奏哉だけじゃなく、九重製薬にとっても、九重の一族にとっても害になるだけで……」

「そろそろ黙ろうか？　茉帆」

　奏哉は、私が話す途中からムッと顔を歪め、不機嫌そうな低い声で遮った。

　そして、私に怯む間も与えず、綺麗なラインの顎を傾け、唇を奪う。

「ん、っ……、そう……」

　彼の名を紡ごうとした声は、一気に攻め込んできた熱い舌に搦め捕られ、音にならずにくぐもって消える。

　何度も何度も角度を変えて嬲なぶられ、食まれる唇から漏れるのは声ではなく、聴覚が崩壊しそうなほど淫らでいやらしいキスの音。

「あ、ふっ……」

　いやがおうでも背筋にゾワッと戦慄が駆け抜け、脳神経が焼き切れて麻痺する。

　すっかり恍こう惚こつとして、離れていく唇をとろんとした目で追った私の肩に、奏哉がドスッと額を預けてきた。

「ワンピース、いいな。ファスナー下ろすだけで、あっという間に脱がせる」

　腰から背中に這い上がる彼の手の感触に、私はゾクゾクと身を震わせ……。

「っ、え……あっ！」

　彼の言葉の意味を理解した時にはすでに遅く、背中のファスナーが下ろされ、私が着ていたワンピースは肩から落とされていた。

「そ、奏哉っ……」

　慌てて彼を押し返して、ワンピースを直そうとした。

　ところがそれより早く、彼の指がブラジャーのホックにかかる。

「っ……！」

　胸の締めつけが一瞬にして緩み、彼が私の肩を撫でるようにして、ストラップを下げる様が、視界の端に映り込んだ。

「そ、奏……待って、っ、あ、んっ……！」

　慌てている間に、脇腹を這い上がってきた大きな手が、私の胸を包み込む。

「やあっ……っ！」

　たまらず仰け反った喉を、奏哉がまるで噛みつくように強く吸い上げる。

　目の前にチカチカと星が飛ぶ感覚に、全身がカタカタと痙けい攣れんする。身体に力が入らず、へなへなと彼に身を預けた私の耳元を、微かな吐息がくすぐった。ビクンと身を震わせたわずかな隙に、ソファに押し倒される。

　奏哉は私を両腕で囲い込み、ぶるっと頭を振って額にかかる前髪を散らし――。

「茉帆。君は、あれだけ口説かせておいて、まだ俺に愛されている自覚がない？」

「え？」

「俺が、君を俺のものにしただけで、君は俺を欲しがってはくれない……？」

　真上からまっすぐな瞳で射貫かれ、私の胸がドキッと跳ね上がる。

「そ、奏……？」

「やっと手に入れたのに、俺が逃げ出す？　あり得ないだろ」

　奏哉は、心外とばかりにハッと浅い息を吐いて、唇を噛む。

「俺は、取り囲むすべてのものをひっくるめて、君に惚れてるんだ。たとえ君の父親が黒だと明らかになっても、白に変えてやれるくらい突き動かされてる。ただの罪滅ぼしで、ここまで動けるもんか」

「っ、奏……」

「これだけ言って伝わらないなら、もう本能でぶつかるしかない。滅茶苦茶に抱くよ」

　言うが早いか、私が息をのむ間もなく、はだけた胸元に顔を埋めてきた。

「っ！　奏哉っ……だ、ダメっ！　私、いっぱい汗掻いたのに、シャワーも浴びてな……」

「だからなに？　その方が君の全部を味わえる。止めたくて言ってるなら、俺には逆効果だ」

「そん……あ、んっ!!」

　胸の先を歯で甘噛みされると弱いことを、私に教えたのは彼だ。そこに容赦なく仕掛けられて、腰が跳ねる。

「奏哉、奏哉、まっ……」

　せり上がってくる快感から逃れたくて、彼の肩を両手でググッと押した。

　父の潔白が証明できないまま、娘の私が奏哉のそばにいていいわけがない。

　だけど、彼が迸らせる本能の欲情に、私の理性が屈した。

「あ、あっ……」

　全身が悦えつ楽らくに支配されて、無意識に彼の頭を掻き抱いていた。

「ほ、しいっ……」

　無自覚のまま、腕に力を込める。

　胸の膨らみを吐息でくすぐられる、微かな感触にすらゾクゾクする。

「私も、奏哉が欲しい。欲しい……！」

「っ」

　私の胸で、奏哉がぶるっと頭を振った。

　ゆっくりと身体を起こす彼を、私は胸を喘がせながら見つめる。

「はっ、……は」

　奏哉は私をまっすぐ見つめ返して、短い息を吐く。

　理性の限界を突破した欲情で、男の色香が匂い立つ目元。

　苦悶するみたいに目頭にくっと力を込めて、私の腰に手を滑らせる。

「あ……」

　腰元まで下げられたワンピースを、するりと足から引き抜いた。

　真夏の夕刻、空では太陽がまだ猛威を奮っていて、大きな窓からは西日が射し込んでくる。私の肌は、彼の視界の真ん中で、明るく照らされていて……。

　たまらない恥ずかしさに、両手で胸を隠して身を縮こめた。

「茉帆」

　私を呼ぶ声は静かなのに、どこか急いた口調。

「だったらもう二度と、俺に逃げ出していいなんて言うな」

　溢れ出る熱情を必死に抑え、冷静を保とうとしているのがわかる。

「俺は君と出会って、社長になった。君のすべてを一緒に背負えるくらいの男になったつもりだ。今俺の心も身体も、君のために在る。君もそうなってくれないか」

　私の何倍も、彼が求めてくれているのが、痛いくらいに伝わってきた。

「っ……」

　喉に声がつかえ、私はただ、こくこくと頷いて応えた。

　それでも、もどかしくて……。

　彼の首に両腕を巻きつけ、自ら強く抱きついた。

「二度と、言わない」

　彼が私に向けてくれる深い愛情も、私自身の内から迸る想いも、全部全部疑ったりしない。

「愛、してる。愛してる、奏哉。私に、あなたのすべてをください……！」

　無我夢中で、彼を求めた。

　心の底から貪欲になって、なりふり構わず、彼を欲した。




　今年の夏は、駆け足で過ぎ去っていった。

　少し前まで残っていた暑さも和らぎ、朝夕は秋の訪れを感じられるくらい涼しくなってきた、九月下旬。奏哉は、時期をずらして取得した夏季休暇を利用して、仮住まいのホテルから新居に引っ越しをした。

　引っ越し業者任せの、らくらくプラン。私は仕事柄、彼と同時期に休暇を取っていて、暇を持て余してお手伝いに出向いたものの、ほとんどなにもすることがない。

　家主の奏哉は、九重本家に預けていた家財の設置箇所を、てきぱきと業者さんに指示している。

　ウロウロしても、業者さんの邪魔になるだけだと悟り、広いリビングに置かれた、真新しい革張りのソファに、所在なく腰かけた。

　落ち着きなく、きょろきょろと室内を見回す。

　ここに来るのは、初めてデートした日に連れてこられて以来だ。

　あの時は物もなく、月明かりだけが光源で、なにかのホールみたいにがらんとしていたリビングが、ちゃんとした生活空間に変わっていく。

　奏哉の念願の新居。家族を築き共に過ごす、終の棲家――。

　眺めれば眺めるほどソワソワしてしまい、私は意味もなく肩を縮めた。

　そのタイミングで、奏哉がこちらに戻ってくる。

「ふう」

　ドスッと勢いよく隣に腰を下ろす彼に、私の胸がドキッと跳ね上がった。

「ん？」

　奏哉が長い足を組み上げ、私にちらりと視線を投げる。

「い、いえ。お疲れ様です」

　労いで取り繕い、そばに置いていたエコバッグからお茶のペットボトルを取り、彼に差し出した。

「サンキュ」

　奏哉は短いお礼を言って受け取り、早速蓋を開けてぐいと豪快に傾けた。

　ゴクゴクと上下する男らしい喉仏に、私は無自覚のうちに見惚れていて……。

「……なに？」

　一気に三分の一を飲み干した彼が、怪訝そうに首を傾げた。

「すみません。なんでもないです」

　そそくさと肩を竦めて、私もお茶を飲んで誤魔化す。

　お返しとばかりに、今度は彼の方が、私の横顔をジッと音が出るほど見つめている。

「奏哉……見すぎです」

　胸がドキドキし始めて、頬を染めてそっぽを向いた。

「そっちこそ」

　奏哉はペットボトルを自分の脇に置くと、両腕を天井にグッと突き上げた。シートに背を預けて頭の後ろで両手を組み、ちょっとじっとりした視線を流してくる。

「君が俺と一緒にここで暮らしてくれれば、何時間だって見惚れてくれていいんだけど？」

　――見惚れてたこと、しっかりバレてる……。

「同どう棲せいがダメなら、俺は即入籍する準備もできてるって、何度も言ったのに……」

「だからそれは！　……私も、何度も言いました」

「お父さんの件が、もう少し落ち着くまで、って？」

　溜め息交じりに挟まれて、私は無言で頷いて応えた。

「製薬業界では、もうとっくに落ち着いてる。いや、そもそも、問題にもならなかっただろ」

　奏哉が私の斜め後ろで、ボヤくみたいに畳みかけてくる。

　そう――。

　ひと月ほど前のお盆明け、奏哉は父に宣言した通り、日本薬品事業協会幹事十社の社長連名の意見書を、厚生労働省に提出した。

　父はそれに応じ、受理から三日後、十社すべての社長を招いて答弁会を行った。

　その時どんな討論がなされたか、私は奏哉からも父からも聞かされていない。

　結論だけ言うと、十社すべての社長が納得のいく説明をされて〝和解〟したそうで、訴訟なんて事態にも発展しなかった。

　確かに、奏哉が言う通り、もうとっくに落ち着いている。

　だけど私は、問題にならなかったのも、全部奏哉のおかげだと知っている。

　父が悪事に手を染める一歩手前で踏みとどまれたのも、平和に穏便に和解できたのも、奏哉が事前に手の内を開示したから。意見書の主訴を知っていて、彼らの納得を得られる答弁をしっかり練るだけの時間が、父にはあった、それに尽きる。

　奏哉がなにも言わないなら、私が知る必要はないのかもしれない。でも、〝もしも〟と考えると、すべて一件落着とは思えない。私の気持ちの問題だとわかってるから、奏哉もずっと不服そうで……。

「君の中で、お父さんの件が落ち着くのは、いったいいつ？」

　シートに後頭部を預け、不満たっぷりの流し目を私に向けてくる。

「それは……」

　返事を考えて言い淀むと、奏哉がガシガシと髪を掻き回した。

「こうなったら、強硬手段に出るしかない。俺たちが仕事してる間に、君の部屋の荷物全部、ここに運ぶ手配を頼もう」

「えっ!?　ちょ、ちょっと待ってください！」

　どこまで本気か、早速業者さんに言いに行こうと立ち上がる彼の手を掴んだ。

「他の製薬会社を巻き込んだばかりです！　このタイミングで私と結婚して、今度は奏哉に、あらぬ疑いをかけられたりしたら……！」

　私の必死の訴えに、彼もピタリと動きを止めた。ちらりと見下ろす視線に、私は身を縮こめる。

「多分……うちの父が結婚に承諾してくれないのも、奏哉を気遣ってのことだと……」

「…………」

　奏哉は無言でかぶりを振って、私の隣に腰を戻した。

「今までの執拗な門前払い、正直異常なほどだ。お父さんがなにを杞き憂ゆうして、俺との接触を断とうとしているかくらい、俺だってわかってる」

　そう――。奏哉は、厚生労働省の答弁会の後から今日までに、何度も父への挨拶を試みていた。だけど、ことごとく門前払いに遭って、家の敷居を跨がせてもらえていない。

「まあ、本質的に、俺が気に食わないのもあるだろうけど」

　そこは本当にへこんでいるようで、喉を仰け反らせて溜め息をつく。

「それなのに、俺を心配する……お父さんは俺を、どれだけ無能だと思ってるんだ」

　憂いを帯びた表情に、私の鼓動がトクンとリズムを狂わせる。

「い、いえ。父はむしろ……」

「気遣いなんて、必要ないんだよ。俺がなんの手段も講じずに、こんな大仕掛けに出るわけないだろ」

「え？」

　一転して強気な口調にきょとんとする私に、奏哉がふっとほくそ笑んだ。

「俺が君を本気で口説きにかかるまでの三カ月、なにもせずに時期を窺っていたとでも思ってる？　その間に俺は、この件に関わった他の製薬会社のトップの前に、何度も君を連れ出していた」

　確かに、日本薬品事業協会の総会や、懇親パーティーへの出席を求められた。それ以外にも、個別に各社を訪問することもあり、九重社長付きの秘書として挨拶しているけれど……。

「それは、仕事じゃ」

「そう、仕事。君がどんなに聡明な女性か知らしめるために、その仕事ぶりを各社長に見せて回っていた。君は、うちの研究所の所長からも、絶賛されたろ？　これからも俺を支えてほしいって言わせたはずだ」

　奏哉は淀みなく流りゅう暢ちょうに言って退けるけど、私はポカンとしてしまった。

「君の魅力、人となりを周知させて、俺の目が眩むのも当然の女性と納得させた。厚労省官僚の娘だからではない、とね。これも、茉帆の人柄を利用したと言われたら、それまでだけど」

　最後はちょっぴり言い訳っぽく弁解を付け加える。

「まあ、製薬各社の狙いは、厚労省を吊つるし上げることではなく、公正な認可業務を遂行させることだから。目的さえ達成できれば、ひとりの男の健気な恋路を邪魔するなんて、狭量な真似はしない。すべて俺の思惑通りだ」

「なんて……策士な」

　太ふて々ぶてしく好戦的に言い切った彼に、私は呆気に取られて言葉を挟んだ。

　奏哉は気分を害する様子もなく、むしろ満足げに目を細める。

「君に褒められると、自惚れたくなる」

「褒めてませんけど……なんと言うか、豪ごう傑けつで頭が下がります」

「褒め言葉と受け取っておくよ」

　相変わらず、のらりくらりとした口調で、ふんと鼻を鳴らし……。

「……でも、お父さんに会ってもらえないことには、なにも報告できない。耳を貸してもらえれば、茉帆と俺が結婚しても心配ないと、安心させる自信があるのに」

　口をへの字に曲げて、拗ねたような顔をする。

　コロコロ変わる豊かな表情に、私はついつい、「ふふ」と声を漏らして笑ってしまった。そんな私を、奏哉はじっとりと横目で見ていたけれど。

「結局……お父さん、なんだかんだで、茉帆のこと可愛いくて仕方ないんだよな」

　脱帽といった調子の言葉に、私はきょとんとして首を傾げた。

「そう……なんですか？」

「そうでしょ。お父さんからしたら、俺は可愛い茉帆を掻っ攫っていく不届者だ。仇に等しい」

　奏哉はひとり納得顔で、顎を撫でてしげしげと呟く。

　確かに父は奏哉をそう言ったけれど、あれは彼が言うのとは意味が違うはず。

「え、っと……？」

　正直なところ、父に愛され、可愛がられて育った感覚は乏しい。微妙に首を捻るだけで同意できない私に、奏哉がクスッと笑った。

「ピンとこない？　俺のところは、そういう家族間の心の機微みたいなものも皆無だし、茉帆が羨ましいよ」

　なんでもないように言うけれど、その根底に漂う満たされない思いが、私の心の琴線に響く。

　胸がきゅんと疼いて、思わず彼の手を両手でギュッと握った。

「え？」と当惑顔の彼に、まっすぐ目を合わせる。

「寂しかった分、奏哉は私と、温かい家庭を築きましょう」

　彼の喉仏が、一度上下するのを見た。

「奏哉が子供の頃から抱いてきた、寂しさとか苦しみとか、心休まらない思いとか。私たちの子には絶対味わわせない。私も奏哉も……みんなで幸せな家族になりましょう」

　なぜか感極まって、一心に言い募る。

「男の子でも女の子でも……いっぱい肩車してくれるんでしょう？」

　奏哉は、虚を衝かれた様子だったけど……。

「……すげえ、熱烈な逆プロポーズ……」

　ほんのちょっと目の下を赤く染めて、ぎこちなく視線を横に流す。

「え？」

「いや」

　聞き返した私には、口元に手を遣って短く誤魔化し、

「だったら、早くここに越してこい」

　私の額をコツンと小突く。

「俺の子、産んでくれるんだろ？　〝みんなで幸せな家族〟。何人家族になれるかな。楽しみだな」

「！」

　冷静になってみると、結構恥ずかしいことを口走ったことを自覚する。

　私は、カアッと頬を火照らせた。

　だけど。

「とりあえず……休暇中一週間は、茉帆、家に帰すつもりないから」

　奏哉が、私を上目遣いの視線で射貫き、不敵に口角を上げる。

「えっ!?」

「同棲のスタートが切れないなら、まずはお泊まりから。それから徐々に週末同棲、半同棲と段階踏んで、その間に……」

　なにやらひとりで盛り上がって楽しげに言葉を紡いでいたけど、ふっと顔を渋く歪め、

「……俺は、お父さんに、茉帆をもらうお許しを得る」

　やっぱりまだ不貞くされた様子で、唇を尖らせる。

　私は、きょとんとしたものの。

「ふふ」

　ちょっとくすぐったい思いで、はにかんでみせた。

「はい。お願いします」

　笑顔で答える私に、奏哉も眉尻を下げた。

　意図せず、視線が交錯する。どちらからともなく引かれ合い、顔を寄せて――。

「九重さーん。すみません、このデスク、どの部屋に運びますか？」

　玄関の方から、物音と同時に、業者さんの声が聞こえてくる。

「っ！」

　私たちは、弾かれたように離れた。お互い慌てて、ソファの背からひょこっと顔を出す。ちょうど、デスクを運んできた業者さんふたりが、リビングに入ってくるところだった。

「あ～……すみません、それは書斎に。こっちです」

　奏哉はスッと立ち上がると、ちょっぴり不服そうに前髪を掻き上げ、彼らの方に歩いていった。

　引っ越し作業中なの、頭からすっかり飛んでた。声をかけてもらえなかったら、絶対見られてた……。

　奏哉との恋に現うつつを抜かし、浮足立ってる自分を自覚して、恥ずかしくてたまらない。

　真っ赤に火照った頬を両手でパシパシ叩いて自分を戒めていると、彼が書斎の前で、私を上体で振り返った。

　視線がぶつかると、目を細めて微笑んで、ゆっくり大きく唇を動かす。

「え？」

　私は目を凝らして、その動きを読み――。

『続きは、後で』

「～～っ!!」

　勢いよくソファに突っ伏し、クッションに顔を埋めて声を殺した。

　――帰さないと言われた後だ。今夜のことを想像して、胸を高鳴らせる自分がいる。同棲も入籍も渋って、彼を焦らしてるのは私の方なのに、一週間水入らずで過ごす休暇のことを考えただけで、煩ぼん悩のうに塗まみれる自分をどうにかしたい。

　ひとしきりジタバタして、ゆっくり起き上がって大きく深呼吸をする。少し落ち着いてから、そっとソファから立ち上がった。

　奏哉は書斎のドア口で、業者さんにデスクの位置の指示をしている。

　ジッと見つめる私の視線に気付いたのか、ふと、肩越しに振り返った。

　私の上で目を留め、柔らかく目尻を下げると、おいでおいでと手招きをする。

　私はスリッパをパタパタ鳴らして、彼の隣に駆け寄った。

　書斎の中では、業者さんふたりが、天井まで届く書棚の位置を調整している。

　と、その時、奏哉が私の肩を抱いた。

「奏哉？」

　顔を上げた私をドアの横に引っ張り、リビング側の壁に身を寄せる。

「どうし……」

「しっ」

　唇の前に人差し指を立て、ウィンクしながら私を制し――。

「んっ……!?」

　いきなり唇を塞がれて、私は大きく目を瞠った。

　奏哉は薄く開いた視界で私の反応を観察しながら、ちゅっちゅっと小さく二度唇を啄ついばみ、

「後でって言ったのに、ごめん。〝待て〟が利かなかった」

　ニヤリと、確信犯的な笑みを浮かべる。

　瞬時に状況を把握できず、私は呆然としてしまったけれど。

　――すぐそこで、業者さんが作業してるのに、信じられない!!

「なっ……!!」

　我に返って抗議しようとした声は、今度は大きな手で塞いで阻まれた。

「騒がない。バレるよ？」

　余裕綽しゃく々しゃくで悪びれずに言われたら、声をのむしかない。

　真っ赤な顔で涙目になって睨む私に、奏哉も苦笑気味に手を離した時。

「旦那さーん。書棚の位置、どうでしょうか。確認してもらえますか？」

「はい」

　室内から業者さんに呼ばれ、書斎に足を踏み入れたところで、彼が「ん？」と首を捻る。私も同じタイミングで違和感に気付き、ドア口で顔を見合わせた。

　すると。

「あ、よろしければ、奥様も。使い勝手どうですかね」

「えっ。奥……!?」

　続けて呼びかけられてギョッとして、大きく目を見開く。

　奏哉は視線を横に流して、こめかみのあたりをポリッと指で掻いた。

「気付かれてたか。侮れないな……」

　バツが悪そうに独り言ちるのも、業者さんたちの耳に届いたようだ。

「いやあ～、お綺麗な奥様がいらしたんですね。こんな立派なマンションにイケメンが単身引っ越しなんて、なんの冗談かと思ってましたが」

　嫌みなくさっぱりと揶揄されて、奏哉も「はは」と頬を引き攣らせる。

　そして、茹ったように顔を染めたままの私をちらりと見遣り……。

「ええ、妻です」

　気を取り直したのか、堂々と胸を張って、業者さんに向かって答えた。

「そ、奏……!?」

　ひとりワタワタする私をまったく意に介さず、

「彼女の荷物を搬入する時は、またお願いします。年内……いや、近々済ませるつもりなので」

　勝手な業務契約を締結させたのだった。
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エンゲージリングを忍ばせて




　社長になって初めて迎えた年の瀬。クリスマスホリデイを二日後に控えたその日、俺は茉帆とふたり、プラハ中央駅に降り立った。

　ハンガリーでの仕事を終え、昼前にユーロシティで首都ブダペストを出発して八時間半ほど。途中国境を越え、ようやく到着したプラハの街は、すでにとっぷりと日が暮れ、濃い闇に包まれていた。

「……疲れましたね」

　茉帆が肩を落として息を吐く。

「陸路での国境越えって、ヨーロッパならではだろ？　俺は好きなんだけど。のんびり列車の旅」

　陸続きのヨーロッパ大陸とはいえ、空港への移動、イミグレーションの手続きなど、飛行機でもなんだかんだで時間がかかる。列車であれば、国境駅で入国管理官が乗車してきて、乗客のパスポートをチェックして回る間、ほんの数分の停車時間で済む上、到着駅は街の中心地だ。結局同程度の時間がかかるなら、走行中、車窓から豊かな田園風景を楽しめる列車の方が、ヨーロッパを満喫できる。

「旅、ならいいですけど。仕事だってわかってます？」

　スーツケースを引いて歩き出す俺に、茉帆が小言を言いながらついてくる。

「まあまあ。明日の仕事が終わったら、一日フリーだから」

　そのフリーの休日を心待ちにして、俺は無意識に声を弾ませた。

「プラハは、大学生の頃ドイツにインターンに行った時、週末に小旅行で訪れたのが初めてなんだ。すごく好きでねえ」

「……プラハ。一度来てみたかったので、それは嬉しいです」

　仕事に忠実な秘書らしく振る舞いながらも、俺と同じように休日を楽しみにしている様子に、俺も自然と顔が綻ぶ。

　ウィーン、ブダペスト、プラハ。中央ヨーロッパを巡る十日間の出張は、年度初めから予定していた。当初は俺ひとりで回るつもりでいたが、茉帆に同行を求めたのは、ついひと月前のこと。急だったのもあり、彼女は直前までスケジュール調整に追われていた。

　無理させたのは百も承知だからこそ、『嬉しい』という言葉を引き出せたことにホッとする。

「ホテルまで、坂道だな。ちょっとわかりづらいところにあるし、タクシー使おう」

　日本の新幹線のように、降車の際の検札はない。

　俺は背後の茉帆を気にしながら、観光客で賑やかなコンコースを横目に、タクシー乗り場に向かった。




　この出張の目的は、ヨーロッパの製薬市場への本格参入を視野に入れた、業務提携企業の選定だ。

　俺は、最後の目的地、プラハの製薬会社を本命に考えていた。

　翌朝午前十時、茉帆と共に、プラハでも有数のオフィス街にある本社を訪問し、社長と面会した。一時間ほど歓談した後、ブロンドの美人秘書のアテンドで、社内の各部署を見学して回った。

　ランチ休憩は、彼女がおすすめのカフェに案内してくれた。日本とチェコ、それぞれの最新トレンドの話題で盛り上がり、幾分空気感が砕けた。

　そのせいか、午後になって、ブロンド秘書からのボディタッチが増えたのは気付いていた。研究開発部の部長から、研究メソッドや開発プロセスの説明を受ける間も、視線を感じて顔を上げると目が合う。小気味よいウィンクは、苦笑でかわした。

　最後に社長と秘書からディナー接待を受け、業務から解放されたのは午後九時。

　今日一日、茉帆はいつもと変わらず、俺から半歩下がって従っていた。口数が少ないのは、英語の会話についてこれないせいではないとわかってはいたが……。

「あの秘書さん、奏哉に触りすぎです」

　レストランの前でふたりと別れ、宿泊先のホテルに戻るタクシーの中で、頬を膨らませて憤慨した。

「普通、秘書が、お客様の腕に手をかけたりします？」

　彼女のボディタッチには、茉帆も気付いていたようだ。

「ヨーロッパだし、あれくらいなら、ちょっとフランクで流せるレベルだよ」

「奏哉も、ウィンクされてデレデレしてました」

「してません」

「嘘。通常よりも目尻が下がってました」

　苦笑をそう取られたかと、ひくっと頬が引き攣った。

「……提携先として大本命の会社の、社長秘書だよ。睨み返せるわけないだろ」

　茉帆は、俺の弁解を一応理解した様子で口を噤んだ。しかし、むくれ顔でプイとそっぽを向いてしまう。

　それきりお互い無言のまま、ホテルに到着した。タクシーを降り、フロントに立ち寄らずに、エレベーターに乗り込む。

　客室フロアに上昇を始めた箱は、俺と茉帆のふたりだけだ。彼女は操作盤の前に立ち、心なし身を縮めて、逆側の壁にもたれかかる俺を見ようとしない。

　今日で出張の全行程が終了した。茉帆と水入らずで過ごせる、たった一日の貴重な休日を、口論になったまま迎えるとはあまりに不毛だ。

「……茉帆」

　なんとかこの嫌なムードを払拭しようと、俺は一歩前に出た。彼女の美しい横顔を隠す長い髪に指を通し、ピクッと反応するのを確認して、さらりと梳く。

「今夜は、俺の部屋においで」

　耳元に顔を寄せ、内緒話っぽく耳打ちした。

　互いに結婚の意志を固めていて、日本では週末同棲状態にある。しかし、この中欧旅行……いや、出張はあくまでも仕事。茉帆は、ウィーンでもブダペストでもこのプラハでも、俺にはデラックスダブル、自分にはスタンダードシングルの部屋を手配していた。フロアも違うし、ここで誘いをかけておかないと、彼女は先に降りてしまう。

　明日はクリスマス。俺たちも休暇だ。今夜は、茉帆と思う存分いちゃいちゃしたい！という煩悩を抑え込む必要はない。彼女もいつものように頬を染めて、恥ずかしそうにしながらも『はい』と頷いてくれると信じて疑わなかった。

　ところが。

「私、これから報告書を作成します。出張は、家に帰るまでが出張ですから」

　期待に反して、すげない返事と共に、髪を弄んでいた手を払われた。

「では、お疲れ様でした。お休みなさい、九重社長」

　タイミングよくエレベーターのドアが開き、茉帆は自分の部屋があるフロアにさっさと降りてしまった。

　――なぜ今、『社長』と呼ぶ……？

「あ。茉帆……」

　予想外の展開に反応が遅れた間に、両側から閉じたドアに彼女との間を阻まれた。

　俺ひとりを乗せて、再び上昇を始める箱の中で……。

「あの秘書にベタベタされて、俺が喜んでたと思われた……とか？」

　ふと独り言ち、途端に全身がぎくりと強張った。

　茉帆以外の女性に、腕に手をかけられようと、てんとう虫が止まった程度の感覚だ。アプローチは見え透いていたが、グラッとくるわけがない。意に留まらないのだから、快も不快もない。それが本心だった。

　でも、茉帆と一緒に、不快を示すのが正解だったのか？

「っ……茉帆」

　自問自答しながら、慌ててコートのポケットからスマホを取り出す。フロアに到着したエレベーターから降り、ホールの端に寄って彼女に電話をかけた。

　しかし、無機質な呼び出し音が無情に続くだけ。まだ部屋に入ったばかりだろうし、明らかな拒否と受け取って間違いない。

「ちょっ、待て。……茉帆」

　俺はすぐそばの壁にもたれかかり、がっくりとこうべを垂れた。

　俺と茉帆の出会いは、彼女が俺を軽い遊び人と思っていたことがきっかけだ。やっぱり女なら誰にでもほいほい手を出すとか、浮気者と思われて幻滅されたとか……？

「ここまで来て？　マジかよ……」

　無意識に、コートのポケットに手を突っ込んだ。そこに今朝からずっと忍ばせている、小さなジュエリーケースの感触を確かめ――。

「……はあ」

　ポケットの中でケースをギュッと握りしめ、もう片方の手で顔を覆ってうなだれた。




　クリスマスの朝、十時。俺は意を決して茉帆の部屋のインターホンを押した。

「茉帆。いるだろ？　……一緒に観光に行かないか？」

　遠慮がちにドアをノックしながら、探るように呼びかける。

「出張中だけど、今日は休暇だ。出かけなきゃ、もったいない」

　少しの間の後、内側からドアが開いた。

　薄く開いたドアの隙間から、茉帆がひょいと顔を覗かせる。

　外出の支度を済ませていたようで、俺はホッとして胸を撫で下ろした。

「朝、食ってないだろ？　少し早いけど、ランチに行こう。旧市街広場に、肉料理がうまいレストランがあるんだ」

　昨日、ブロンド秘書に案内されたのは、洒落たオープンサンドが人気のカフェだった。チェコの食べ物は日本人の味覚に合っていて、結構なんでも美味しいが、やはり一番は肉料理だ。茉帆はブダペストのグヤーシュが気に入ったようだし、もともと食が太いと明言していたから、絶対お気に召す自信があった。

「……行きます」

　茉帆は目を伏せてボソッと返した後、一度中に引っ込み、コートとバッグを手に部屋から出てきてくれた。




　高い塔が立ち並ぶ百塔の都・プラハは、世界で一番美しい街と言われる。

　観光客に人気の旧市庁舎の天文時計は、中世に建てられた赤い屋根の建物で埋め尽くされた旧市街にある。荘厳な歴史の趣きがあり、童話の世界に入り込んだような美しい街並みは、古の時代から人々を魅了してやまない。

　茉帆は、昨夜の不機嫌を残したままだ。仕事中と同じように、一歩後からついてくる。会話するのを避けているのがわかりやすい。狭い路地に立ち並ぶ、手工芸品やクリスマスグッズを売る店を思い思いに眺めるだけで、結局、旧市街広場に到着するまで、言葉を交わすことはなかった。

　路地を抜けると、一気に視界が開けた。古い石造りの建物の隙間から見た青い空が、頭上いっぱいに広がる。

　広場ではクリスマスマーケットが開催されていて、多くの観光客で賑わっていた。

　今、俺たちの正面に建っているのが旧市庁舎。その北側の壁に、天文時計がある。

　俺はコートの袖を摘まんで、腕時計を覗かせ、

「茉帆、レストランに入ろう。予約してあるんだ」

「え？　あ」

　振り返って手を取ると、彼女は戸惑ったように顔を上げた。

「でも、もうすぐ……」

　さっさと歩き出す俺から目を離し、旧市庁舎を振り返る。

　彼女がなにを気にしているかは、もちろんわかっている。天文時計のからくり人形は、毎正時に動き出す。あと十五分で午前十一時だ。

「大丈夫。いいから、おいで」

　俺は肩越しに彼女を見遣り、にっこり笑ってみせた。

　名残惜しそうな彼女の手を引いてレストランに移動すると、予約していたテラス席にすぐに案内してもらえた。

　天気はいいが風が冷たく、俺も茉帆もコートを着たまま、ランチをオーダーする。普段ならチェコのビール、ピルスナーウルケルが飲みたいところだが、身体が温まるホットワインをセレクトした。

　店員がテーブルから離れていくと、俺は改めて茉帆を見つめた。彼女は微妙に俺から視線を外し、長い睫まつ毛げを伏せている。

「ここのスヴィチュコヴァーは、絶品だよ。茉帆」

　俺が頬杖をついて話しかけると、瞬きをしながら肩を竦め、こくりと小さく頷く。

「ビーフシチューみたいなのですよね」

「そう。厳密に言うと、焼いた牛肉に煮込んだスープをかけたものだけど。スープが濃厚で、本当に美味しい。でも、クランベリーソースを加えてるから、わりとさっぱり食べられる。クネドリーキとの相性が抜群」

　クネドリーキとは、チェコの名物料理だ。茹でた蒸しパンのようなもので、食感はもちもちしている。

「楽しみ……」

　茉帆は、思わず、といった感じでごくりと唾を飲んだ。彼女の反応に内心ホッとして、クスッと笑う。

「プラハの肉料理は結構どっしりしてて食べ応えあるから、茉帆の胃袋も満足してくれるんじゃないかと」

「よく食べるって言いたいんですか？　確かに、ウィーンもブダペストもお肉が美味しくて、ちょっと食べすぎたのは自覚してますけど……」

「茉帆が美味しそうに食べてくれると、一緒にいる俺も幸せだ」

　軽くウィンクをして続けた俺に、茉帆は虚を衝かれたように目を瞬かせた。そして、きまり悪そうに俯く。

「あの、奏哉。私……」

　両手を膝の上にのせ、改まったように背筋を伸ばす彼女を、俺は腕時計に目を落とし、「しっ」と人差し指を立てて制した。

「茉帆、向こう見て」

「え？」

　茉帆が、俺が指さした方向を振り返った。

　このレストランは、旧市庁舎の北側にある。テラス席の真正面に天文時計が望める。

　午前十一時。正時を迎え、天文時計の右側に立つ骸がい骨こつが紐を引き、広場に鐘が鳴り響いた。

「わあ……」

　茉帆が感嘆の声を漏らし、椅子の背に両手でしがみつく。

　彼女の視線のまっすぐ先で、からくり人形が動き始めた。時計の上のふたつの扉が開き、キリストの十二使徒が次々と姿を現す。

　一四一〇年に設置されてから、多くの人を魅了してきた仕掛けに、子供みたいに目をキラキラさせる彼女に、俺の顔も自然と綻ぶ。

「よく見えるだろ？」

　意味もなく誇らしい気分で声をかけると、「はい」と弾んだ返事があった。

「すごい。特等席ですね！　素敵……」

　喜ぶ彼女を見つめながら、俺はコートのポケットに手を突っ込んだ。昨日から入れっ放しにしているジュエリーケースを掴む。

　天文時計の仕掛けは、鶏にわとりの鳴き声の後、鐘が響いて終わった。

　鐘の音の最後の余韻まで堪能した茉帆が、頬を紅潮させて俺に向き直った。

「奏哉、ありがとうございます！　こんなによく見えるなんて」

　彼女には珍しい弾ける笑顔に、俺の胸がとくんと淡い音を立てる。

　意図せず、こくっと喉仏が上下した。

「茉帆、あのさ……」

「オマタセシマシタ～」

　テーブル越しに身を乗り出し、ポケットから手を出しかけたタイミングで、男性店員が片言の日本語で割って入ってきた。条件反射で、ポケットに手を戻す。

「わ、美味しそう！　ありがとうございます。ええと……Děkuji vám……？」

　テーブルに並べられた皿を見て、ぎこちないチェコ語で礼を言う茉帆に、店員はバチッとウィンクをして去っていった。

「いい匂い。ホカホカですね」

　彼女が朗らかに声を上擦らせながら、まっすぐ俺を見て首を傾げる。

「あの……奏哉？」

　無意識に腕を組み、離れていく店員の背をじっとりとした目で見送っていた俺は、ハッと我に返った。

「……いや、ごめん」

　店員のウィンクは、母国語でのお礼への感謝とわかっているのに、なんたる心の狭さ。短い息を吐いて、自分を戒める。

「？　えっと……いただきます」

　茉帆は遠慮がちにフォークとナイフを手に取り、スヴィチュコヴァーを食べ始める。

「！　美味しいっ……！」

　天文時計の仕掛けを見ていた時と同じく目を輝かせる様に、俺も目尻を下げた。

　ウィンク……その仕草がすべて、相手への色目とは言わないが、茉帆が他の男から向けられるのを見ると、俺は途端に狭量な男になる。そんな自分を、自分でも持て余しながら――。

「……いただきます」

　とにかく、天文時計の仕掛けとチェコ料理で彼女の機嫌も直ったようだ。俺も気持ちを入れ替えて、肉にナイフを入れた。




　ボリュームのあるチェコ料理で腹を満たした後、旧市庁舎の展望塔に上り、美しい中世の街並みをぐるっと三百六十度堪能した。同じ旧市街にある、ふたつの尖塔が目を引くティーン教会に立ち寄り、世界最大、最古のプラハ城にも足を延ばした。

　夕暮れ時を狙って訪れたのは、カレル橋だ。プラハの街の真ん中を悠然と流れるヴルタヴァ川にかかる、六百年の歴史を持つ橋。橋の両側に、三十体の聖人像が立ち並んでいる。土産物の露店やストリートミュージシャン、大道芸人なども集まり、クリスマスホリデイの今日、大勢の観光客で賑わっていた。

　橋の両端にある美しいゴシック様式の橋塔をくぐり、ちょうど真ん中まで歩いてきて、俺たちは足を止めた。台座のレリーフに触れると幸せになれるというジンクスがある、聖ヤン・ネポムツキー像に観光客が列をなしている。

　茉帆もジンクスについては下調べしていたようで、ふたりで列に並び、しっかりと台座を触った。ちょうど日本人観光客がいたので、スマホを渡して彼女と一緒に写真を撮ってもらった。

　ちょうどいいひと休み。橋の欄干に両腕をのせ、「ふう」と息を吐く。俺の隣で、茉帆も同じ姿勢を取った。ふたり並んで、眼下を流れるヴルタヴァ川を眺める。

「ごめんな。一昨日は列車で長旅だったし、疲れたろ」

　彼女の横顔を探りながら、そう声をかける。

　茉帆は一瞬の間の後、無言でかぶりを振った。

「大丈夫です。出張だけど……楽しめたし」

　川をジッと見据えて言って、なにか逡巡するように、ゆっくり顔を上げた。

「あの……私……昨日、ごめんなさい」

　きまり悪そうに言葉を切って、俺に向かって深々と頭を下げた。

「え？　あ、いや……」

　彼女の行動に虚を衝かれ、目を泳がせる。

「俺の方こそごめん。軽い男だって幻滅されたよな……」

　ガシガシと頭を掻く俺に、茉帆が大きく首を横に振った。

「違うんです。奏哉はなにも悪くない。……ただ、私が」

「え？」

「……奏哉が、髪一本触れさせるなとか、他の男と会うってだけでも嫌だって言ったこと、身に沁みて理解してしまったせいで」

　早口で捲し立て、肩も首も縮める。

「私、奏哉を好きになってから、おかしいんです。今までは全然平気だったのに、他の女性が奏哉を振り返って見てるだけで、なんかチクッとする。奏哉が女性からモテるのはよくわかってるのに」

　そういう自分に戸惑っているのか、茉帆は唇を噛んで面を伏せた。

「昨日……あの秘書さんが奏哉のこと気に入ってるのわかってたから、嫌だ、私の奏哉に触らないでってイライラして……。奏哉は、仕事相手だから気にならなかったんですよね。だから、やっぱり私がおかしかったんです。ごめんなさいっ」

　吐き出すように言い切り、最後にまた勢いよく頭を下げた。

　そして。

「……あの……奏哉？」

　俺が返事をしないからか、恐る恐るといった様子で顔を上げ、探りかけてくる。

「やっば……」

　俺はニヤけて締まりがなくなる顔を手で覆い隠し、ボソッと呟いた。

「え？」と聞き返してくる彼女には、かぶりを振って誤魔化し……。

「ごめん。茉帆は怒ったのに、俺はそれが嬉しい」

　明後日の方向を向いて、そう言った。

「は……？」

「いや、だって。それ、ヤキモチでしょ」

「ヤキモチ。……！」

「無自覚？　ったく、たまんないなあ……」

　たどたどしく俺の言葉を反芻した後、ボッと火を噴く勢いで頬を染める彼女に、目尻を下げて苦笑する。

「君を俺のものにする時、ちゃんと言った。俺も、君のものなんだって」

　慌てふためいてワタワタする様まで、どうしようもなく愛おしい。

　俺はコートのポケットに手を突っ込み、もう何度も出し損ねたジュエリーケースを取り出した。

「その証……ってわけじゃないけど」

　彼女の方に向け、手の平の上でケースを開く。

「……え」

　ケースに収められたダイヤのリングが、オレンジの夕陽を浴びてキラッと輝く。それを映す彼女の瞳に、同じ色の光が射した。

「プロポーズはしてるし、君にも同じ意志を返してもらったけど、こういうちゃんとしたこと、してなかったから。エンゲージリングってやつ。受け取って」

　言いながら、若干の照れが交じる。自らリングを摘まみ上げて、呆然としている彼女の左手を取った。

「改めて。茉帆、俺と結婚してください」

　リングと彼女の薬指に目を落とし、返事を待たずに、ほっそりとした指にリングを通した。それでも彼女から反応がないのが気になる。

「……茉帆？」

　上目遣いで窺い見た彼女は、夕陽も真っ青なくらい顔を火照らせていた。

「やだ、もう……どうして」

　混乱しているのか、忙しなく視線を彷徨わせる。

「わ……私の方こそ、あんなことでイライラして、幻滅されたって思ってたのに。どうして。……もうっ」

　最後はわけがわからないといった様子で、俺の胸に飛び込んできた。

「っ、茉帆」

「ごめんなさい、こんなところで。でも、でも」

　とっさに抱き止めた俺にギュッとしがみつき、もどかしげに何度も首を横に振ると。

「奏哉は私の旦那様になる人って、世界中の人に宣言したい……」

「っ……」

　彼女はテンパっていて、この言動も多分無自覚だろう。しかし、可愛いヤキモチを焼かれた上に、初めての独占欲を見せつけられたら、こっちもたまらない。

「バカ。それは、俺のセリフ」

　彼女の両手に指を絡め、繋ぎ合わせた。彼女を胸から剥がし、背を屈めて顔を寄せる。

「え？　あっ」

　至近距離で目が合い、茉帆が慌てたように顎を引いて逃げた。

「だ、ダメ。みんなに見られる……」

　オドオドと目を泳がせる様に、俺は思わず苦笑した。

「俺を旦那様って宣言したいって、人目も気にせず抱きついてきたのは君なのに？」

「！　それは」

「茉帆。いいから黙って。大丈夫。プラハの人たちは、カレル橋で抱き合ってキスするカップルなんて、日常的に見慣れてる」

「あ、んっ……」

　彼女がなにか言いかけるのを、強引に唇を塞いで阻んだ。橋の欄干に押さえつけ、覆い被さる。

「ん、奏……」

　絡めた指に、彼女が力を込めた。

　見られることを恥ずかしがっていた彼女が応える素振りを見せたことで、俺の中の熱い炎が一気に燃え上がる。

「茉帆、愛してる」

　夕映えの橋の上、長いキスを交わす俺たちを、聖人たちが見下ろしている。どこからか冷やかすような口笛が湧いた。パチパチと、疎らな拍手まで聞こえてくる。

「っ、は……」

　息を切らして唇を離すと、脱力した茉帆が、くたっとしなだれかかってきた。とっさに彼女の腰に片腕を回して、抱き止める。

「奏哉……」

　目を潤ませて見上げてくる彼女に、いやがおうでも身が震えた。ゾクゾクと背筋を上る、官能的な痺れに必死に耐える。

「茉帆。ホテルに戻ろう」

　彼女の頭に額をのせ、掠れた声で誘う。

「一刻も早く、君を抱きたい。早く。早く……」

　焦燥感に駆られ、譫言みたいに囁く俺の胸で、茉帆は小さく息をのみ――。

「…………」

　恥ずかしそうに、一度こくんと頷いて返してくれた。




　ふたりで俺の部屋に入り、急き立てられるがまま、自分の身体で茉帆を壁に押さえつけた。ドアが完全に閉まるのを待っていられず、激しいキスを浴びせる。

「あ、ふっ……奏」

「茉帆、愛してる。愛してるよ」

「待っ、奏哉。いっぱい歩いたし、ちゃんとお風呂に入ってから……」

　茉帆が俺の両腕をギュッと掴み、引き剥がそうと抵抗を見せる。

「じゃあ、一緒に入ろう」

「……えっ!?」

　ギョッと目を剥くのを、気にしていられない。細い腰を抱き寄せ、ダンスをするみたいに縺もつれ合いながら、バスルームに移動する。

「ちょっ、奏っ、待って。一緒は恥ずかし……っ、あ！」

　狭いシャワーブースの中、半泣きで俺から逃れようとした彼女の手が、シャワーのコックに触れた。途端に、頭上から勢いよく冷水が降り注ぐ。

「うわっ……」

「きゃあっ!?　ごめ、すぐ止め……」

　茉帆はシャワーを止めようとするが、パニック寸前で、うまくコックを動かせない。俺が彼女の手に手を重ね、コックを戻して水を止めた。

「ごめんなさい……」

　茉帆が、か細い声で謝罪した。

　壁に据えつけられたシャワーノズルの向き的に、真下の彼女は飛沫がかかった程度だが、俺はスコールの直撃に遭ったかのようにずぶ濡れだった。

「か、風邪ひいちゃう。すぐお風呂に」

　茉帆は俺の横を摺り抜けてシャワーブースから出て、バスタブに湯を張り始めた。

　俺は彼女の背を横目に、前髪を掻き上げて滴り落ちる雫しずくを払い……。

「こうなったら、意地でも、風呂に付き合ってもらわなきゃ」

　水を吸って重いニットを捲って脱ぎ捨てた。彼女の肘を引いてシャワーブースに連れ戻し、コックを動かす。

「!?　え？　え？」

「湯が溜まるまでこのまま放置はあんまりだろう？　責任取って、君が温めて」

　いきなり頭から熱い湯を浴びて目を白黒させる彼女に、ニヤリと笑う。茉帆のニットの裾に手を差し込み、胸の膨らみを躊躇なく掬すくい上げると、

「あ、んっ……！」

　茉帆がビクンと身を震わせ、喉を仰け反らせて甲高い声をあげた。すぐにハッとしたように唇に腕を当て、歯を食い縛る。ニットの中で俺の手が蠢うごめく様を正視できないのか、首が捩れるほど顔を背けた。

「そんなに恥ずかしい？　いつもベッドでしてるのと、同じことするだけだよ」

　俺が耳元に顔を寄せて訊ねると、固く目を閉じ、ふるふると首を横に振る。

「同じじゃない。明るいし……声、響く」

「だから声、我慢してるの？　だったら、唇塞いであげる」

　妙な嗜虐心が煽られ、言うが早いか、茉帆の腕を取って唇を奪った。

　わざといつもより音を立てて彼女の口の中を蹂じゅう躙りんしながら、大きく手を動かして胸を揉みしだく。ずれた下着の縁から指を滑り込ませると、

「んっ、んんっ……」

　茉帆が身悶え、ガクガクと身体を震わせた。目尻に薄く涙を滲ませる彼女に、カレル橋では辛うじてこらえた痺れが、戦慄を伴って背筋を貫く。

「立ってられない？　お湯溜まったから、一緒に入ろうか」

　茉帆が拒否しない……いや、できずにいるのをいいことに、服を脱がせた。

　バスタブの底に腰を下ろし、後ろから彼女を抱きしめる。両方の胸をふにふにと揉んでも抵抗はなく、むしろしなだれかかってくる。

「はあ、は……」

　掠れた吐息がヤバいほど妖艶で、俺の興奮を際限なく煽る。

「茉帆、気持ちいい？」

　彼女の肩に顎をのせ、コソッと探りかける。茉帆は従順にこくこくと頷いた。

「あつい、奏哉……」

　喉を仰け反らせて紡ぐ譫言のような呟きに、俺はクスッと笑った。

「風呂が？　……俺のが？」

「ん……」

「……なにを言わせようとしてんだ、俺」

　さすがに自重して、ポリッとこめかみを掻く。一度、はーっと息を吐いてから、彼女を抱いて立ち上がった。

「のぼせそうだ。ベッドに行こう」

　身体から伝い落ちる雫がカーペットを濡らすのも構わず、まっすぐベッドに向かった。ダブルベッドの真ん中に彼女を横たえ、自分も膝をついて乗り上げる。

　完全に弛緩して無防備な姿を晒す彼女にのしかかり、ぴったりと肌を重ねた。

　茉帆がほおっと吐息を漏らし、俺の頭を掻き抱く。俺はその左手を取り、ダイヤのリングがはめられた薬指に、そっと口付けた。

「はっ……」

　茉帆が薄く目を開けた。朦もう朧ろうとしながらも、俺の仕草を目に留めてふわっと微笑む。

「奏哉、大好き……」

　これも無自覚だろうか。本能のような言動にムラッとくる。

「……俺は、その何十倍も」

　そう言いながら上体を起こし、

「君は、俺のものだ。茉帆」

　全神経に刻むように宣言して、彼女の中心を拓いていく。

「は、あっ……あっ」

　彼女がブルッと痙攣して、中がゾクゾクと収縮する。締めつけられ、意識が飛びそうな恍惚感に耐え、俺は短い息を吐いて天井を仰いだ。

「奏哉、奏哉……」

　俺の下で全身を戦慄かせながら、茉帆が繰り返し俺を呼ぶ。俺を求めて両腕を伸ばし、縋る瞳を向ける彼女に体重を預けた。

　――まるで、昨夜のお預けの渇かつ望ぼうを、潤い満たそうとするように。

　その夜、俺は何度も彼女を求め、飽くことなく身体を繋げた。




　翌日、俺たちは帰国の途に就いた。ヘルシンキで飛行機を乗り継ぎ、成なり田た空港までトータル十五時間ほどのロングフライトだ。

　ビジネスクラスのシートは多少ピッチが広く、俺はほんの少し窮屈に足を組み上げた。ＣＡから受け取った日本の経済新聞を広げていると、

『皆様、当機は間もなく離陸いたします。どなた様もシートベルトをお締めください』

　機内に、離陸のアナウンスがされた。英語に続いて、日本語でも繰り返される。

「ほら、茉帆。シートベルトだって」

　俺は隣の席で窓に額をぶつけて唸っている茉帆に、そう声をかけた。

　彼女はピクリと反応して、素直にベルトを締めたものの、俺から身を隠すように縮こまったまま。

　今朝起きた時からずっと、茉帆は深く沈んでいた。ヘルシンキから成田行きの飛行機に乗り込んでも、この調子だ。

「別に、そんな悶絶して落ち込むことないだろ」

　俺は新聞を畳んで、溜め息をついた。

「バスルームプレイなんて、どこのカップルもやってるって」

「！　最後までしてません！　って、こんなとこでなんてこと言うんですかっ」

　茉帆は弾かれたように、真っ赤に茹った顔を上げた。そして、ハッと我に返った様子で、落ち着きなく辺りを見回す。

　シートは二列並び。前後は外国人で、日本語の会話を聞き咎められる心配はない。それを確認したのか、茉帆はお腹の底から深い息を吐いて、再びシートに沈み込んだ。

「私、今回の出張、恥ずかしいことばかり……」

　彼女の言う『恥ずかしいこと』とは、仕事相手に嫉妬したこと、出張中なのに衆目の中でキスをして冷やかされたこと、さらに俺と風呂に入ったことだそうだ。

「普段から君への痴情劣情塗れの俺からしたら、そのくらい可愛いもんだって」

　顎を撫でてしみじみと呟くと、彼女がグッと詰まった。そして、なにやら恨みがましい目で見上げてくる。

「なんで奏哉は恥ずかしくないの……」

「最愛の人と過ごす最高に大事な時間、周りの目を気にしてちゃもったいないでしょ」

　しれっと即答して片目を瞑る俺に、パチパチと瞬きをして、

「……もう」

　最後は諦めたように肩を落とし、溜め息を重ねた。

　俺は彼女から目を逸らして、前方のモニターを見遣り……。

「俺、嬉しかったんだよ。茉帆が独占欲見せてくれたの」

「……え？」

　一拍分の間を置いて聞き返す声と同時に、横から視線を感じた。

「恋愛は、先に惚れた方が負けってよく言うけどさ。俺は今までもこれからも、君を追い求める役回りだから」

「そ、そんな」

「あ、不満なわけじゃないから、気にしないで。ただ、君が堂々と俺を好きって言ってくれると、みっともない片想いが報われた喜び、実感できるんだよね」

　言いながら照れくさくなって、「はは」と乾いた笑い声をあげる。

　茉帆はそんな俺を、穴が開きそうなほどジッと見つめ、

「……実感じゃなくて。奏哉の方こそ、いつも自信持ってそう思ってて」

　自分の膝の上に目を落とし、聞き取りにくいくらいボソボソと呟く。

「え？」

「指輪もキスも嬉しかった。聖人像のジンクスとかじゃなくて、本当はもっと自慢したいくらいでした」

　少しはっきりした口調で言って、俺の膝の上の手に自分の手を重ね、きゅっと力を込めた。

「私が恥ずかしがってたら、奏哉を満足させてあげられない。堂々と奏哉が好きって言えた方が、私も奏哉も幸せですね」

　はにかんで笑う彼女に、俺の胸がきゅんと疼いた。無意識にごくりと唾を飲み……。

「茉……」

「あ、でもっ。お……お風呂はもう絶対無理です！　しかも出張中にあんな、あんなこと……」

　呼びかけた途端、茉帆は頭から蒸気を噴きそうなほど顔を染めて、声を消え入らせた。

「ぶっ……ごめん」

　思わず吹き出してしまい、慌てて口を手で押さえる。

「昨夜は、俺もちょっとやりすぎた自覚ある」

　宙を見上げ、うんうんと相槌を打つ俺に、茉帆も大きく首を縦に振った。

「わかってくれてるならよかったです。出張は、家に帰るまで続くんで……」

「茉帆、強烈に色っぽかったなー。あんなエロい反応されたら、興奮しないわけがない。お風呂禁止も約束したくな……いてっ」

　最後まで言い切る前に、ポカッと頭を叩かれた。

「おい」

「もう……知らないっ」

　窓の方にプイッと顔を背ける彼女に、俺はふっと目を細める。

　その時、シートベルト着用のランプが点り、機内にポンという音が響いた。

「いよいよ離陸か。十三時間後には日本だ」

　肩越しに視線を投げてくる彼女に微笑みかけ、小さな窓から一緒に外を眺める。

　滑走路手前で停止していた飛行機が、ゴーッというエンジン音を轟かせて走り出した。グングン加速度を増していくのが、シートに背を吸い込まれる感覚でもわかる。それに続く浮遊感。窓から望む地面が、どんどん遠ざかっていく。

　次に踏むのは、日本の地面だ。その事実を自分の中にしっかり刻み、

「……茉帆」

　俺は彼女の左手を取って声をかけた。

　茉帆が、警戒心を滲ませて振り返る。

「正月、お父さん家にいる？」

「父ですか？　三が日は家にいるって言ってました」

「挨拶に行ってもいい？　ちゃんと、正式にプロポーズしたこと報告して……もう本当に、茉帆との結婚、許可してもらいたい」

　最後は眉をハの字にして不貞くされる俺に、「ぷっ」と吹き出した。

「笑いごとじゃない」

「すみません」

　俺がムッと顔を歪ませると、茉帆はひょいと肩を竦める。

「お正月いつでも大丈夫ですよ。お父さん、奏哉のために予定空けてるみたいなので」

「……え？」

「どうせ一緒に来るんだろう？って。会う気があるから、聞いたんだと思います。多分……そろそろお許し出るんじゃないかと」

　俺は一瞬呆けて、不覚にも脱力してしまった。

「はあーっ……マジ、手強かった……」

「奏哉の粘り勝ちですね。お疲れ様でした」

　茉帆はクスクス笑いながら、業務中のような労いの言葉をかけてくる。

　そんな彼女をじっとりと見つめ……。

「これで茉帆は、公私共に俺の真のパートナーだね。じゃ、早速。肩貸して、眠い」

「っ、え!?」

　条件反射で身体を強張らせる彼女に構わず、俺は華きゃ奢しゃな肩にこめかみを預けた。反応を探ろうと、斜めの角度からちらりと視線を上げる。

「君も寝不足じゃない？　俺に寄りかかっていいよ」

「！　も、もうっ」

　なにを匂わせて言ったかは、瞬時に理解したようだ。茉帆は頬を赤らめ、

「試してるんですか。このくらい、序の口だって」

　観念したように、悟ったように、強張りを解く。

　そして――。

「私、この出張でハードル越えましたもん。私の肩で休めるなら、どうぞ」

　頼もしく強く美しい……聖母のように、魅惑的に微笑んだ。




　――これは、完全なる余談になるが。

　あの日、カレル橋でネポムツキー像の台座を触った後、抱き合ってキスする俺たちを、とあるコラムライターが見ていたそうだ。Ｗｅｂで連載している旅のコラムに画像を載せて、聖人像のジンクスが叶った実例として紹介していたようで……。

『ハードル越えた』と言った茉帆が、それを知って卒倒したのは、言うまでもない。
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あとがき




　私の作品は、ベリーズカフェに発表してから書籍化が決まるまでに時間がかかるため、改稿原稿に向き合う時には、完結直後の思い込みや自己満足が薄れています。おかげで、不十分だった点や物足りなさが見えた状態で作業に入ります。

　この作品でなにを書きたかったか……ズバリ、過去作のヒーローを超える口説き男です。結果、ヒーローの奏哉は一途すぎるが故、変態（笑）に。私にしては新しいヒーロー像だったので、軽薄な面を大事にしながら、もっと魅力的にするにはどうしたらいいか。ヒロインの茉帆は生真面目で自分に自信がなく、猛烈に偏った恋愛観だけど、自分の考えを持っている女性なので、後半奏哉に頼り切りになるのが、ちょっと消化不良でした。さらに、縁談話が持ち込まれるのが唐突で、前半から伏線を張った方が面白くなりそう……など。奏哉のキレる策士な部分や、茉帆が真の恋に落ちる流れを丁寧に描け、少しドラマティックにできた気がして、二度目の自己満足に浸れました。

　書籍となると毎回苦しむのが書き下ろし番外編です。私はプライベートで読むコミックも、主人公が恋人同士になるまでの更新が楽しみで、その後いちゃいちゃばかりが続くと追えなくなるタイプ。編集さんから番外編を依頼される時も、『その後のラブラブなふたりが見たい』としか言われず、それだけで面白いのか悩んでしまい、孤立無援の執筆になります。

　今回も例に違わず、ちょうどクリスマスど真ん中でネタに苦しみ……原稿そっちのけでＷｅｂサイトを眺めていたらプラハの時計台の画像を見つけ、以前、チェコ、ハンガリー、ポーランドを鉄道で巡ったことを思い出しました。旧市街広場にある、地元民で賑わうレストランで食べた肉料理美味しかったなあとか、私が行った時は薄曇りで、カレル橋の夕景を堪能できなかったけど、橋のたもとにあるレストランもよかった……とか（食べ物ばっか……笑）。『またプラハ行きたいなあ……』と完全に現実逃避して、気付いたら冒頭のプラハ中央駅のシーンを書いていました。一向にオチに辿り着けずに迷走しましたが、奏哉にアテンドされる茉帆が羨ましくなり……私もいつかまた中欧列車の旅に出る！と、心に銘じました。

　最後に、この作品の書籍化に尽力くださった皆様に御礼申し上げます。

　お手に取り、読んでくださった読者様、ありがとうございました。
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